
(57)【要約】

【課題】メタデータがネットワーク上の関連コンテンツ

を参照する場合には、ネットワーク上の関連コンテンツ

を永久に保持できるとは限らないので、参照する期限を

設定できることが望ましい。また、販売促進のために期

間限定でのみ参照可能な関連コンテンツを提供したり、

メタデータの娯楽性を高めるために例えば毎年のクリス

マスの日等の期間限定でのみ参照可能な関連コンテンツ

を提供したりするためにも、関連コンテンツの参照期限

を設定できることが望ましい。

【解決手段】アクセスユニットの有効期限を設定するた

めに、アクセスユニット毎に有効期限を指定するフラグ

と有効期限を記述する。

【選択図】　　　図４７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 動 画 像 に 関 連 し た メ タ デ ー タ は 、 独 立 し て 処 理 可 能 な デ ー タ 単 位 で あ る ア ク セ ス ユ ニ ッ
ト を １ 以 上 含 ん で 構 成 さ れ る ス ト リ ー ム の デ ー タ 構 造 を な し 、
　 前 記 各 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト は 、
　 前 記 動 画 像 の 時 間 軸 に 対 し て 定 義 さ れ る 有 効 期 間 を 特 定 す る 第 １ デ ー タ と 、
　 前 記 動 画 像 中 の 時 空 間 領 域 を 記 述 し た オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ と 、
　 前 記 時 空 間 領 域 に 関 連 し た 表 示 方 法 を 特 定 す る デ ー タ 、 ま た は 、 前 記 時 空 間 領 域 が 指 定
さ れ た 際 に 行 う 処 理 を 特 定 す る デ ー タ の 一 方 ま た は 両 方 を 含 む 第 ２ デ ー タ と 、
　 を 有 し 、
　 さ ら に 、 前 記 メ タ デ ー タ を 再 生 す る こ と が で き る 絶 対 時 刻 で 表 さ れ た 有 効 期 限 を 指 定 す
る 第 ３ の デ ー タ を 前 記 メ タ デ ー タ が 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る メ タ デ ー タ の デ ー タ 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 動 画 像 に 関 連 し た メ タ デ ー タ は 、 独 立 し て 処 理 可 能 な デ ー タ 単 位 で あ る ア ク セ ス ユ ニ ッ
ト を １ 以 上 含 ん で 構 成 さ れ る ス ト リ ー ム の デ ー タ 構 造 を な し 、
　 前 記 各 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト は 、
　 前 記 動 画 像 の 時 間 軸 に 対 し て 定 義 さ れ る 有 効 期 間 を 特 定 す る 第 １ デ ー タ と 、
　 前 記 動 画 像 中 の 時 空 間 領 域 を 記 述 し た オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ と 、
　 前 記 時 空 間 領 域 に 関 連 し た 表 示 方 法 を 特 定 す る デ ー タ 、 ま た は 、 前 記 時 空 間 領 域 が 指 定
さ れ た 際 に 行 う 処 理 を 特 定 す る デ ー タ の 一 方 ま た は 両 方 を 含 む 第 ２ デ ー タ と 、
　 を 有 し 、
　 さ ら に 、 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を 再 生 す る こ と が で き る 絶 対 時 刻 で 表 さ れ た 有 効 期 限 を 指 定
す る 第 ４ の デ ー タ を 前 記 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト 毎 に 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る メ タ デ ー タ の デ ー タ 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ３ の デ ー タ 、 ま た は 、 第 ４ の デ ー タ は 、
　 前 記 有 効 期 限 の 開 始 、 ま た は 、 終 了 の う ち 少 な く と も 一 つ を 指 定 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ま た は 、 ２ 記 載 の メ タ デ ー タ の デ ー タ 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ３ デ ー タ 、 ま た は 、 第 ４ の デ ー タ は 、 前 記 第 ２ デ ー タ の 一 部 分 、 ま た は 、 全 部 に
関 す る 有 効 期 限 を 指 定 す る も の で あ り 、
　 前 記 有 効 期 限 内 に 属 す る 第 ２ デ ー タ の み に 基 づ い て 前 記 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を 再 生 で き る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ま た は 、 ２ 記 載 の メ タ デ ー タ の デ ー タ 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ３ デ ー タ 、 ま た は 、 第 ４ の デ ー タ は 、 前 記 有 効 期 限 の 有 無 、 開 始 、 終 了 の う ち 少
な く と も 一 つ を 指 定 す る フ ラ グ 、 及 び 、 前 記 有 効 期 限 を 開 始 す る 日 時 、 前 記 有 効 期 限 を 終
了 す る 日 時 の う ち 少 な く と も 一 つ か ら な る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ま た は 、 ２ 記 載 の メ タ デ ー タ の デ ー タ 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 動 画 像 に 関 連 し た メ タ デ ー タ は 、 独 立 し て 処 理 可 能 な デ ー タ 単 位 で あ る ア ク セ ス ユ ニ ッ
ト を １ 以 上 含 ん で 構 成 さ れ る ス ト リ ー ム の デ ー タ 構 造 を な し 、
　 前 記 各 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト は 、
　 前 記 動 画 像 の 時 間 軸 に 対 し て 定 義 さ れ る 有 効 期 間 を 特 定 す る 第 １ デ ー タ と 、
　 前 記 動 画 像 中 の 時 空 間 領 域 を 記 述 し た オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ と 、
　 前 記 時 空 間 領 域 に 関 連 し た 表 示 方 法 を 特 定 す る デ ー タ 、 ま た は 、 前 記 時 空 間 領 域 が 指 定
さ れ た 際 に 行 う 処 理 を 特 定 す る デ ー タ の 一 方 ま た は 両 方 を 含 む 第 ２ デ ー タ と 、
　 を 有 し 、
　 さ ら に 、 前 記 メ タ デ ー タ を 管 理 す る デ ー タ は 、 前 記 メ タ デ ー タ を 再 生 す る こ と が で き る
絶 対 時 刻 で 表 さ れ た 有 効 期 限 を 表 す 第 ５ の デ ー タ を 有 す る
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　 こ と を 特 徴 と す る メ タ デ ー タ の デ ー タ 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 動 画 像 に 関 連 し た メ タ デ ー タ の 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 メ タ デ ー タ は 、 独 立 し て 処 理 可 能 な デ ー タ 単 位 で あ る ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を １ 以 上 含
ん で 構 成 さ れ る ス ト リ ー ム の デ ー タ 構 造 を な し 、
　 前 記 各 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト は 、
　 前 記 動 画 像 の 時 間 軸 に 対 し て 定 義 さ れ る 有 効 期 間 を 特 定 す る 第 １ デ ー タ と 、
　 前 記 動 画 像 中 の 時 空 間 領 域 を 記 述 し た オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ と 、
　 前 記 時 空 間 領 域 に 関 連 し た 表 示 方 法 を 特 定 す る デ ー タ 、 ま た は 、 前 記 時 空 間 領 域 が 指 定
さ れ た 際 に 行 う 処 理 を 特 定 す る デ ー タ の 一 方 ま た は 両 方 を 含 む 第 ２ デ ー タ と 、
　 を 有 し 、
　 さ ら に 、 前 記 メ タ デ ー タ を 再 生 す る こ と が で き る 絶 対 時 刻 で 表 さ れ た 有 効 期 限 を 指 定 す
る 第 ３ の デ ー タ を 前 記 メ タ デ ー タ が 有 し 、
　 前 記 メ タ デ ー タ の 再 生 指 示 が あ っ た 場 合 に 、 前 記 絶 対 時 刻 が 前 記 第 ３ デ ー タ で 指 定 さ れ
た 有 効 期 限 内 で あ れ ば 前 記 メ タ デ ー タ を 再 生 す る 再 生 手 段 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る メ タ デ ー タ の 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 動 画 像 に 関 連 し た メ タ デ ー タ の 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 メ タ デ ー タ は 、 独 立 し て 処 理 可 能 な デ ー タ 単 位 で あ る ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を １ 以 上 含
ん で 構 成 さ れ る ス ト リ ー ム の デ ー タ 構 造 を な し 、
　 前 記 各 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト は 、
　 前 記 動 画 像 の 時 間 軸 に 対 し て 定 義 さ れ る 有 効 期 間 を 特 定 す る 第 １ デ ー タ と 、
　 前 記 動 画 像 中 の 時 空 間 領 域 を 記 述 し た オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ と 、
　 前 記 時 空 間 領 域 に 関 連 し た 表 示 方 法 を 特 定 す る デ ー タ 、 ま た は 、 前 記 時 空 間 領 域 が 指 定
さ れ た 際 に 行 う 処 理 を 特 定 す る デ ー タ の 一 方 ま た は 両 方 を 含 む 第 ２ デ ー タ と 、
　 を 有 し 、
　 さ ら に 、 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を 再 生 す る こ と が で き る 絶 対 時 刻 で 表 さ れ た 有 効 期 限 を 指 定
す る 第 ４ の デ ー タ を 前 記 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト 毎 に 有 し 、
　 前 記 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト の 再 生 指 示 が あ っ た 場 合 に 、 前 記 絶 対 時 刻 が 前 記 第 ４ デ ー タ で 指
定 さ れ た 有 効 期 限 内 で あ れ ば 前 記 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を 再 生 す る 再 生 手 段 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る メ タ デ ー タ の 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 動 画 像 に 関 連 し た メ タ デ ー タ の 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 メ タ デ ー タ は 、 独 立 し て 処 理 可 能 な デ ー タ 単 位 で あ る ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を １ 以 上 含
ん で 構 成 さ れ る ス ト リ ー ム の デ ー タ 構 造 を な し 、
　 前 記 各 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト は 、
　 前 記 動 画 像 の 時 間 軸 に 対 し て 定 義 さ れ る 有 効 期 間 を 特 定 す る 第 １ デ ー タ と 、
　 前 記 動 画 像 中 の 時 空 間 領 域 を 記 述 し た オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ と 、
　 前 記 時 空 間 領 域 に 関 連 し た 表 示 方 法 を 特 定 す る デ ー タ 、 ま た は 、 前 記 時 空 間 領 域 が 指 定
さ れ た 際 に 行 う 処 理 を 特 定 す る デ ー タ の 一 方 ま た は 両 方 を 含 む 第 ２ デ ー タ と 、
　 を 有 し 、
　 さ ら に 、 前 記 メ タ デ ー タ を 管 理 す る デ ー タ は 、 前 記 メ タ デ ー タ を 再 生 す る こ と が で き る
絶 対 時 刻 で 表 さ れ た 有 効 期 限 を 表 す 第 ５ の デ ー タ を 有 し 、
　 前 記 メ タ デ ー タ の 再 生 指 示 が あ っ た 場 合 に 、 前 記 絶 対 時 刻 が 前 記 第 ５ デ ー タ で 指 定 さ れ
た 有 効 期 限 内 で あ れ ば 前 記 メ タ デ ー タ を 再 生 す る 再 生 手 段 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る メ タ デ ー タ の 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 動 画 像 に 関 連 し た メ タ デ ー タ の 再 生 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 メ タ デ ー タ は 、 独 立 し て 処 理 可 能 な デ ー タ 単 位 で あ る ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を １ 以 上 含
ん で 構 成 さ れ る ス ト リ ー ム の デ ー タ 構 造 を な し 、
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　 前 記 各 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト は 、
　 前 記 動 画 像 の 時 間 軸 に 対 し て 定 義 さ れ る 有 効 期 間 を 特 定 す る 第 １ デ ー タ と 、
　 前 記 動 画 像 中 の 時 空 間 領 域 を 記 述 し た オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ と 、
　 前 記 時 空 間 領 域 に 関 連 し た 表 示 方 法 を 特 定 す る デ ー タ 、 ま た は 、 前 記 時 空 間 領 域 が 指 定
さ れ た 際 に 行 う 処 理 を 特 定 す る デ ー タ の 一 方 ま た は 両 方 を 含 む 第 ２ デ ー タ と 、
　 を 有 し 、
　 さ ら に 、 前 記 メ タ デ ー タ を 再 生 す る こ と が で き る 絶 対 時 刻 で 表 さ れ た 有 効 期 限 を 指 定 す
る 第 ３ の デ ー タ を 前 記 メ タ デ ー タ が 有 し 、
　 前 記 メ タ デ ー タ の 再 生 指 示 が あ っ た 場 合 に 、 前 記 絶 対 時 刻 が 前 記 第 ３ デ ー タ で 指 定 さ れ
た 有 効 期 限 内 で あ れ ば 前 記 メ タ デ ー タ を 再 生 す る 再 生 ス テ ッ プ を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る メ タ デ ー タ の 再 生 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 動 画 像 に 関 連 し た メ タ デ ー タ の 再 生 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 メ タ デ ー タ は 、 独 立 し て 処 理 可 能 な デ ー タ 単 位 で あ る ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を １ 以 上 含
ん で 構 成 さ れ る ス ト リ ー ム の デ ー タ 構 造 を な し 、
　 前 記 各 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト は 、
　 前 記 動 画 像 の 時 間 軸 に 対 し て 定 義 さ れ る 有 効 期 間 を 特 定 す る 第 １ デ ー タ と 、
　 前 記 動 画 像 中 の 時 空 間 領 域 を 記 述 し た オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ と 、
　 前 記 時 空 間 領 域 に 関 連 し た 表 示 方 法 を 特 定 す る デ ー タ 、 ま た は 、 前 記 時 空 間 領 域 が 指 定
さ れ た 際 に 行 う 処 理 を 特 定 す る デ ー タ の 一 方 ま た は 両 方 を 含 む 第 ２ デ ー タ と 、
　 を 有 し 、
　 さ ら に 、 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を 再 生 す る こ と が で き る 絶 対 時 刻 で 表 さ れ た 有 効 期 限 を 指 定
す る 第 ４ の デ ー タ を 前 記 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト 毎 に 有 し 、
　 前 記 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト の 再 生 指 示 が あ っ た 場 合 に 、 前 記 絶 対 時 刻 が 前 記 第 ４ デ ー タ で 指
定 さ れ た 有 効 期 限 内 で あ れ ば 前 記 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を 再 生 す る 再 生 ス テ ッ プ を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る メ タ デ ー タ の 再 生 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 動 画 像 に 関 連 し た メ タ デ ー タ の 再 生 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 メ タ デ ー タ は 、 独 立 し て 処 理 可 能 な デ ー タ 単 位 で あ る ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を １ 以 上 含
ん で 構 成 さ れ る ス ト リ ー ム の デ ー タ 構 造 を な し 、
　 前 記 各 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト は 、
　 前 記 動 画 像 の 時 間 軸 に 対 し て 定 義 さ れ る 有 効 期 間 を 特 定 す る 第 １ デ ー タ と 、
　 前 記 動 画 像 中 の 時 空 間 領 域 を 記 述 し た オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ と 、
　 前 記 時 空 間 領 域 に 関 連 し た 表 示 方 法 を 特 定 す る デ ー タ 、 ま た は 、 前 記 時 空 間 領 域 が 指 定
さ れ た 際 に 行 う 処 理 を 特 定 す る デ ー タ の 一 方 ま た は 両 方 を 含 む 第 ２ デ ー タ と 、
　 を 有 し 、
　 さ ら に 、 前 記 メ タ デ ー タ を 管 理 す る デ ー タ は 、 前 記 メ タ デ ー タ を 再 生 す る こ と が で き る
絶 対 時 刻 で 表 さ れ た 有 効 期 限 を 表 す 第 ５ の デ ー タ を 有 し 、
　 前 記 メ タ デ ー タ の 再 生 指 示 が あ っ た 場 合 に 、 前 記 絶 対 時 刻 が 前 記 第 ５ デ ー タ で 指 定 さ れ
た 有 効 期 限 内 で あ れ ば 前 記 メ タ デ ー タ を 再 生 す る 再 生 ス テ ッ プ を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る メ タ デ ー タ の 再 生 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 動 画 像 に 関 連 し た メ タ デ ー タ の 再 生 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ で 実 現 す る プ ロ グ ラ ム で あ っ て
、
　 前 記 メ タ デ ー タ は 、 独 立 し て 処 理 可 能 な デ ー タ 単 位 で あ る ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を １ 以 上 含
ん で 構 成 さ れ る ス ト リ ー ム の デ ー タ 構 造 を な し 、
　 前 記 各 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト は 、
　 前 記 動 画 像 の 時 間 軸 に 対 し て 定 義 さ れ る 有 効 期 間 を 特 定 す る 第 １ デ ー タ と 、
　 前 記 動 画 像 中 の 時 空 間 領 域 を 記 述 し た オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ と 、
　 前 記 時 空 間 領 域 に 関 連 し た 表 示 方 法 を 特 定 す る デ ー タ 、 ま た は 、 前 記 時 空 間 領 域 が 指 定
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さ れ た 際 に 行 う 処 理 を 特 定 す る デ ー タ の 一 方 ま た は 両 方 を 含 む 第 ２ デ ー タ と 、
　 を 有 し 、
　 さ ら に 、 前 記 メ タ デ ー タ を 再 生 す る こ と が で き る 絶 対 時 刻 で 表 さ れ た 有 効 期 限 を 指 定 す
る 第 ３ の デ ー タ を 前 記 メ タ デ ー タ が 有 し 、
　 前 記 メ タ デ ー タ の 再 生 指 示 が あ っ た 場 合 に 、 前 記 絶 対 時 刻 が 前 記 第 ３ デ ー タ で 指 定 さ れ
た 有 効 期 限 内 で あ れ ば 前 記 メ タ デ ー タ を 再 生 す る 再 生 機 能 を 実 現 す る
　 こ と を 特 徴 と す る メ タ デ ー タ の 再 生 方 法 の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 動 画 像 に 関 連 し た メ タ デ ー タ の 再 生 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ で 実 現 す る プ ロ グ ラ ム で あ っ て
、
　 前 記 メ タ デ ー タ は 、 独 立 し て 処 理 可 能 な デ ー タ 単 位 で あ る ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を １ 以 上 含
ん で 構 成 さ れ る ス ト リ ー ム の デ ー タ 構 造 を な し 、
　 前 記 各 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト は 、
　 前 記 動 画 像 の 時 間 軸 に 対 し て 定 義 さ れ る 有 効 期 間 を 特 定 す る 第 １ デ ー タ と 、
　 前 記 動 画 像 中 の 時 空 間 領 域 を 記 述 し た オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ と 、
　 前 記 時 空 間 領 域 に 関 連 し た 表 示 方 法 を 特 定 す る デ ー タ 、 ま た は 、 前 記 時 空 間 領 域 が 指 定
さ れ た 際 に 行 う 処 理 を 特 定 す る デ ー タ の 一 方 ま た は 両 方 を 含 む 第 ２ デ ー タ と 、
　 を 有 し 、
　 さ ら に 、 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を 再 生 す る こ と が で き る 絶 対 時 刻 で 表 さ れ た 有 効 期 限 を 指 定
す る 第 ４ の デ ー タ を 前 記 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト 毎 に 有 し 、
　 前 記 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト の 再 生 指 示 が あ っ た 場 合 に 、 前 記 絶 対 時 刻 が 前 記 第 ４ デ ー タ で 指
定 さ れ た 有 効 期 限 内 で あ れ ば 前 記 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を 再 生 す る 再 生 機 能 を 実 現 す る
　 こ と を 特 徴 と す る メ タ デ ー タ の 再 生 方 法 の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 動 画 像 に 関 連 し た メ タ デ ー タ の 再 生 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ で 実 現 す る プ ロ グ ラ ム で あ っ て
、
　 前 記 メ タ デ ー タ は 、 独 立 し て 処 理 可 能 な デ ー タ 単 位 で あ る ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を １ 以 上 含
ん で 構 成 さ れ る ス ト リ ー ム の デ ー タ 構 造 を な し 、
　 前 記 各 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト は 、
　 前 記 動 画 像 の 時 間 軸 に 対 し て 定 義 さ れ る 有 効 期 間 を 特 定 す る 第 １ デ ー タ と 、
　 前 記 動 画 像 中 の 時 空 間 領 域 を 記 述 し た オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ と 、
　 前 記 時 空 間 領 域 に 関 連 し た 表 示 方 法 を 特 定 す る デ ー タ 、 ま た は 、 前 記 時 空 間 領 域 が 指 定
さ れ た 際 に 行 う 処 理 を 特 定 す る デ ー タ の 一 方 ま た は 両 方 を 含 む 第 ２ デ ー タ と 、
　 を 有 し 、
　 さ ら に 、 前 記 メ タ デ ー タ を 管 理 す る デ ー タ は 、 前 記 メ タ デ ー タ を 再 生 す る こ と が で き る
絶 対 時 刻 で 表 さ れ た 有 効 期 限 を 表 す 第 ５ の デ ー タ を 有 し 、
　 前 記 メ タ デ ー タ の 再 生 指 示 が あ っ た 場 合 に 、 前 記 絶 対 時 刻 が 前 記 第 ５ デ ー タ で 指 定 さ れ
た 有 効 期 限 内 で あ れ ば 前 記 メ タ デ ー タ を 再 生 す る 再 生 機 能 を 実 現 す る
　 こ と を 特 徴 と す る メ タ デ ー タ の 再 生 方 法 の プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ク ラ イ ア ン ト 装 置 に あ る 動 画 像 デ ー タ と 、 ク ラ イ ア ン ト 装 置 も し く は ネ ッ ト
ワ ー ク 上 の サ ー バ ー 装 置 に あ る メ タ デ ー タ と を 組 み 合 わ せ て 動 画 像 ハ イ パ ー メ デ ィ ア を 実
現 し た り 、 ま た 動 画 像 に テ ロ ッ プ や 吹 き 出 し を 表 示 し た り す る 方 法 に 関 す る 。 特 に 、 テ ロ
ッ プ や 吹 き 出 し に 有 効 期 限 を 指 定 で き る こ と に 特 徴 が あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ハ イ パ ー メ デ ィ ア は 、 動 画 像 、 静 止 画 像 、 音 声 、 テ キ ス ト 等 の メ デ ィ ア 間 に ハ イ パ ー リ
ン ク と 呼 ば れ る 関 連 性 を 定 義 し 、 相 互 に 、 ま た は 一 方 か ら 他 方 を 参 照 で き る よ う に し た も
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の で あ る 。 例 え ば イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 っ て 閲 覧 す る こ と の で き る Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ で 記 述 さ れ た ホ
ー ム ペ ー ジ に は 、 テ キ ス ト や 静 止 画 が 配 置 さ れ て お り 、 こ れ ら テ キ ス ト や 静 止 画 の い た る
と こ ろ に リ ン ク が 定 義 さ れ て い る 。 そ し て こ れ ら の リ ン ク を 指 定 す る こ と に よ り 直 ち に リ
ン ク 先 で あ る 関 連 情 報 を 表 示 さ せ る こ と が で き る 。 興 味 の あ る 語 句 を 直 接 指 示 す れ ば 関 連
情 報 に ア ク セ ス で き る た め 、 操 作 が 容 易 か つ 直 感 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 テ キ ス ト や 静 止 画 で は な く 動 画 像 を 中 心 に し た ハ イ パ ー メ デ ィ ア で は 、 動 画 像 中
に 登 場 す る 人 や 物 等 の オ ブ ジ ェ ク ト か ら そ れ を 説 明 す る テ キ ス ト や 静 止 画 等 の 関 連 コ ン テ
ン ツ へ の リ ン ク が 定 義 さ れ て お り 、 視 聴 者 が こ の オ ブ ジ ェ ク ト を 指 示 す る こ と に よ り こ れ
ら 関 連 コ ン テ ン ツ が 表 示 さ れ る 。 こ の と き 、 動 画 像 に 登 場 す る オ ブ ジ ェ ク ト の 時 空 間 的 な
領 域 と そ の 関 連 コ ン テ ン ツ へ の リ ン ク を 定 義 す る に は 、 動 画 像 中 の オ ブ ジ ェ ク ト の 時 空 間
的 な 領 域 を 表 す デ ー タ （ オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ ） が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ と し て は 、 ２ 値 以 上 の 値 を 持 つ マ ス ク 画 像 系 列 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ － ４
の 任 意 形 状 符 号 化 、 特 許 文 献 １ で 説 明 さ れ て い る 図 形 の 特 徴 点 の 軌 跡 を 記 述 す る 方 法 、 さ
ら に 特 許 文 献 ２ で 説 明 さ れ て い る 方 法 等 を 用 い る こ と が で き る 。 動 画 像 中 心 の ハ イ パ ー メ
デ ィ ア を 実 現 す る た め に は 、 こ の ほ か に も オ ブ ジ ェ ク ト が 指 定 さ れ た と き に 他 の 関 連 コ ン
テ ン ツ を 表 示 さ せ る と い う 動 作 を 記 述 し た デ ー タ （ 動 作 情 報 ） 等 が 必 要 と な る 。 こ れ ら の
動 画 像 以 外 の デ ー タ を 動 画 像 の メ タ デ ー タ と 呼 ぶ こ と に す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 動 画 像 と メ タ デ ー タ を 視 聴 者 に 提 供 す る 方 法 と し て は 、 ま ず 動 画 像 と メ タ デ ー タ の 両 方
が 記 録 さ れ た 記 録 媒 体 （ ビ デ オ Ｃ Ｄ 、 Ｄ Ｖ Ｄ 等 ） を 作 る 方 法 が あ る 。 ま た 、 す で に ビ デ オ
Ｃ Ｄ や Ｄ Ｖ Ｄ と し て 所 有 し て い る 動 画 像 の メ タ デ ー タ を 提 供 す る に は 、 メ タ デ ー タ の み を
ネ ッ ト ワ ー ク 上 か ら ダ ウ ン ロ ー ド 、 も し く は ス ト リ ー ミ ン グ に よ り 配 信 す れ ば よ い 。 さ ら
に 、 動 画 像 と メ タ デ ー タ の 両 方 の デ ー タ を ネ ッ ト ワ ー ク で 配 信 し て も 良 い 。 こ の と き 、 メ
タ デ ー タ は 効 率 的 に バ ッ フ ァ を 使 用 す る こ と が 可 能 で 、 ラ ン ダ ム ア ク セ ス に 適 し て お り 、
ネ ッ ト ワ ー ク に お け る デ ー タ ロ ス に 強 い 形 式 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 動 画 像 の 切 り 替 え が 頻 繁 に 生 じ る 場 合 に は （ 例 え ば 、 複 数 の カ メ ラ ア ン グ ル で 撮
影 さ れ た 動 画 像 が 用 意 さ れ て お り 、 視 聴 者 は 自 由 に カ メ ラ ア ン グ ル を 選 択 で き る よ う な 場
合 … Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ の マ ル チ ア ン グ ル 映 像 の よ う な も の 等 ） 、 動 画 像 の 切 り 替 え に 対 応 し て
高 速 に メ タ デ ー タ の 切 り 替 え が で き な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 メ タ デ ー タ が ネ ッ ト ワ ー ク 上 の 関 連 コ ン テ ン ツ を 参 照 す る 場 合 に は 、 ネ ッ ト ワ
ー ク 上 の 関 連 コ ン テ ン ツ を 永 久 に 保 持 で き る と は 限 ら な い の で 、 参 照 す る 期 限 を 設 定 で き
る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 販 売 促 進 の た め に 期 間 限 定 で の み 参 照 可 能 な 関 連 コ ン テ ン ツ を
提 供 し た り 、 メ タ デ ー タ の 娯 楽 性 を 高 め る た め に 例 え ば 毎 年 の ク リ ス マ ス の 日 等 の 特 定 の
期 間 に 限 定 し て 参 照 可 能 な 関 連 コ ン テ ン ツ を 提 供 し た り す る た め に も 、 関 連 コ ン テ ン ツ の
参 照 期 限 を 設 定 で き る こ と が 望 ま し い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ８ ５ ２ ５ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ １ １ ９ ９ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 視 聴 者 の 手 元 に あ る 動 画 像 に 関 連 し た メ タ デ ー タ で あ り 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 視 聴 者
の 元 に ス ト リ ー ミ ン グ 配 信 さ れ た り 、 視 聴 者 の 元 に あ っ て 再 生 さ れ た り す る メ タ デ ー タ に
於 い て は 、 メ タ デ ー タ の 有 効 期 限 を 設 定 で き る こ と が 望 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 課 題 を 解 決 す べ く な さ れ た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 動 画 像 に 関 連 し た メ タ デ ー タ は 、 独 立 し て 処 理 可 能 な デ ー タ 単 位 で あ る ア ク セ ス ユ ニ ッ
ト を 、 一 つ ま た は 複 数 含 む こ と に よ り 構 成 さ れ る 。 こ こ で 、 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト （ 図 ４ の Vc
lick_AU） は 、 動 画 像 の 時 間 軸 に 対 し て 定 義 さ れ る 有 効 期 間 内 に 関 す る 情 報 と し て 、 前 記
有 効 期 間 を 特 定 す る 第 １ デ ー タ （ ４ ０ ２ ） と 、 前 記 動 画 像 中 の 時 空 間 領 域 を 記 述 し た オ ブ
ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ （ ４ ０ ０ ） と 、 前 記 時 空 間 領 域 に 関 連 し た 表 示 方 法 を 特 定 す る デ ー タ
及 び 前 記 時 空 間 領 域 を 指 定 さ れ た 際 に 行 う 処 理 を 特 定 す る デ ー タ の う ち の 少 な く と も １ つ
を 含 む 第 ２ デ ー タ （ ４ ０ ３ ） を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で は 、 前 記 メ タ デ ー タ を 再 生 す る こ と が で き る 絶 対 時 刻 で
表 さ れ た 有 効 期 限 を 指 定 す る 第 ３ の デ ー タ を 前 記 メ タ デ ー タ が 有 し 、 前 記 メ タ デ ー タ の 再
生 指 示 が あ っ た 場 合 に 、 前 記 絶 対 時 刻 が 前 記 第 ３ デ ー タ で 指 定 さ れ た 有 効 期 限 内 で あ れ ば
前 記 メ タ デ ー タ を 再 生 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト を 再 生 す る こ と が で き る 絶 対 時 刻 で 表 さ れ た 有 効 期 限 を 指
定 す る 第 ３ の デ ー タ を 前 記 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト 毎 に 有 し 、 前 記 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト の 再 生 指 示
が あ っ た 場 合 に 、 前 記 絶 対 時 刻 が 前 記 第 ４ デ ー タ で 指 定 さ れ た 有 効 期 限 内 で あ れ ば 前 記 ア
ク セ ス ユ ニ ッ ト を 再 生 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 前 記 メ タ デ ー タ を 管 理 す る デ ー タ は 、 前 記 メ タ デ ー タ を 再 生 す る こ と が で き る
絶 対 時 刻 で 表 さ れ た 有 効 期 限 を 表 す 第 ５ の デ ー タ を 有 し 、 前 記 メ タ デ ー タ の 再 生 指 示 が あ
っ た 場 合 に 、 前 記 絶 対 時 刻 が 前 記 第 ５ デ ー タ で 指 定 さ れ た 有 効 期 限 内 で あ れ ば 前 記 メ タ デ
ー タ を 再 生 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 メ タ デ ー タ や ア ク セ ス ユ ニ ッ ト の 有 効 期 限 を 指 定 で き る と 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 の 関 連 コ ン
テ ン ツ を 提 供 す る 時 期 が 分 か る た め 、 ア ク セ ス エ ラ ー が 起 き な く な る 。 ま た 、 期 間 限 定 で
の み 参 照 可 能 な 関 連 コ ン テ ン ツ を 提 供 で き る た め 、 期 間 限 定 の 販 売 促 進 や 、 期 間 限 定 の 動
作 を 含 む 娯 楽 性 の 高 い メ タ デ ー タ の 提 供 に 利 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 メ タ デ ー タ に 有 効 期 限 を 指 定 で き る と 、 す べ て の ア ク セ ス ユ ニ ッ ト の 使 用 期 限
を 一 度 に 設 定 で き た り 、 定 期 的 に 新 し い Vclickス ト リ ー ム を ダ ウ ン ロ ー ド さ せ た り で き る
。 ア ク セ ス ユ ニ ッ ト に 有 効 期 限 が 指 定 で き る と 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 に あ る 関 連 コ ン テ ン ツ の
み に 有 効 期 限 を 指 定 し て 、 動 画 像 と 同 一 記 憶 媒 体 中 に あ る 関 連 コ ン テ ン ツ に は 有 効 期 限 を
設 定 し な い 等 の 選 択 的 な 有 効 期 限 の 設 定 が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ １ ） ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 概 要
　 図 １ は 本 発 明 の オ ブ ジ ェ ク ト ・ メ タ デ ー タ を 動 画 像 と 共 に 利 用 す る こ と に よ り 実 現 さ れ
る ア プ リ ケ ー シ ョ ン （ 動 画 像 ハ イ パ ー メ デ ィ ア ） の 画 面 上 の 表 示 例 で あ る 。 図 １ （ ａ ） の
１ ０ ０ は 動 画 像 の 再 生 画 面 、 そ し て １ ０ １ は マ ウ ス カ ー ソ ル で あ る 。 動 画 像 の 再 生 画 面 １
０ ０ で 再 生 さ れ る 動 画 像 の デ ー タ は 、 ロ ー カ ル に あ る 動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て
い る 。 １ ０ ２ は 動 画 像 中 に 登 場 す る オ ブ ジ ェ ク ト の 領 域 で あ る 。 ユ ー ザ が オ ブ ジ ェ ク ト の
領 域 内 に マ ウ ス カ ー ソ ル を 移 動 さ せ て ク リ ッ ク 等 に よ り オ ブ ジ ェ ク ト を 選 択 す る と 、 所 定
の 機 能 が 実 行 さ れ る 。 例 え ば 図 １ （ ｂ ） で は 、 ロ ー カ ル 及 び ／ ま た は ネ ッ ト ワ ー ク 上 に あ
る ド キ ュ メ ン ト （ ク リ ッ ク さ れ た オ ブ ジ ェ ク ト に 関 連 し た 情 報 ） １ ０ ３ が 表 示 さ れ て い る
。 そ の ほ か 、 動 画 像 の 別 の 場 面 に ジ ャ ン プ し た り 、 別 の 動 画 像 フ ァ イ ル が 再 生 さ れ た り 、
再 生 モ ー ド を 変 更 す る 等 の 機 能 を 実 行 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 オ ブ ジ ェ ク ト の 領 域 １ ０ ２ の デ ー タ 及 び こ の 領 域 が ク リ ッ ク 等 に よ り 指 定 さ れ た 場 合 の
ク ラ イ ア ン ト 装 置 の 動 作 デ ー タ 等 を ま と め て 、 オ ブ ジ ェ ク ト ・ メ タ デ ー タ ま た は Vclickデ
ー タ と 呼 ぶ こ と に す る 。 Vclickデ ー タ は ロ ー カ ル に あ る 動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 （ 光 デ ィ ス
ク 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 、 半 導 体 メ モ リ 等 ） に 動 画 像 デ ー タ と 共 に 記 録 さ れ て い て も 良 い し 、
ネ ッ ト ワ ー ク 上 の サ ー バ ー に 蓄 積 さ れ て い て ネ ッ ト ワ ー ク 経 由 で ク ラ イ ア ン ト に 送 ら れ る
よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ ４ は 本 発 明 の Vclickデ ー タ を 動 画 像 と 共 に 利 用 す る こ と に よ り 実 現 さ れ る ア プ リ ケ
ー シ ョ ン （ 動 画 像 ハ イ パ ー メ デ ィ ア ） の 図 １ と は 別 の 画 面 上 の 表 示 例 で あ る 。 図 １ で は 動
画 像 、 関 連 情 報 を 表 示 す る ウ イ ン ド ウ は そ れ ぞ れ 別 々 で あ っ た が 、 図 ４ ４ で は 一 つ の ウ イ
ン ド ウ Ａ ０ １ に 動 画 像 Ａ ０ ２ と 関 連 情 報 Ａ ０ ３ が 表 示 さ れ て い る 。 関 連 情 報 と し て テ キ ス
ト の み で な く 、 静 止 画 Ａ ０ ４ や Ａ ０ ２ と は 別 の 動 画 像 を 表 示 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 で は こ れ ら の ア プ リ ケ ー シ ョ ン が ど の よ う に 実 現 さ れ る か に つ い て 詳 細 に 説 明 す る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ ２ ） シ ス テ ム 構 成
　 図 ２ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ス ト リ ー ミ ン グ 装 置 （ ネ ッ ト ワ ー ク 対 応 デ ィ ス ク プ レ
ー ヤ ） の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 こ の 図 を 用 い て 各 構 成 要 素 の 機 能 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ２ ０ ０ は ク ラ イ ア ン ト 装 置 、 ２ ０ １ は サ ー バ ー 装 置 、 ２ ２ １ は サ ー バ ー 装 置 と ク ラ イ ア
ン ト 装 置 を 結 ぶ ネ ッ ト ワ ー ク で あ る 。 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ ０ は 、 動 画 再 生 エ ン ジ ン ２ ０
３ 、 Vclickエ ン ジ ン ２ ０ ２ 、 デ ィ ス ク 装 置 ２ ３ ０ 、 ユ ー ザ ・ イ ン タ フ ェ ー ス ２ ４ ０ 、 ネ ッ
ト ワ ー ク ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ ０ ８ 、 デ ィ ス ク 装 置 マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ３ 、 を 備 え て い る 。 ま た
、 ２ ０ ４ か ら ２ ０ ６ は 動 画 再 生 エ ン ジ ン に 含 ま れ る 装 置 、 ２ ０ ７ 、 ２ ０ ９ か ら ２ １ ２ 、 ２
１ ４ か ら ２ １ ８ は Vclickエ ン ジ ン に 含 ま れ る 装 置 、 ２ １ ９ と ２ ２ ０ は サ ー バ ー 装 置 に 含 ま
れ る 装 置 で あ る 。 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ ０ は デ ィ ス ク 装 置 ２ ３ ０ に あ る 動 画 像 デ ー タ の 再
生 や 、 HTML等 の マ ー ク ア ッ プ 言 語 で 書 か れ た ド キ ュ メ ン ト の 表 示 を 行 う こ と が で き る 。 ま
た 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 に あ る HTML等 の ド キ ュ メ ン ト の 表 示 を 行 う こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ に 記 録 さ れ た 動 画 像 デ ー タ に 関 連 し た Vclickデ ー タ は 、 動
画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ に 動 画 像 デ ー タ と 共 に 記 録 さ れ て い る 場 合 と 、 サ ー バ ー 装 置 ２
０ １ の メ タ デ ー タ 記 録 媒 体 ２ １ ９ に 記 録 さ れ て い る 場 合 と が あ る 。 Vclickデ ー タ が サ ー バ
ー 装 置 ２ ０ １ に 存 在 す る 場 合 、 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ ０ は こ の Vclickデ ー タ と デ ィ ス ク 装
置 ２ ３ ０ に あ る 動 画 像 デ ー タ と を 利 用 し た 再 生 を 以 下 の よ う に 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 ま
ず 、 サ ー バ ー 装 置 ２ ０ １ は ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ ０ か ら の 要 求 に よ り ネ ッ ト ワ ー ク ２ ２ １
を 介 し て ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ ０ に Vclickデ ー タ を 含 む メ デ ィ ア デ ー タ Ｍ １ を 送 る 。 ク ラ
イ ア ン ト 装 置 ２ ０ ０ で は 、 送 ら れ て き た Vcilckデ ー タ を 動 画 像 の 再 生 と 同 期 さ せ て 処 理 す
る こ と で ハ イ パ ー メ デ ィ ア 等 の 付 加 機 能 を 実 現 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 動 画 再 生 エ ン ジ ン ２ ０ ３ は 、 デ ィ ス ク 装 置 ２ ３ ０ に あ る 動 画 像 デ ー タ を 再 生 す る た め の
エ ン ジ ン で あ り 、 ２ ０ ４ 、 ２ ０ ５ 、 ２ ０ ６ の 装 置 を 有 し て い る 。 ２ ３ １ は 動 画 像 デ ー タ 記
録 媒 体 で あ り 、 具 体 的 に は Ｄ Ｖ Ｄ 、 ビ デ オ Ｃ Ｄ 、 ビ デ オ テ ー プ 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 、 半 導 体
メ モ リ 等 で あ る 。 動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ に は デ ジ タ ル 及 び ／ ま た は ア ナ ロ グ の 動 画
像 デ ー タ が 記 録 さ れ て い る 。 動 画 像 デ ー タ に 関 連 し た メ タ デ ー タ は 、 動 画 像 デ ー タ と 共 に
動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ に 記 録 さ れ て い る 場 合 も あ る 。 ２ ０ ５ は 、 動 画 像 再 生 制 御 用
の コ ン ト ロ ー ラ で あ り 、 Vclickエ ン ジ ン ２ ０ ２ の イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ か ら
出 力 さ れ る “ コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 に 応 じ て 、 動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ か ら の 映 像 ・ 音
声 ・ 副 映 像 デ ー タ Ｄ １ の 再 生 を 制 御 す る こ と も で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 動 画 像 再 生 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ ５ は 、 動 画 像 の 再 生 時 に 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・
ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ か ら あ る イ ベ ン ト （ 例 え ば ユ ー ザ 指 示 に よ る メ ニ ュ ー ・ コ ー ル や タ イ ト
ル ・ ジ ャ ン プ ） が 発 生 し た 際 に 送 信 さ れ る “ コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 に 応 じ て 、 イ ン タ フ ェ ー
ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ に 対 し て 、 映 像 ・ 音 声 ・ 副 映 像 デ ー タ Ｄ １ の 再 生 状 況 を 示 す “ ト リ
ガ ” 信 号 を 出 力 す る こ と が で き る 。 そ の 際 （ ト リ ガ 信 号 の 出 力 と 同 時 に 、 あ る い は そ の 前
後 の 適 当 な タ イ ミ ン グ で ） 、 動 画 像 再 生 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ ５ は 、 プ ロ パ テ ィ 情 報 （ 例 え ば
プ レ ー ヤ に 設 定 さ れ て い る 音 声 言 語 、 副 映 像 字 幕 言 語 、 再 生 動 作 、 再 生 位 置 、 各 種 時 間 情
報 、 デ ィ ス ク の 内 容 等 ） を 示 す “ ス テ ー タ ス ” 信 号 を イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７
に 出 力 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の 信 号 の 送 受 信 に よ り 動 画 像 デ ー タ 読 み 出 し の 開 始 及 び
停 止 や 、 動 画 像 デ ー タ 中 の 所 望 の 位 置 へ の ア ク セ ス が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 Ａ Ｖ デ コ ー ダ ２ ０ ６ は 、 動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ に 記 録 さ れ て い る 映 像 デ ー タ 、 音
声 デ ー タ 、 及 び 副 映 像 デ ー タ を そ れ ぞ れ デ コ ー ド し 、 デ コ ー ド さ れ た 映 像 デ ー タ （ 前 述 の
映 像 デ ー タ と 前 述 の 副 映 像 デ ー タ を 合 成 し た も の ） と 音 声 デ ー タ を そ れ ぞ れ 出 力 す る 機 能
を 持 っ て い る 。 こ れ に よ り 、 動 画 再 生 エ ン ジ ン ２ ０ ３ は 、 既 存 の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 規 格 に 基 づ
い て 製 造 さ れ る 通 常 の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ の 再 生 エ ン ジ ン と 同 じ 機 能 を 持 つ よ う に な る
。 つ ま り 、 図 ２ の ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ ０ は 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ プ ロ グ ラ ム ス ト リ ー ム 構 造 の 映
像 、 音 声 等 の デ ー タ を 通 常 の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ と 同 様 に 再 生 す る こ と が で き 、 こ れ に
よ り 既 存 の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ィ ス ク （ 従 来 の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 規 格 に 則 っ た デ ィ ス ク ） の 再 生 が
可 能 と な る （ 既 存 Ｄ Ｖ Ｄ ソ フ ト に 対 す る 再 生 互 換 確 保 ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ は 、 動 画 像 再 生 エ ン ジ ン ２ ０ ３ 、 デ ィ ス ク 装 置 マ ネ
ー ジ ャ ー ２ １ ３ 、 ネ ッ ト ワ ー ク ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ ０ ８ 、 メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０
、 バ ッ フ ァ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ １ 、 ス ク リ プ ト ・ イ ン タ プ リ タ ２ １ ２ 、 メ デ ィ ア ・ デ コ ー
ダ ２ １ ６ （ メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ ２ １ ７ を 含 む ） 、 レ イ ア ウ ト ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ５ 、 Ａ
Ｖ レ ン ダ ラ ー ２ １ ８ 等 の モ ジ ュ ー ル 間 の イ ン タ フ ェ ー ス 制 御 を 行 う 。 ま た 、 ユ ー ザ 操 作 （
マ ウ ス 、 タ ッ チ パ ネ ル 、 キ ー ボ ー ド 等 の 入 力 デ バ イ ス へ の 操 作 ） に よ る 入 力 イ ベ ン ト を ユ
ー ザ ・ イ ン タ フ ェ ー ス ２ ４ ０ か ら 受 け 取 り 、 適 切 な モ ジ ュ ー ル に イ ベ ン ト を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ は Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル （ 後 述 ） を 解 釈 す る ア
ク セ ス テ ー ブ ル ・ パ ー サ ー 、 Vclick情 報 フ ァ イ ル （ 後 述 ） を 解 釈 す る 情 報 フ ァ イ ル ・ パ ー
サ ー 、 Vclickエ ン ジ ン の 管 理 す る プ ロ パ テ ィ を 記 録 し て お く プ ロ パ テ ィ ・ バ ッ フ ァ 、 Vcli
ckエ ン ジ ン の シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 動 画 再 生 エ ン ジ ン に あ る 動 画 像 ク ロ ッ ク ２ ０ ４ の ク ロ ッ
ク を コ ピ ー し た 動 画 像 ク ロ ッ ク 等 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ ０ ８ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 等 の ド キ ュ メ ン
ト や 静 止 画 ・ 音 声 等 の デ ー タ を バ ッ フ ァ ２ ０ ９ へ 取 得 す る 機 能 を 持 っ て お り 、 イ ン タ ー ネ
ッ ト 接 続 部 ２ ２ ２ の 動 作 を 制 御 す る 。 ネ ッ ト ワ ー ク ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ２ は 、 ユ ー ザ 操 作
ま た は 、 メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０ か ら の 要 求 を 受 け た イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ
ー ２ ０ ７ よ り 、 ネ ッ ト ワ ー ク へ の 接 続 や 非 接 続 の 指 示 が 来 る と 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 部 ２
２ ２ の 接 続 ・ 非 接 続 の 切 替 を 行 う 。 ま た 、 サ ー バ ー 装 置 ２ ０ １ と イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 部 ２
２ ２ と の ネ ッ ト ワ ー ク 確 立 時 に は 、 制 御 デ ー タ や Vclickデ ー タ 等 の メ デ ィ ア デ ー タ の 送 受
信 を 行 う 。 メ デ ィ ア デ ー タ に は Vclickデ ー タ 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 等 の ド キ ュ メ ン ト や こ れ に 付 随 す
る 静 止 画 ・ 動 画 像 デ ー タ 等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ ０ か ら サ ー バ ー 装 置 ２ ０ １ へ 送 信 す る デ ー タ と し て は 、 セ ッ シ ョ
ン 構 築 の 要 求 、 セ ッ シ ョ ン 終 了 の 要 求 、 Vclickデ ー タ 等 の メ デ ィ ア デ ー タ 送 信 の 要 求 、 Ｏ
Ｋ や エ ラ ー 等 の ス テ ー タ ス 情 報 等 が あ る 。 ま た 、 ク ラ イ ア ン ト 装 置 の 状 態 情 報 の 送 信 を 行
う よ う に し て も 良 い 。 一 方 、 サ ー バ ー 装 置 か ら ク ラ イ ア ン ト 装 置 へ 送 信 す る デ ー タ に は Vc
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lickデ ー タ 等 の メ デ ィ ア デ ー タ 、 Ｏ Ｋ や エ ラ ー 等 の ス テ ー タ ス 情 報 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 デ ィ ス ク 装 置 マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ３ は 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 等 の ド キ ュ メ ン ト や 静 止 画 ・ 音 声 等 の デ
ー タ を バ ッ フ ァ ２ ０ ９ へ 取 得 す る 機 能 及 び 、 動 画 再 生 エ ン ジ ン ２ ０ ３ へ 映 像 ・ 音 声 ・ 副 映
像 デ ー タ Ｄ １ を 送 信 す る 機 能 を 持 っ て い る 。 デ ィ ス ク 装 置 マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ３ は 、 メ タ デ
ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０ か ら の 指 示 に 従 っ て デ ー タ 送 信 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 バ ッ フ ァ ２ ０ ９ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て （ ネ ッ ト ワ ー ク ・ マ ネ ー ジ ャ ー 経 由 で ） サ ー
バ ー 装 置 ２ ０ １ か ら 送 ら れ て き た Vclickデ ー タ 等 の メ デ ィ ア デ ー タ Ｍ １ を 一 時 的 に 蓄 積 す
る 。 な お 、 動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ に メ デ ィ ア デ ー タ Ｍ ２ が 記 録 さ れ て い る 場 合 に も
、 同 様 に デ ィ ス ク 装 置 マ ネ ー ジ ャ ー 経 由 で バ ッ フ ァ ２ ０ ９ へ メ デ ィ ア デ ー タ Ｍ ２ を 蓄 積 す
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ に メ デ ィ ア デ ー タ Ｍ ２ が 記 録 さ れ て い る 場 合 は 、 映 像 ・ 音
声 ・ 副 映 像 デ ー タ Ｄ １ の 再 生 を 開 始 す る 前 に 予 め 動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ か ら メ デ ィ
ア デ ー タ Ｍ ２ を 読 み 出 し 、 バ ッ フ ァ ２ ０ ９ に 記 憶 し て お い て も よ い 。 こ れ は 、 動 画 像 デ ー
タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ 上 の メ デ ィ ア デ ー タ Ｍ ２ と 映 像 ・ 音 声 ・ 副 映 像 デ ー タ Ｄ １ の デ ー タ 記 録
位 置 が 異 な る た め 、 通 常 の 再 生 を 行 っ た 場 合 に は デ ィ ス ク の シ ー ク 等 が 発 生 し て シ ー ム レ
ス な 再 生 が 保 障 で き な く な っ て し ま う た め 、 こ れ を 回 避 す る た め の 手 段 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 サ ー バ ー 装 置 ２ ０ １ か ら ダ ウ ン ロ ー ド し た Vclickデ ー タ 等 の メ デ ィ ア デ
ー タ Ｍ １ も 、 動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ に 記 録 さ れ て い る Vclickデ ー タ 等 の メ デ ィ ア デ
ー タ Ｍ ２ と 同 様 に 、 バ ッ フ ァ ２ ０ ９ に 記 憶 さ せ る こ と に よ り 、 映 像 ・ 音 声 ・ 副 映 像 デ ー タ
Ｄ １ と メ デ ィ ア デ ー タ を 同 時 に 読 み 出 し て 再 生 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 バ ッ フ ァ ２ ０ ９ の 記 憶 容 量 に は 限 界 が あ る 。 つ ま り 、 バ ッ フ ァ ２ ０ ９ に 記 憶 で き
る メ デ ィ ア デ ー タ Ｍ １ 、 Ｍ ２ の デ ー タ サ イ ズ に は 限 り が あ る 。 こ の た め 、 メ タ デ ー タ ・ マ
ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０ 、 及 び ／ ま た は バ ッ フ ァ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ １ の 制 御 （ バ ッ フ ァ ・ コ ン
ト ロ ー ル ） に よ り 、 不 必 要 な デ ー タ の 消 去 を 行 う こ と に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０ は 、 バ ッ フ ァ ２ ０ ９ に 蓄 積 さ れ た メ タ デ ー タ を 管 理 し
て お り 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ か ら の 動 画 像 の 再 生 に 同 期 さ せ た 適 切 な タ イ
ミ ン グ （ “ 動 画 像 ク ロ ッ ク ” 信 号 ） を 受 け て 、 該 当 す る タ イ ム ス タ ン プ を 持 つ メ タ デ ー タ
を バ ッ フ ァ ２ ０ ９ よ り メ デ ィ ア ・ デ コ ー ダ ２ １ ６ に 転 送 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 尚 、 該 当 す る タ イ ム ス タ ン プ を 持 つ Vcilckデ ー タ が バ ッ フ ァ ２ ０ ９ に 存 在 し な い 場 合 は
、 メ デ ィ ア ・ デ コ ー ダ ２ １ ６ に 転 送 し な く て も よ い 。 ま た 、 メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２
１ ０ は 、 バ ッ フ ァ ２ ０ ９ よ り 送 出 し た Vclickデ ー タ の サ イ ズ 分 、 ま た は 、 任 意 の サ イ ズ の
デ ー タ を サ ー バ ー 装 置 ２ ０ １ 、 ま た は デ ィ ス ク 装 置 ２ ３ ０ か ら バ ッ フ ァ ２ ０ ９ へ 読 み 込 む
た め の コ ン ト ロ ー ル を 行 う 。 具 体 的 な 処 理 と し て は 、 メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０ は
、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ 経 由 で 、 ネ ッ ト ワ ー ク ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ ０ ８ 、 ま た
は デ ィ ス ク 装 置 マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ３ に 対 し 、 指 定 サ イ ズ 分 の Vcilckデ ー タ 取 得 要 求 を 行 う
。 ネ ッ ト ワ ー ク ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ ０ ８ 、 ま た は デ ィ ス ク 装 置 マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ３ は 、 指 定
サ イ ズ 分 の Vclickデ ー タ を バ ッ フ ァ ２ ０ ９ に 読 み 込 み 、 Vclickデ ー タ 取 得 済 の 応 答 を イ ン
タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ 経 由 で 、 メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０ へ 通 知 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 バ ッ フ ァ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ １ は 、 バ ッ フ ァ ２ ０ ９ に 蓄 積 さ れ た Vclickデ ー タ 以 外 の デ
ー タ （ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 等 の ド キ ュ メ ン ト や こ れ に 付 随 す る 静 止 画 ・ 動 画 像 デ ー タ 等 ） の 管 理 を し
て お り 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ か ら の 動 画 像 の 再 生 に 同 期 さ せ た 適 切 な タ イ
ミ ン グ （ “ 動 画 像 ク ロ ッ ク ” 信 号 ） を 受 け て バ ッ フ ァ ２ ０ ９ に 蓄 積 さ れ た Vclickデ ー タ 以
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外 の デ ー タ を パ ー サ ー ２ １ ４ や メ デ ィ ア ・ デ コ ー ダ ２ １ ６ に 送 る 。 バ ッ フ ァ ・ マ ネ ー ジ ャ
ー ２ １ １ は 、 不 要 に な っ た デ ー タ を バ ッ フ ァ ２ ０ ９ か ら 削 除 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 パ ー サ ー ２ １ ４ は 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 等 の マ ー ク ア ッ プ 言 語 で 書 か れ た ド キ ュ メ ン ト の 構 文 解 析
を 行 い 、 ス ク リ プ ト は ス ク リ プ ト ・ イ ン タ プ リ タ ２ １ ２ へ 、 そ し て レ イ ア ウ ト に 関 す る 情
報 は レ イ ア ウ ト ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ５ に 送 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ス ク リ プ ト ・ イ ン タ プ リ タ ２ １ ２ は 、 パ ー サ ー ２ １ ４ か ら 入 力 さ れ る ス ク リ プ ト を 解 釈
し 、 実 行 す る 。 ス ク リ プ ト の 実 行 に は 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ か ら 入 力 さ れ
る イ ベ ン ト や プ ロ パ テ ィ の 情 報 を 利 用 す る こ と も で き る 。 動 画 像 中 の オ ブ ジ ェ ク ト が ユ ー
ザ に よ り 指 定 さ れ た 場 合 に は 、 ス ク リ プ ト は メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ ２ １ ７ か ら ス ク リ プ ト
・ イ ン タ プ リ タ ２ １ ２ へ 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ー ２ １ ８ は 、 映 像 ・ 音 声 ・ テ キ ス ト 出 力 を 制 御 す る 機 能 を も つ 。 具 体 的 に
は 、 Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ー ２ １ ８ は 、 レ イ ア ウ ト ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ５ か ら 出 力 さ れ る “ レ イ ア
ウ ト ・ コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 に 応 じ て 、 例 え ば 、 映 像 ・ テ キ ス ト の 表 示 位 置 、 表 示 サ イ ズ や
（ こ れ ら と と も に 表 示 タ イ ミ ン グ 、 表 示 時 間 を 含 む こ と も あ る ） 、 音 声 の 大 き さ （ こ れ ら
と と も に 出 力 タ イ ミ ン グ 、 出 力 時 間 を 含 む こ と も あ る ） を 制 御 し た り 、 指 定 さ れ て い る モ
ニ タ ー の 種 別 か つ ／ ま た は 表 示 す る 映 像 の 種 類 に 応 じ て 、 そ の 映 像 の 画 素 変 換 を 行 う 。 制
御 の 対 象 と な る 映 像 ・ 音 声 ・ テ キ ス ト 出 力 は 、 動 画 再 生 エ ン ジ ン ２ ０ ３ 及 び メ デ ィ ア ・ デ
コ ー ダ ２ １ ６ か ら の 出 力 で あ る 。 さ ら に 、 Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ー ２ １ ８ は 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ
ン ド ラ ー ２ ０ ７ か ら 出 力 さ れ る “ Ａ Ｖ 出 力 コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 に 従 っ て 、 動 画 再 生 エ ン ジ
ン ２ ０ ３ か ら 入 力 さ れ る 映 像 ・ 音 声 デ ー タ と メ デ ィ ア ・ デ コ ー ダ か ら 入 力 さ れ る 映 像 ・ 音
声 ・ テ キ ス ト デ ー タ の ミ キ シ ン グ （ 混 合 ） 、 ス イ ッ チ ン グ （ 切 替 ） を 制 御 す る 機 能 を も つ
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 レ イ ア ウ ト ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ５ は 、 “ レ イ ア ウ ト ・ コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 を Ａ Ｖ レ ン ダ
ラ ー ２ １ ８ に 出 力 す る 。 “ レ イ ア ウ ト ・ コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 に は 、 出 力 す る 動 画 ・ 静 止 画
・ テ キ ス ト の 大 き さ や そ の 位 置 に 関 す る 情 報 （ 表 示 開 始 ・ 終 了 ・ 継 続 と い っ た 表 示 時 間 に
関 す る 情 報 を 含 む 場 合 も あ る ） が 含 ま れ て お り 、 ど の よ う な レ イ ア ウ ト で 表 示 す べ き か を
Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ー ２ １ ８ に 指 示 す る た め の 情 報 と な っ て い る 。 ま た 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン
ド ラ ー ２ ０ ７ か ら 入 力 さ れ る ユ ー ザ の ク リ ッ ク 等 の 入 力 情 報 に 対 し て 、 ど の オ ブ ジ ェ ク ト
が 指 定 さ れ た の か を 判 定 し 、 指 定 さ れ た オ ブ ジ ェ ク ト に 対 し て 定 義 さ れ た 関 連 情 報 の 表 示
等 の 動 作 命 令 を 取 り 出 す よ う に メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ ２ １ ７ に 対 し て 指 示 す る 。 取 り 出 さ
れ た 動 作 命 令 は 、 ス ク リ プ ト ・ イ ン タ プ リ タ ２ １ ２ に 送 ら れ 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 メ デ ィ ア ・ デ コ ー ダ ２ １ ６ （ メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ を 含 む ） は 、 動 画 ・ 静 止 画 ・ テ キ ス
ト デ ー タ を デ コ ー ド す る 。 こ れ ら デ コ ー ド さ れ た 映 像 デ ー タ 、 テ キ ス ト 画 像 デ ー タ を メ デ
ィ ア ・ デ コ ー ダ ２ １ ６ か ら Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ー ２ １ ８ に 送 信 す る 。 ま た 、 こ れ ら デ コ ー ド デ ー
タ は 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ２ か ら の “ メ デ ィ ア ・ コ ン ト ロ ー ル ” 信 号 の 指 示
に よ り デ コ ー ド を 行 う と と も に 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ２ か ら の “ タ イ ミ ン グ
” 信 号 に 同 期 し て デ コ ー ド が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ２ １ ９ は サ ー バ ー 装 置 の メ タ デ ー タ 記 録 媒 体 で あ り 、 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ ０ に 送 信 す
る Vcilckデ ー タ が 記 録 さ れ た ハ ー ド デ ィ ス ク 、 半 導 体 メ モ リ 、 磁 気 テ ー プ 等 で あ る 。 こ の
Vclickデ ー タ は 、 動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ に 記 録 さ れ て い る 動 画 像 デ ー タ に 関 連 し た
メ タ デ ー タ で あ る 。 こ の Vclickデ ー タ に は 、 後 で 説 明 す る オ ブ ジ ェ ク ト ・ メ タ デ ー タ が 含
ま れ て い る 。 ２ ２ ０ は サ ー バ ー の ネ ッ ト ワ ー ク ・ マ ネ ー ジ ャ ー で あ り 、 ク ラ イ ア ン ト 装 置
２ ０ ０ と ネ ッ ト ワ ー ク ２ ２ １ を 介 し て デ ー タ の 送 受 信 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
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（ ３ ） Ｄ Ｖ Ｄ デ ー タ 構 造 と Ｉ Ｆ Ｏ フ ァ イ ル
　 図 ３ ５ は 、 動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ と し て エ ン ハ ン ス ド Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ィ ス ク を 用
い た 際 の デ ー タ 構 造 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 エ ン ハ ン ス ド Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ィ ス ク の Ｄ Ｖ Ｄ
ビ デ オ エ リ ア は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 規 格 と 同 じ デ ー タ 構 造 の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ （ Ｍ Ｐ Ｅ
Ｇ ２ プ ロ グ ラ ム ス ト リ ー ム 構 造 を 持 つ ） を 格 納 す る 。 さ ら に 、 エ ン ハ ン ス ド Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ
デ ィ ス ク の 他 の 記 録 エ リ ア は 、 ビ デ オ コ ン テ ン ツ の 再 生 を バ ラ エ テ ィ に 富 ん だ も の に で き
る エ ン ハ ン ス ド ・ ナ ビ ゲ ー シ ョ ン （ 以 下 Ｅ Ｎ Ａ Ｖ と 略 記 す る ） コ ン テ ン ツ を 格 納 す る 。 な
お 、 上 記 記 録 エ リ ア は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 規 格 で も 存 在 が 認 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ こ で 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ィ ス ク の 基 本 的 な デ ー タ 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 す な わ ち 、 Ｄ
Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ィ ス ク の 記 録 エ リ ア は 、 内 周 か ら 順 に リ ー ド イ ン エ リ ア 、 ボ リ ュ ー ム ス ペ ー
ス 、 及 び リ ー ド ア ウ ト エ リ ア を 含 ん で い る 。 ボ リ ュ ー ム ス ペ ー ス は 、 ボ リ ュ ー ム ／ フ ァ イ
ル 構 造 情 報 エ リ ア 、 及 び Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ エ リ ア （ Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ ゾ ー ン ） を 含 み 、 さ ら に オ プ
シ ョ ン で 他 の 記 録 エ リ ア （ Ｄ Ｖ Ｄ ア ザ ー ゾ ー ン ） を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 ボ リ ュ ー ム ／ フ ァ イ ル 構 造 情 報 エ リ ア ２ は 、 Ｕ Ｄ Ｆ （ Universal Disk Format） ブ
リ ッ ジ 構 造 の た め に 割 り 当 て ら れ た エ リ ア で あ る 。 Ｕ Ｄ Ｆ ブ リ ッ ジ フ ォ ー マ ッ ト の ボ リ ュ
ー ム は 、 Ｉ Ｓ Ｏ ／ Ｉ Ｅ Ｃ １ ３ ３ ４ ６ の パ ー ト ２ に 従 っ て 認 識 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ
の ボ リ ュ ー ム を 認 識 す る ス ペ ー ス は 、 連 続 し た セ ク タ か ら な り 、 図 ３ ５ の ボ リ ュ ー ム ス ペ
ー ス の 最 初 の 論 理 セ ク タ か ら 始 ま る 。 そ の 最 初 の １ ６ 論 理 セ ク タ は 、 Ｉ Ｓ Ｏ ９ ６ ６ ０ で 規
定 さ れ る シ ス テ ム 使 用 の た め に 予 約 さ れ て い る 。 従 来 の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 規 格 と の 互 換 性 を 確
保 す る に は 、 こ の よ う な 内 容 の ボ リ ュ ー ム ／ フ ァ イ ル 構 造 情 報 エ リ ア が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ エ リ ア に は 、 ビ デ オ マ ネ ー ジ ャ Ｖ Ｍ Ｇ と い う 管 理 情 報 と 、 ビ デ オ ・
タ イ ト ル セ ッ ト Ｖ Ｔ Ｓ （ Ｖ Ｔ Ｓ ＃ １ ～ Ｖ Ｔ Ｓ ＃ ｎ ） と い う ビ デ オ コ ン テ ン ツ が １ つ 以 上 記
録 さ れ て い る 。 Ｖ Ｍ Ｇ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ エ リ ア に 存 在 す る 全 て の Ｖ Ｔ Ｓ に 対 す る 管 理 情 報
で あ り 、 制 御 デ ー タ Ｖ Ｍ Ｇ Ｉ 、 Ｖ Ｍ Ｇ メ ニ ュ ー 用 デ ー タ Ｖ Ｍ Ｇ Ｍ ＿ Ｖ Ｏ Ｂ Ｓ （ オ プ シ ョ ン
） 、 及 び Ｖ Ｍ Ｇ の バ ッ ク ア ッ プ デ ー タ を 含 ん で い る 。 ま た 、 各 Ｖ Ｔ Ｓ は 、 そ の Ｖ Ｔ Ｓ の 制
御 デ ー タ Ｖ Ｔ Ｓ Ｉ 、 Ｖ Ｔ Ｓ メ ニ ュ ー 用 デ ー タ Ｖ Ｔ Ｓ Ｍ ＿ Ｖ Ｏ Ｂ Ｓ （ オ プ シ ョ ン ） 、 そ の Ｖ
Ｔ Ｓ （ タ イ ト ル ） の 内 容 （ 映 画 等 ） の デ ー タ Ｖ Ｔ Ｓ Ｔ Ｔ ＿ Ｖ Ｏ Ｂ Ｓ 、 及 び Ｖ Ｔ Ｓ Ｉ の バ ッ
ク ア ッ プ デ ー タ を 含 ん で い る 。 従 来 の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 規 格 と の 互 換 性 を 確 保 す る に は 、 こ の
よ う な 内 容 の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ エ リ ア も 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 各 タ イ ト ル （ Ｖ Ｔ Ｓ ＃ １ ～ Ｖ Ｔ Ｓ ＃ ｎ ） の 再 生 選 択 メ ニ ュ ー 等 は 、 Ｖ Ｍ Ｇ を 用 い て プ ロ
バ イ ダ （ Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ィ ス ク の 制 作 者 ） に よ り 予 め 与 え ら れ 、 特 定 タ イ ト ル （ 例 え ば Ｖ
Ｔ Ｓ ＃ １ ） 内 で の 再 生 チ ャ プ タ ー 選 択 メ ニ ュ ー や 記 録 内 容 （ セ ル ） の 再 生 手 順 等 は 、 Ｖ Ｔ
Ｓ Ｉ を 用 い て プ ロ バ イ ダ に よ り 予 め 与 え ら れ て い る 。 従 っ て 、 デ ィ ス ク の 視 聴 者 （ Ｄ Ｖ Ｄ
ビ デ オ プ レ ー ヤ の ユ ー ザ ） は 、 予 め プ ロ バ イ ダ に よ り 用 意 さ れ た Ｖ Ｍ Ｇ ／ Ｖ Ｔ Ｓ Ｉ の メ ニ
ュ ー や Ｖ Ｔ Ｓ Ｉ 内 の 再 生 制 御 情 報 （ プ ロ グ ラ ム チ ェ ー ン 情 報 Ｐ Ｇ Ｃ Ｉ ） に 従 っ て そ の デ ィ
ス ク １ の 記 録 内 容 を 楽 し む こ と が で き る 。 し か し 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 規 格 で は 、 視 聴 者 （ ユ ー
ザ ） が 、 プ ロ バ イ ダ が 用 意 し た Ｖ Ｍ Ｇ ／ Ｖ Ｔ Ｓ Ｉ と 異 な る 方 法 で Ｖ Ｔ Ｓ の 内 容 （ 映 画 や 音
楽 ） を 再 生 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 プ ロ バ イ ダ が 用 意 し た Ｖ Ｍ Ｇ ／ Ｖ Ｔ Ｓ Ｉ と 異 な る 方 法 で Ｖ Ｔ Ｓ の 内 容 （ 映 画 や 音 楽 ） を
再 生 し た り 、 プ ロ バ イ ダ が 用 意 し た Ｖ Ｍ Ｇ ／ Ｖ Ｔ Ｓ Ｉ と は 異 な る 内 容 を 付 加 し て 再 生 し た
り す る 仕 組 み の た め に 用 意 し た の が 、 図 ３ ５ の エ ン ハ ン ス ド Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ィ ス ク で あ る
。 こ の デ ィ ス ク に 含 ま れ る Ｅ Ｎ Ａ Ｖ コ ン テ ン ツ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 規 格 に 基 づ き 製 造 さ れ た
Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ で は ア ク セ ス で き な い （ 仮 に ア ク セ ス で き た と し て も そ の 内 容 を 利
用 で き な い ） が 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ で は ア ク セ ス で き 、 そ の 再
生 内 容 を 利 用 で き る よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ５ １ 】
　 Ｅ Ｎ Ａ Ｖ コ ン テ ン ツ は 、 音 声 、 静 止 画 、 フ ォ ン ト ・ テ キ ス ト 、 動 画 、 ア ニ メ ー シ ョ ン 、
Vclickデ ー タ 等 の デ ー タ と 、 こ れ ら の 再 生 を 制 御 す る た め の 情 報 で あ る Ｅ Ｎ Ａ Ｖ ド キ ュ メ
ン ト （ こ れ は Markup/Script言 語 で 記 述 さ れ て い る ） を 含 む よ う に 構 成 さ れ る 。 こ の 再 生
を 制 御 す る た め の 情 報 に は 、 Ｅ Ｎ Ａ Ｖ コ ン テ ン ツ （ 音 声 、 静 止 画 、 フ ォ ン ト ・ テ キ ス ト 、
動 画 、 ア ニ メ ー シ ョ ン 、 Vclick等 か ら 構 成 さ れ る ） 及 び ／ ま た は Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ
の 再 生 方 法 （ 表 示 方 法 、 再 生 手 順 、 再 生 切 換 手 順 、 再 生 対 象 の 選 択 等 ） が Markup言 語 や Sc
ript言 語 を 用 い て 記 述 さ れ て い る 。 例 え ば 、 Markup言 語 と し て 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ （ Hyper Text M
arkup Language） ／ Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ （ eXtensible Hyper Text Markup Language） や Ｓ Ｍ Ｉ Ｌ
（ Synchronized Multimedia Integration Language） 、 Script言 語 と し て 、 Ｅ Ｃ Ｍ Ａ （ Eu
ropean Computer Manufacturers Association） Scriptや JavaScriptの よ う な Script言 語
等 を 組 み 合 わ せ な が ら 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ こ で 、 図 ３ ５ の エ ン ハ ン ス ド Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ィ ス ク は 、 他 の 記 録 エ リ ア 以 外 の 内 容 が
Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ 規 格 に 従 っ て い る の で 、 既 に 普 及 し て い る Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ を 用 い て も
、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ エ リ ア に 記 録 さ れ た ビ デ オ コ ン テ ン ツ を 再 生 で き る （ つ ま り 従 来 の Ｄ Ｖ Ｄ
ビ デ オ デ ィ ス ク と 互 換 性 が あ る ） 。 他 の 記 録 エ リ ア に 記 録 さ れ た Ｅ Ｎ Ａ Ｖ コ ン テ ン ツ は 従
来 の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ で は 再 生 で き な い （ あ る い は 利 用 で き な い ） が 、 本 発 明 の 一 実
施 形 態 に 係 る Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ で は 再 生 で き 利 用 で き る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 一 実 施 形
態 に 係 る Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ プ レ ー ヤ を 用 い Ｅ Ｎ Ａ Ｖ コ ン テ ン ツ を 再 生 す れ ば 、 プ ロ バ イ ダ が 予
め 用 意 し た Ｖ Ｍ Ｇ ／ Ｖ Ｔ Ｓ Ｉ の 内 容 だ け に 限 定 さ れ る こ と な く 、 よ り バ ラ エ テ ィ に 富 ん だ
ビ デ オ 再 生 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 特 に 、 図 ３ ５ に 示 す よ う に 、 Ｅ Ｎ Ａ Ｖ コ ン テ ン ツ は Vclickデ ー タ を 含 み 、 こ の Vclickデ
ー タ は 、 Vclick情 報 フ ァ イ ル （ Vclickイ ン フ ォ ） 、 Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル 、 Vclickス
ト リ ー ム 、 Vclick情 報 フ ァ イ ル ・ バ ッ ク ア ッ プ （ Vclickイ ン フ ォ ・ バ ッ ク ア ッ プ ） 、 Vcli
ckア ク セ ス ・ テ ー ブ ル ・ バ ッ ク ア ッ プ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 Vclick情 報 フ ァ イ ル は 、 後 述 の Vclickス ト リ ー ム が 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ の ど の 箇
所 （ 例 え ば 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ の タ イ ト ル 全 体 、 チ ャ プ タ ー 全 体 、 あ る い は そ の 一
部 等 ） に 付 加 し て い る か を 表 す デ ー タ で あ る 。 Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル は 、 後 述 の Vcli
ckス ト リ ー ム ご と に 存 在 し 、 Vclickス ト リ ー ム に ア ク セ ス す る た め の テ ー ブ ル で あ る 。 Vc
lickス ト リ ー ム は 、 動 画 像 中 の オ ブ ジ ェ ク ト の 位 置 情 報 や オ ブ ジ ェ ク ト が ク リ ッ ク さ れ た
際 の 動 作 記 述 等 の デ ー タ を 含 む ス ト リ ー ム で あ る 。 Vclick情 報 フ ァ イ ル ・ バ ッ ク ア ッ プ は
、 前 述 の Vclick情 報 フ ァ イ ル の バ ッ ク ア ッ プ で あ り 、 Vclick情 報 フ ァ イ ル と 常 に 同 じ 内 容
の も の で あ る 。 ま た 、 Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル ・ バ ッ ク ア ッ プ は 、 前 述 の Vclickア ク セ
ス ・ テ ー ブ ル の バ ッ ク ア ッ プ で あ り 、 Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル と 常 に 同 じ 内 容 の も の で
あ る 。 図 ３ ５ の 例 で は Vclickデ ー タ は エ ン ハ ン ス ド Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ィ ス ク 上 に 記 録 さ れ て
い る 。 し か し 、 前 述 し た よ う に Vclickデ ー タ は ネ ッ ト ワ ー ク 上 の サ ー バ ー 装 置 に 置 か れ て
い る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ３ ６ は 、 上 述 し た 、 Vclick情 報 フ ァ イ ル 、 Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル 、 Vclickス ト リ
ー ム 、 Vclick情 報 フ ァ イ ル ・ バ ッ ク ア ッ プ 、 Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル ・ バ ッ ク ア ッ プ を
構 成 す る た め の フ ァ イ ル の 例 を 示 す 。 Vclick情 報 フ ァ イ ル を 構 成 す る フ ァ イ ル （ VCKINDEX
.IFO） は 、 XML（ Extensible Markup Language） 言 語 で 記 述 さ れ て お り 、 Vclickス ト リ ー
ム と 、 そ の Vclickス ト リ ー ム が 付 加 さ れ る Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ の 位 置 情 報 （ Ｖ Ｔ Ｓ 番
号 、 タ イ ト ル 番 号 、 Ｐ Ｇ Ｃ 番 号 等 ） が 記 述 さ れ て い る 。 Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル は 、 一
つ 以 上 の フ ァ イ ル か ら 構 成 さ れ て お り （ VCKSTR01.IFO～ VCKSTR99.IFO、 ま た は 、 任 意 の フ
ァ イ ル ・ ネ ー ム ） 、 一 つ の ア ク セ ス ・ テ ー ブ ル ・ フ ァ イ ル は 、 一 つ の Vclickス ト リ ー ム に
対 応 す る 。
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【 ０ ０ ５ ６ 】
　 Vclickス ト リ ー ム ・ フ ァ イ ル は 、 Vclickス ト リ ー ム の 位 置 情 報 （ フ ァ イ ル の 先 頭 か ら の
相 対 バ イ ト ・ サ イ ズ ） と 時 間 情 報 （ 対 応 す る 動 画 像 の タ イ ム ス タ ン プ も し く は フ ァ イ ル の
先 頭 か ら の 相 対 時 間 情 報 ） の 関 係 が 記 述 さ れ て お り 、 与 え ら れ た 時 間 に 対 応 す る 再 生 開 始
位 置 を 検 索 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 Vclickス ト リ ー ム は 、 一 つ 以 上 の フ ァ イ ル か ら 構 成 さ れ て お り （ VCKSTR01.VCK～ VCKSTR
99.VCK、 ま た は 、 任 意 の フ ァ イ ル ・ ネ ー ム ） 、 前 述 の Vclick情 報 フ ァ イ ル の 記 述 を 参 照 し
て 、 付 加 さ れ る Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ と と も に 再 生 で き る 。 ま た 、 複 数 の 属 性 が 存 在 す
る 場 合 （ 例 え ば 、 日 本 語 用 Vclickデ ー タ と 英 語 用 Vclickデ ー タ 等 ） 、 属 性 ご と に 異 な る Vc
lickス ト リ ー ム 、 つ ま り 異 な る フ ァ イ ル と し て 構 成 す る こ と も 可 能 で あ り 、 そ れ ぞ れ の 属
性 を マ ル チ プ レ ク ス し て 、 一 つ の Vclickス ト リ ー ム 、 つ ま り 一 つ の フ ァ イ ル と し て 構 成 す
る こ と も 可 能 で あ る 。 な お 、 前 者 （ 異 な る 属 性 を 複 数 の Vclickス ト リ ー ム で 構 成 ） の 場 合
は 、 再 生 装 置 （ プ レ ー ヤ ） に い っ た ん 記 憶 さ せ る と き の バ ッ フ ァ 占 有 容 量 を 少 な く す る こ
と が で き る 。 ま た 、 後 者 （ 異 な る 属 性 を 一 つ の Vclickス ト リ ー ム で 構 成 ） の 場 合 は 、 属 性
を 切 り 替 え る と き 、 フ ァ イ ル を 切 り 替 え ず に 、 一 つ の フ ァ イ ル を 再 生 し た ま ま で よ い の で
、 切 り 替 え る 速 度 を 速 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ こ で 、 Vclickス ト リ ー ム と Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル の 関 連 付 け は 、 例 え ば 、 フ ァ イ
ル 名 に て 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 前 述 の 例 に お い て は 、 一 つ の Vclickス ト リ ー ム （ VCKSTR
XX.VCK、 XXは 01～ 99） に 対 し て 、 一 つ の Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル （ VCKSTRXX.IFO、 XXは
01～ 99） を 割 り 当 て て お り 、 拡 張 子 以 外 の フ ァ イ ル 名 を 同 じ も の に す る こ と に よ り 、 Vcli
ckス ト リ ー ム と Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル の 関 連 付 け が 識 別 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ れ 以 外 に も 、 Vclick情 報 フ ァ イ ル に て 、 Vclickス ト リ ー ム と Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ
ル の 関 連 付 け を 記 述 す る こ と に よ り （ 並 行 に 記 述 す る こ と に よ り ） 、 Vclickス ト リ ー ム と
Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル の 関 連 付 け が 識 別 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 Vclick情 報 フ ァ イ ル ・ バ ッ ク ア ッ プ は VCKINDEX.BUPフ ァ イ ル に て 構 成 さ れ て お り 、 前 述
の Vclick情 報 フ ァ イ ル （ VCKINDEX.IFO） と 全 く 同 じ 内 容 の も の で あ る 。 VCKINDEX.IFOが 何
ら か の 理 由 に よ り （ デ ィ ス ク の 傷 や 汚 れ 等 に よ り ） 、 読 み 込 み が 不 可 能 な 場 合 、 こ の VCKI
NDEX.BUPを 代 わ り に 読 み 込 む こ と に よ り 、 所 望 の 手 続 き を 行 う こ と が で き る 。 Vclickア ク
セ ス ・ テ ー ブ ル ・ バ ッ ク ア ッ プ は VCKSTR01.BUP～ VCKSTR99.BUPフ ァ イ ル に て 構 成 さ れ て お
り 、 前 述 の Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル （ VCKSTR01.IFO～ VCKSTR99.IFO） と 全 く 同 じ 内 容 の
も の で あ る 。 一 つ の Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル （ VCKSTRXX.IFO、 XXは 01～ 99） に 対 し て 、
一 つ の Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル ・ バ ッ ク ア ッ プ （ VCKSTRXX.BUP、 XXは 01～ 99） を 割 り 当
て て お り 、 拡 張 子 以 外 の フ ァ イ ル 名 を 同 じ も の に す る こ と に よ り 、 Vclickア ク セ ス ・ テ ー
ブ ル と Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル ・ バ ッ ク ア ッ プ の 関 連 付 け が 識 別 可 能 に な る 。 VCKSTRXX
.IFOが 何 ら か の 理 由 に よ り （ デ ィ ス ク の 傷 や 汚 れ 等 に よ り ） 、 読 み 込 み が 不 可 能 な 場 合 、
こ の VCKSTRXX.BUPを 代 わ り に 読 み 込 む こ と に よ り 、 所 望 の 手 続 き を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ ４ ） Vclick情 報 フ ァ イ ル の 構 成 例
　 図 ５ ５ ～ 図 ５ ７ に は 、 Vclick情 報 フ ァ イ ル の 構 成 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 Vclick情 報 フ ァ イ ル は 、 XML言 語 で 構 成 さ れ て お り 、 最 初 に 、 XML言 語 で あ る こ と が 宣 言
さ れ 、 次 に XML言 語 で 構 成 さ れ た Vclick情 報 フ ァ イ ル で あ る こ と が 宣 言 さ れ る 。 さ ら に 、 <
vclickinfo>タ グ を 用 い て Vclick情 報 フ ァ イ ル の 内 容 を 記 述 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 <vclickinfo>の 領 域 は 、 0も し く は 1つ の <vmg>タ グ と 、 0も し く は 1つ 以 上 の <vts>タ グ か
ら 構 成 さ れ る 。 <vmg>の 領 域 は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ に お け る Ｖ Ｍ Ｇ 空 間 を 表 し て お り 、 <vmg>の
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領 域 に 記 述 さ れ た Vclickス ト リ ー ム は 、 Ｖ Ｍ Ｇ 空 間 の Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ー タ に 付 加 さ れ る こ
と を 表 し て い る 。 ま た 、 <vts>の 領 域 は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ に お け る Ｖ Ｔ Ｓ 空 間 を 表 し て お り
、 <vts>タ グ 内 に num属 性 を 付 加 す る こ と に よ り Ｖ Ｔ Ｓ 空 間 の 番 号 を 指 定 し て い る 。 例 え ば
、 <vts num="n">は n番 目 の Ｖ Ｔ Ｓ 空 間 を 示 し て い る 。 <vts num="n">の 領 域 に 記 述 さ れ た V
clickス ト リ ー ム は 、 n番 目 の Ｖ Ｔ Ｓ 空 間 を 構 成 す る Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ー タ に 付 加 さ れ る こ と
を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 <vmg>の 領 域 は 、 0も し く は 1つ 以 上 の <vmgm>タ グ か ら 構 成 さ れ る 。 <vmgm>の 領 域 は 、 Ｖ
Ｍ Ｇ 空 間 に お け る Ｖ Ｍ Ｇ メ ニ ュ ー ・ ド メ イ ン を 表 し て お り 、 <vmgm>タ グ 内 に num属 性 を 付
加 す る こ と に よ り Ｖ Ｍ Ｇ メ ニ ュ ー ・ ド メ イ ン の 番 号 を 指 定 し て い る 。 例 え ば 、 <vmgm num=
"n">は n番 目 の Ｖ Ｍ Ｇ メ ニ ュ ー ・ ド メ イ ン を 示 し て い る 。 <vmgm num="n">の 領 域 に 記 述 さ
れ た Vclickス ト リ ー ム は 、 n番 目 の Ｖ Ｍ Ｇ メ ニ ュ ー ・ ド メ イ ン を 構 成 す る Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ
ー タ に 付 加 さ れ る こ と を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 さ ら に 、 <vmgm>の 領 域 は 、 0も し く は 1つ 以 上 の <pgc>タ グ か ら 構 成 さ れ る 。 <pgc>の 領 域
は 、 Ｖ Ｍ Ｇ メ ニ ュ ー ・ ド メ イ ン に お け る Ｐ Ｇ Ｃ （ Program Chain） を 表 し て お り 、 <pgc>タ
グ 内 に num属 性 を 付 加 す る こ と に よ り Ｐ Ｇ Ｃ の 番 号 を 指 定 し て い る 。 例 え ば 、 <pmg num="n
">は n番 目 の Ｐ Ｇ Ｃ を 示 し て い る 。 <pgc num="n">の 領 域 に 記 述 さ れ た Vclickス ト リ ー ム は
、 n番 目 の Ｐ Ｇ Ｃ を 構 成 す る Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ー タ に 付 加 さ れ る こ と を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 次 に 、 <vts>の 領 域 は 、 0も し く は 1つ 以 上 の <vts_tt>タ グ と 、 0も し く は 1つ 以 上 の <vtsm
>タ グ と か ら 構 成 さ れ る 。 <vts_tt>の 領 域 は 、 Ｖ Ｔ Ｓ 空 間 に お け る タ イ ト ル ・ ド メ イ ン を
表 し て お り 、 <vts_tt>タ グ 内 に num属 性 を 付 加 す る こ と に よ り タ イ ト ル ・ ド メ イ ン の 番 号
を 指 定 し て い る 。 例 え ば 、 <vts_tt num="n">は n番 目 の タ イ ト ル ・ ド メ イ ン を 示 し て い る
。 <vts_tt num="n">の 領 域 に 記 述 さ れ た Vclickス ト リ ー ム は 、 n番 目 の タ イ ト ル ・ ド メ イ
ン を 構 成 す る Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ー タ に 付 加 さ れ る こ と を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 <vtsm>の 領 域 は 、 Ｖ Ｔ Ｓ 空 間 に お け る Ｖ Ｔ Ｓ メ ニ ュ ー ・ ド メ イ ン を 表 し て お り 、
<vtsm>タ グ 内 に num属 性 を 付 加 す る こ と に よ り Ｖ Ｔ Ｓ メ ニ ュ ー ・ ド メ イ ン の 番 号 を 指 定 し
て い る 。 例 え ば 、 <vtsm num="n">は n番 目 の Ｖ Ｔ Ｓ メ ニ ュ ー ・ ド メ イ ン を 示 し て い る 。 <vt
sm="n">の 領 域 に 記 述 さ れ た Vclickス ト リ ー ム は 、 n番 目 の Ｖ Ｔ Ｓ メ ニ ュ ー ・ ド メ イ ン を 構
成 す る Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ー タ に 付 加 さ れ る こ と を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 さ ら に 、 <vts_tt>の 領 域 も し く は <vtsm>の 領 域 は 、 0も し く は 1つ 以 上 の <pgc>タ グ か ら
構 成 さ れ る 。 <pgc>の 領 域 は 、 タ イ ト ル ・ ド メ イ ン も し く Ｖ Ｔ Ｓ メ ニ ュ ー ・ ド メ イ ン に お
け る Ｐ Ｇ Ｃ （ Program Chain） を 表 し て お り 、 <pgc>タ グ 内 に num属 性 を 付 加 す る こ と に よ
り Ｐ Ｇ Ｃ の 番 号 を 指 定 し て い る 。 例 え ば 、 <pmg num="n">は n番 目 の Ｐ Ｇ Ｃ を 示 し て い る 。
<pgc num="n">の 領 域 に 記 述 さ れ た Vclickス ト リ ー ム は 、 n番 目 の Ｐ Ｇ Ｃ を 構 成 す る Ｄ Ｖ Ｄ
ビ デ オ デ ー タ に 付 加 さ れ る こ と を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ５ ５ ～ 図 ５ ７ の 例 に お い て は 、 6つ の Vclickス ト リ ー ム が 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ
に 付 加 さ れ て い る 。 例 え ば 、 最 初 の Vclickス ト リ ー ム は 、 <vmg>で の <vmgm num="1">に お
け る <pgc num="1">に お い て 、 <object>タ グ を 用 い て 指 定 さ れ て い る 。 こ れ は 、 Ｖ Ｍ Ｇ 空
間 に お け る 、 １ 番 目 の Ｖ Ｍ Ｇ メ ニ ュ ー ・ ド メ イ ン に お け る 、 1番 目 の Ｐ Ｇ Ｃ に 対 し て 、 <ob
ject>タ グ に よ り 指 定 さ れ た Vclickス ト リ ー ム が 付 加 さ れ る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 <object>タ グ で は 、 "data"属 性 を 用 い て 、 Vclickス ト リ ー ム の 存 在 す る 場 所 を 示 す 。 例
え ば 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お い て は 、 "file://Ｄ Ｖ Ｄ rom:/Ｄ Ｖ Ｄ _enav/vclick1.vck"
に お い て Vclickス ト リ ー ム の 存 在 す る 場 所 が 指 定 さ れ て い る 。 こ こ で 、 "file://Ｄ Ｖ Ｄ ro
m:/"は Vclickス ト リ ー ム が エ ン ハ ン ス ド Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク 内 に 存 在 す る こ と を 示 し 、 さ ら に
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、 "Ｄ Ｖ Ｄ _enav/"は デ ィ ス ク 中 の "Ｄ Ｖ Ｄ _ENAV"デ ィ レ ク ト リ の 下 に 存 在 す る こ と を 示 し
、 "vclick1.vck"は Vclickス ト リ ー ム の フ ァ イ ル 名 を 示 し て い る 。 ま た 、 Vclickス ト リ ー
ム を 記 述 す る <object>タ グ と 、 Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル を 記 述 す る <object>タ グ を 併 記
す る こ と に よ り 、 Vclickス ト リ ー ム に 対 応 し た Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル の 情 報 を 記 述 す
る こ と が で き る 。 <object>タ グ 内 に お い て "data"属 性 を 用 い 、 Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル
の 存 在 す る 場 所 を 示 す 。 例 え ば 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お い て は 、 "file://Ｄ Ｖ Ｄ rom:/
Ｄ Ｖ Ｄ _enav/vclick1.ifo"に お い て Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル の 存 在 す る 場 所 が 指 定 さ れ
て い る 。 こ こ で 、 "file://Ｄ Ｖ Ｄ rom:/"は Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル が エ ン ハ ン ス ド Ｄ Ｖ
Ｄ デ ィ ス ク 内 に 存 在 す る こ と を 示 し 、 さ ら に 、 "Ｄ Ｖ Ｄ _enav/"は デ ィ ス ク 中 の "Ｄ Ｖ Ｄ _EN
AV"デ ィ レ ク ト リ の 下 に 存 在 す る こ と を 示 し 、 "vclick1.ifo"は Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル
の フ ァ イ ル 名 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 次 の Vclickス ト リ ー ム は 、 <vmg>に お け る 、 <vmgm num="n">に お い て 、 <object>タ グ を
用 い て 指 定 さ れ て い る 。 こ れ は 、 Ｖ Ｍ Ｇ 空 間 に お け る 、 １ 番 目 の Ｖ Ｍ Ｇ メ ニ ュ ー ・ ド メ イ
ン 全 体 に 対 し て 、 <object>タ グ に よ り 指 定 さ れ た Vclickス ト リ ー ム が 付 加 さ れ る こ と を 示
し て い る 。 <object>タ グ で は 、 "data"属 性 を 用 い て 、 Vclickス ト リ ー ム の 存 在 す る 場 所 を
示 す 。 例 え ば 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お い て は 、 "http//www.vclick.com/Ｄ Ｖ Ｄ _enav/vc
lick2.vck"に お い て Vclickス ト リ ー ム の 存 在 す る 場 所 が 指 定 さ れ て い る 。 こ こ で 、 "http/
/www.vclick.com/Ｄ Ｖ Ｄ _enav/"は Vclickス ト リ ー ム が 外 部 の サ ー バ ー 内 に 存 在 す る こ と
を 示 し 、 "vclick2.vck"は Vclickス ト リ ー ム の フ ァ イ ル 名 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル に 関 し て も 同 様 に 、 <object>タ グ 内 に お い て "data"属 性 を 用
い 、 Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル の 存 在 す る 場 所 を 示 す 。 例 え ば 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お
い て は 、 "http//www.vclick.com/Ｄ Ｖ Ｄ _enav/vclick2.ifo"に お い て Vclickア ク セ ス ・ テ
ー ブ ル の 存 在 す る 場 所 が 指 定 さ れ て い る 。 こ こ で 、 "http//www.vclick.com/Ｄ Ｖ Ｄ _enav/
"は Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル が 外 部 の サ ー バ ー 内 に 存 在 す る こ と を 示 し 、 "vclick2.ifo"
は Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル の フ ァ イ ル 名 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 三 番 目 の Vclickス ト リ ー ム は 、 <vts num="1">に お け る 、 <vts_tt num="1">に お け る 、 <
pgc num="1">に お い て 、 <object>タ グ を 用 い て 指 定 さ れ て い る 。 こ れ は 、 １ 番 目 の Ｖ Ｔ Ｓ
空 間 に お け る 、 １ 番 目 の タ イ ト ル ・ ド メ イ ン に お け る 、 1番 目 の Ｐ Ｇ Ｃ に 対 し て 、 <object
>タ グ に よ り 指 定 さ れ た Vclickス ト リ ー ム が 付 加 さ れ る こ と を 示 し て い る 。 <object>タ グ
で は 、 "data"属 性 を 用 い て 、 Vclickス ト リ ー ム の 存 在 す る 場 所 を 示 す 。 例 え ば 、 本 発 明 の
一 実 施 形 態 に お い て は 、 "file://Ｄ Ｖ Ｄ rom:/Ｄ Ｖ Ｄ _enav/vclick3.vck"に お い て Vclick
ス ト リ ー ム の 存 在 す る 場 所 が 指 定 さ れ て い る 。 こ こ で 、 "file://Ｄ Ｖ Ｄ rom:/Ｄ Ｖ Ｄ _enav
/"は 、 Vclickス ト リ ー ム が デ ィ ス ク 中 の "Ｄ Ｖ Ｄ _ENAV"デ ィ レ ク ト リ の 下 に 存 在 す る こ と
を 示 し 、 "vclick3.vck"は Vclickス ト リ ー ム の フ ァ イ ル 名 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 四 番 目 の Vclickス ト リ ー ム は 、 <vts num="1">に お け る 、 <vts_tt num="n">に お い て 、 <
object>タ グ を 用 い て 指 定 さ れ て い る 。 こ れ は 、 １ 番 目 の Ｖ Ｔ Ｓ 空 間 に お け る 、 n番 目 の タ
イ ト ル ・ ド メ イ ン に お い て 、 <object>タ グ に よ り 指 定 さ れ た Vclickス ト リ ー ム が 付 加 さ れ
る こ と を 示 し て い る 。 <object>タ グ で は 、 "data"属 性 を 用 い て 、 Vclickス ト リ ー ム の 存 在
す る 場 所 を 示 す 。 例 え ば 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お い て は 、 "file://Ｄ Ｖ Ｄ rom:/Ｄ Ｖ Ｄ _
enav/vclick4.vck"に お い て Vclickス ト リ ー ム の 存 在 す る 場 所 が 指 定 さ れ て い る 。 こ こ で
、 "file://Ｄ Ｖ Ｄ rom:/Ｄ Ｖ Ｄ _enav/"は 、 Vclickス ト リ ー ム が デ ィ ス ク 中 の "Ｄ Ｖ Ｄ _ENAV
"デ ィ レ ク ト リ の 下 に 存 在 す る こ と を 示 し 、 "vclick4.vck"は Vclickス ト リ ー ム の フ ァ イ ル
名 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 五 番 目 の Vclickス ト リ ー ム は 、 <vts num="1">に お け る 、 <vtsm num="1">に お い て 、 <ob
ject>タ グ を 用 い て 指 定 さ れ て い る 。 こ れ は 、 １ 番 目 の Ｖ Ｔ Ｓ 空 間 に お け る 、 １ 番 目 の Ｖ
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Ｔ Ｓ メ ニ ュ ー ・ ド メ イ ン に お い て 、 <object>タ グ に よ り 指 定 さ れ た Vclickス ト リ ー ム が 付
加 さ れ る こ と を 示 し て い る 。 <object>タ グ で は 、 "data"属 性 を 用 い て 、 Vclickス ト リ ー ム
の 存 在 す る 場 所 を 示 す 。 例 え ば 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お い て は 、 "file://Ｄ Ｖ Ｄ rom:/
Ｄ Ｖ Ｄ _enav/vclick5.vck"に お い て Vclickス ト リ ー ム の 存 在 す る 場 所 が 指 定 さ れ て い る 。
こ こ で 、 "file://Ｄ Ｖ Ｄ rom:/Ｄ Ｖ Ｄ _enav/"は 、 Vclickス ト リ ー ム が デ ィ ス ク 中 の "Ｄ Ｖ
Ｄ _ENAV"デ ィ レ ク ト リ の 下 に 存 在 す る こ と を 示 し 、 "vclick5.vck"は Vclickス ト リ ー ム の
フ ァ イ ル 名 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 六 番 目 の Vclickス ト リ ー ム は 、 <vts num="1">に お け る 、 <vtsm num="1">に お け る 、 <pg
c num="1">に お い て 、 <object>タ グ を 用 い て 指 定 さ れ て い る 。 こ れ は 、 １ 番 目 の Ｖ Ｔ Ｓ 空
間 に お け る 、 １ 番 目 の Ｖ Ｔ Ｓ メ ニ ュ ー ・ ド メ イ ン に お け る 、 1番 目 の Ｐ Ｇ Ｃ に 対 し て 、 <ob
ject>タ グ に よ り 指 定 さ れ た Vclickス ト リ ー ム が 付 加 さ れ る こ と を 示 し て い る 。 <object>
タ グ で は 、 "data"属 性 を 用 い て 、 Vclickス ト リ ー ム の 存 在 す る 場 所 を 示 す 。 例 え ば 、 本 発
明 の 一 実 施 形 態 に お い て は 、 "file://Ｄ Ｖ Ｄ rom:/Ｄ Ｖ Ｄ _enav/vclick6.vck"に お い て Vcl
ickス ト リ ー ム の 存 在 す る 場 所 が 指 定 さ れ て い る 。 こ こ で 、 "file://Ｄ Ｖ Ｄ rom:/Ｄ Ｖ Ｄ _e
nav/"は 、 Vclickス ト リ ー ム が デ ィ ス ク 中 の "Ｄ Ｖ Ｄ _ENAV"デ ィ レ ク ト リ の 下 に 存 在 す る こ
と を 示 し 、 "vclick6.vck"は Vclickス ト リ ー ム の フ ァ イ ル 名 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 ５ ８ は 、 前 述 の Vclickイ ン フ ォ の 記 述 例 に て 記 述 さ れ た Vclickス ト リ ー ム と Ｄ Ｖ Ｄ ビ
デ オ コ ン テ ン ツ の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。 こ こ で 、 １ 番 目 の Ｖ Ｔ Ｓ 空 間 に お け る 、 1番 目 の
Ｖ Ｔ Ｓ メ ニ ュ ー ・ ド メ イ ン に お け る 、 1番 目 の Ｐ Ｇ Ｃ に 対 し て 、 前 述 の 五 番 目 の Vclickス
ト リ ー ム と 、 六 番 目 の Vclickス ト リ ー ム が 付 加 さ れ て い る こ と が 分 か る 。 こ れ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ
ビ デ オ コ ン テ ン ツ に 対 し て 、 二 つ の Vclickス ト リ ー ム が 付 加 さ れ て い る こ と を 表 し 、 例 え
ば 、 ユ ー ザ に よ っ て 、 あ る い は コ ン テ ン ツ ・ プ ロ バ イ ダ （ コ ン テ ン ツ ・ オ ー サ ） に よ っ て
、 切 り 替 え る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ユ ー ザ が 切 り 替 え る 場 合 は 、 Vclickス ト リ ー ム を 切 り 替 え る た め の "Vclick切 り 替 え ボ
タ ン "が リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ （ 図 示 せ ず ） に 備 え 付 け て あ り 、 こ れ に よ り 二 つ も し く は
そ れ 以 上 の Vclickス ト リ ー ム を 自 由 に 変 更 す る こ と が で き る 。 コ ン テ ン ツ ・ プ ロ バ イ ダ が
変 更 す る 場 合 は 、 Ｍ ａ ｒ ｋ ｕ ｐ 言 語 に Vclick切 り 替 え の た め の コ マ ン ド （ "changeVclick(
)"） が 記 述 さ れ て お り 、 コ ン テ ン ツ ・ プ ロ バ イ ダ が Ｍ ａ ｒ ｋ ｕ ｐ 言 語 に て 指 定 し た タ イ ミ
ン グ で コ マ ン ド を 発 行 し 、 二 つ も し く は そ れ 以 上 の Vclickス ト リ ー ム を 自 由 に 変 更 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
（ ５ ） Vclick情 報 フ ァ イ ル の 別 の 記 述 例
　 図 ５ ９ ～ 図 ６ ０ に は 、 Vclick情 報 フ ァ イ ル の 別 の 記 述 例 を ２ つ 示 す 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
（ ５ － １ ） 第 １ の 記 述 例
　 最 初 の 例 （ 図 ５ ９ ） に お い て は 、 一 つ の Ｐ Ｇ Ｃ （ Ｐ Ｇ Ｃ ＃ ２ ） に 対 し 、 デ ィ ス ク 上 に 記
録 さ れ て い る 二 つ の Vclickス ト リ ー ム （ Vclickス ト リ ー ム ＃ １ 、 Vclickス ト リ ー ム ＃ ２ ）
が 付 加 さ れ て い る 。 こ こ で 、 <object>タ グ 内 の "audio"属 性 は 、 オ ー デ ィ オ ・ ス ト リ ー ム
番 号 に 対 応 し て お り 、 こ の 例 に お い て は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ の オ ー デ ィ オ ・ ス ト リ
ー ム ＃ １ が 再 生 さ れ て い る 場 合 は 、 Vclickス ト リ ー ム ＃ １ （ Vclick1.vck） を 同 期 再 生 し
、 オ ー デ ィ オ ・ ス ト リ ー ム ＃ ２ が 再 生 さ れ て い る 場 合 は 、 Vclickス ト リ ー ム ＃ ２ （ Vclick
2.vck） を 同 期 再 生 す る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 例 え ば 、 ビ デ オ コ ン テ ン ツ の オ ー デ ィ オ ・ ス ト リ ー ム ＃ １ が 日 本 語 音 声 、 オ ー デ ィ オ ・
ス ト リ ー ム ＃ ２ が 英 語 音 声 に て 構 成 さ れ て い る 場 合 、 Vclickス ト リ ー ム ＃ １ を 日 本 語 に て
（ つ ま り Vclickオ ブ ジ ェ ク ト の 説 明 の 表 示 が 日 本 語 で 記 述 さ れ て い る 、 ま た は Vclickオ ブ
ジ ェ ク ト が ク リ ッ ク さ せ た あ と の ア ク セ ス 先 が 日 本 語 で 構 成 さ れ て い る サ イ ト や ペ ー ジ ）

10

20

30

40

50

(17) JP 2006-50105 A 2006.2.16



、 Vclickス ト リ ー ム ＃ ２ を 英 語 に て （ つ ま り Vclickオ ブ ジ ェ ク ト の 説 明 の 表 示 が 英 語 で 記
述 さ れ て い る 、 ま た は Vclickオ ブ ジ ェ ク ト が ク リ ッ ク さ せ た あ と の ア ク セ ス 先 が 日 本 語 で
構 成 さ れ て い る サ イ ト や ペ ー ジ ） を 構 成 す る こ と に よ り 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ の 音 声
の 言 語 と Vclickス ト リ ー ム の 言 語 を 合 わ せ る こ と が で き る 。 実 際 に は 、 再 生 装 置 は 、 再 生
装 置 内 の シ ス テ ム パ ラ メ ー タ で あ る Ｓ Ｐ Ｒ Ｍ （ １ ） （ オ ー デ ィ オ ・ ス ト リ ー ム 番 号 ） を 参
照 し 、 そ れ に 対 応 し た Vclickス ト リ ー ム を 、 こ の Vclick情 報 フ ァ イ ル か ら 検 索 し て 再 生 す
る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
（ ５ － ２ ） 第 ２ の 記 述 例
　 次 の 例 （ 図 ６ ０ ） に お い て は 、 一 つ の Ｐ Ｇ Ｃ （ Ｐ Ｇ Ｃ ＃ ４ ） に 対 し 、 デ ィ ス ク 上 に 記 録
さ れ て い る 二 つ の Vclickス ト リ ー ム （ Vclickス ト リ ー ム ＃ １ 、 Vclickス ト リ ー ム ＃ ２ ） が
付 加 さ れ て い る 。 こ こ で 、 <object>タ グ 内 の "angle"属 性 は 、 ア ン グ ル 番 号 に 対 応 し て お
り 、 こ の 例 に お い て は 、 ビ デ オ コ ン テ ン ツ の ア ン グ ル ＃ １ が 再 生 さ れ て い る 場 合 は 、 Vcli
ckス ト リ ー ム ＃ １ （ Vclick1.vck） を 同 期 再 生 し 、 ア ン グ ル ＃ ３ が 再 生 さ れ て い る 場 合 は
、 Vclickス ト リ ー ム ＃ ２ （ Vclick2.vck） を 同 期 再 生 し 、 ア ン グ ル ＃ ２ が 再 生 さ れ て い る
場 合 は 、 Vclickス ト リ ー ム を 再 生 し な い こ と を 示 す 。 通 常 、 ア ン グ ル が 異 な る 場 合 は 、 人
物 等 の Vclickオ ブ ジ ェ ク ト を 付 加 す る 対 象 の 位 置 が 異 な る た め 、 ア ン グ ル ご と に Vclickス
ト リ ー ム を 構 成 す る 必 要 が あ る 。 （ 一 つ の Vclickス ト リ ー ム に そ れ ぞ れ の Vclickオ ブ ジ ェ
ク ト ・ デ ー タ を マ ル チ プ レ ク ス し て も よ い 。 ） 実 際 に は 、 再 生 装 置 は 、 再 生 装 置 内 の シ ス
テ ム パ ラ メ ー タ で あ る Ｓ Ｐ Ｒ Ｍ （ ３ ） （ ア ン グ ル 番 号 ） を 参 照 し 、 そ れ に 対 応 し た Vclick
ス ト リ ー ム を 、 こ の Vclick情 報 フ ァ イ ル か ら 検 索 し て 再 生 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 再 生 装 置 （ エ ン ハ ン ス ド Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ ） は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ
オ コ ン テ ン ツ を 再 生 す る 前 に 、 Vclick情 報 フ ァ イ ル を 予 め 読 み 込 む こ と に よ り 、 も し く は
適 宜 参 照 す る こ と に よ り 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ の 再 生 状 態 に 応 じ て 、 逐 次 付 加 す る Vc
lickス ト リ ー ム ・ フ ァ イ ル を 変 化 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 Vclickス ト リ ー
ム を 構 成 す る に あ た り 自 由 度 を 持 つ こ と が で き 、 オ ー サ リ ン グ の 負 担 を 軽 減 す る こ と が 可
能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 一 つ の Vclickコ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル 数 （ ス ト リ ー ム 数 ） を 増 や し 、 そ の フ ァ イ ル
・ サ イ ズ を 小 さ く す る こ と に よ り 、 再 生 装 置 に 必 要 と さ れ る Vclickス ト リ ー ム を 格 納 す る
た め の 領 域 （ バ ッ フ ァ ） を 小 さ く す る こ と も 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま た 、 フ ァ イ ル ・ サ イ ズ は 大 き く な る が 、 フ ァ イ ル 数 を 減 ら す （ つ ま り 一 つ の ス ト リ ー
ム が 複 数 の Vclickデ ー タ を 含 む 構 成 に す る ） こ と に よ り 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ の 再 生
状 態 が 変 化 し た 場 合 、 ス ム ー ズ に Vclickデ ー タ を 切 り 替 え る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
（ ６ ） デ ー タ 構 造 の 概 略 と ア ク セ ス ・ テ ー ブ ル
　 Vclickス ト リ ー ム に は 、 動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ に 記 録 さ れ て い る 動 画 像 に 登 場 す
る 人 ・ 物 等 の オ ブ ジ ェ ク ト の 領 域 に 関 す る デ ー タ と 、 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ ０ に お け る オ
ブ ジ ェ ク ト の 表 示 方 法 と ユ ー ザ が そ れ ら オ ブ ジ ェ ク ト を 指 定 し た と き に ク ラ イ ア ン ト 装 置
が 取 る べ き 動 作 の デ ー タ が 含 ま れ て い る 。 以 下 で は 、 Vclickデ ー タ の 構 造 と そ の 構 成 要 素
の 概 要 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ま ず 動 画 像 に 登 場 す る 人 ・ 物 等 の オ ブ ジ ェ ク ト の 領 域 に 関 す る デ ー タ で あ る オ ブ ジ ェ ク
ト 領 域 デ ー タ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 ３ は オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ の 構 造 を 説 明 す る 図 で あ る 。 ３ ０ ０ は 、 １ つ の オ ブ ジ ェ
ク ト の 領 域 が 描 く 軌 跡 を Ｘ （ 映 像 の 水 平 方 向 の 座 標 値 ） 、 Ｙ （ 映 像 の 垂 直 方 向 の 座 標 値 ）
、 Ｔ （ 映 像 の 時 刻 ） の ３ 次 元 座 標 上 に 表 現 し た も の で あ る 。 オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 は 予 め 決 め
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ら れ た 範 囲 内 の 時 間 （ 例 え ば ０ ． ５ 秒 か ら １ ． ０ 秒 の 間 や 、 ２ 秒 か ら ５ 秒 の 間 、 等 ） ご と
に オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ に 変 換 さ れ る 。 図 ３ で は １ つ の オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 ３ ０ ０ が ３ ０
１ か ら ３ ０ ５ の ５ つ の オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ に 変 換 さ れ て お り 、 こ れ ら オ ブ ジ ェ ク ト 領
域 デ ー タ は 別 々 の Vclickア ク セ ス ユ ニ ッ ト （ Ａ Ｕ ） （ 後 述 ） に 格 納 さ れ る 。 こ の と き の 変
換 方 法 と し て は 、 例 え ば Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ － ４ の 形 状 符 号 化 や Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ － ７ の 時 空 間 領 域 記 述 子 等
を 使 う こ と が で き る 。 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ― ４ 形 状 符 号 化 や Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ － ７ 時 空 間 記 述 子 は オ ブ ジ ェ ク
ト 領 域 の 時 間 的 な 相 関 を 利 用 し て デ ー タ 量 を 削 減 す る 方 式 で あ る た め 、 途 中 か ら デ ー タ が
復 号 で き な い こ と や 、 あ る 時 刻 の デ ー タ が 欠 落 し た 場 合 に 周 囲 の 時 刻 の デ ー タ も 復 号 で き
な く な る と い う 問 題 が あ る 。 図 ３ の よ う に 長 い 時 間 連 続 し て 動 画 像 中 に 登 場 し て い る オ ブ
ジ ェ ク ト の 領 域 を 時 間 方 向 に 分 割 し て デ ー タ 化 す る こ と に よ り 、 ラ ン ダ ム ア ク セ ス を 容 易
に し 、 一 部 の デ ー タ の 欠 落 の 影 響 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 各 Vclick_AUは 動 画 像 の 中 で
あ る 特 定 の 時 間 区 間 で の み 有 効 で あ る 。 こ の Vclick_AUが 有 効 な 時 間 区 間 を Vclick_AUの 有
効 期 間 （ lifetime） と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で 用 い る Vclickス ト リ ー ム 中 の 、 独 立 に ア ク セ ス 可 能 な １
単 位 （ Vclick_AU） の 構 造 を 表 し た も の で あ る 。 ４ ０ ０ は オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ で あ る
。 図 ３ で 説 明 し た と お り 、 こ こ に は １ つ の オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 の あ る 連 続 し た 時 間 区 間 に お
け る 軌 跡 が デ ー タ 化 さ れ て い る 。 こ の オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 が 記 述 さ れ て い る 時 間 区 間 を そ の
Vclick_AUの ア ク テ ィ ブ 期 間 （ active time） と 呼 ぶ 。 通 常 は Vclick_AUの ア ク テ ィ ブ 期 間
は そ の Vclick_AUの 有 効 期 間 と 同 一 で あ る 。 し か し 、 Vclick_AUの ア ク テ ィ ブ 期 間 を そ の Vc
lick_AUの 有 効 期 間 の 一 部 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ４ ０ １ は Vclick_AUの ヘ ッ ダ で あ る 。 ヘ ッ ダ ４ ０ １ に は 、 Vclick_AUを 識 別 す る た め の Ｉ
Ｄ と 、 そ の Ａ Ｕ の デ ー タ サ イ ズ を 特 定 す る デ ー タ が 含 ま れ る 。 ４ ０ ２ は タ イ ム ス タ ン プ で
あ り 、 こ の Vclick_AUの 有 効 期 間 開 始 の タ イ ム ス タ ン プ を 示 し て い る 。 通 常 は Vclick_AUの
ア ク テ ィ ブ 期 間 と 有 効 期 間 が 同 一 で あ る た め 、 オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ ４ ０ ０ に 記 述 さ れ
た オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 が 動 画 像 の ど の 時 刻 に 相 当 す る か も 示 し て い る 。 図 ３ に 示 さ れ る よ う
に 、 オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 は あ る 時 間 範 囲 に 及 ん で い る た め 、 通 常 は タ イ ム ス タ ン プ ４ ０ ２ に
は オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 の 先 頭 の 時 刻 を 記 述 し て お く 。 も ち ろ ん オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ に 記
述 さ れ た オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 の 時 間 間 隔 や オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 の 末 尾 の 時 刻 も 記 述 す る よ う に
し て も 良 い 。 ４ ０ ３ は オ ブ ジ ェ ク ト 属 性 情 報 で あ り 、 例 え ば オ ブ ジ ェ ク ト の 名 称 、 オ ブ ジ
ェ ク ト が 指 定 さ れ た 際 の 動 作 記 述 、 オ ブ ジ ェ ク ト の 表 示 属 性 等 が 含 ま れ る 。 こ れ ら Vclick
_AU内 の デ ー タ に 関 し て は 、 後 で よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 Vclick_AUは 、 先 頭 か ら 順 に 処 理 可
能 な よ う に タ イ ム ス タ ン プ 順 に 並 べ て 記 録 し て お く ほ う が 良 い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 図 ５ は 複 数 の Ａ Ｕ を タ イ ム ス タ ン プ 順 に 並 べ て Vclickス ト リ ー ム を 生 成 す る 方 法 を 説 明
す る 図 で あ る 。 こ の 図 で は 、 カ メ ラ ア ン グ ル １ と カ メ ラ ア ン グ ル ２ の ２ つ の カ メ ラ ア ン グ
ル が あ り 、 ク ラ イ ア ン ト 装 置 で カ メ ラ ア ン グ ル を 切 り 替 え る と 表 示 さ れ る 動 画 像 も 切 り 替
え ら れ る こ と を 想 定 し て い る 。 ま た 、 選 択 可 能 な 言 語 モ ー ド に は 日 本 語 と 英 語 の ２ 種 類 が
あ り 、 そ れ ぞ れ の 言 語 に 対 し て 別 々 の Vclickデ ー タ が 用 意 さ れ て い る 場 合 を 想 定 し て い る
。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 ５ に 於 い て 、 カ メ ラ ア ン グ ル １ か つ 日 本 語 用 の Vclick_AUは ５ ０ ０ 、 ５ ０ １ 、 ５ ０ ２
で あ り 、 カ メ ラ ア ン グ ル ２ か つ 日 本 語 用 の Vclick_AUの Ａ Ｕ は ５ ０ ３ で あ る 。 そ し て 英 語
用 の Vclick_AUは ５ ０ ４ と ５ ０ ５ で あ る 。 ５ ０ ０ か ら ５ ０ ５ は そ れ ぞ れ 動 画 像 中 の 一 つ の
オ ブ ジ ェ ク ト に 対 応 し た デ ー タ で あ る 。 す な わ ち 、 図 ３ と 図 ４ で 説 明 し た と お り 一 つ の オ
ブ ジ ェ ク ト に 関 す る メ タ デ ー タ は 一 つ ま た は 複 数 の Vclick_AUで 構 成 さ れ て い る （ 図 ５ で
は １ つ の 長 方 形 が １ つ の Ａ Ｕ を 表 し て い る ） 。 こ の 図 の 横 軸 は 動 画 像 中 の 時 間 に 対 応 し て
お り 、 オ ブ ジ ェ ク ト の 登 場 時 間 に 対 応 さ せ て ５ ０ ０ か ら ５ ０ ５ を 表 示 し て あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
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　 各 Vclick_AUの 時 間 的 な 区 切 り は 任 意 で も よ い が 、 図 ５ に 例 示 さ れ る よ う に 、 全 て の オ
ブ ジ ェ ク ト に 対 し て Vclick_AUの 区 切 り を 揃 え て お く と 、 デ ー タ の 管 理 が 容 易 に な る 。 ５
０ ６ は 、 こ れ ら の Vclick_AU（ ５ ０ ０ か ら ７ ０ ５ ） か ら 構 成 さ れ た Vclickス ト リ ー ム で あ
る 。 Vclickス ト リ ー ム は 、 ヘ ッ ダ 部 ５ ０ ７ に 続 い て Vclick_AUを タ イ ム ス タ ン プ 順 に な ら
べ る こ と に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 選 択 し て い る カ メ ラ ア ン グ ル は ユ ー ザ が 視 聴 中 に 変 更 す る 可 能 性 が 高 い た め 、 こ の よ う
に Vclickス ト リ ー ム に 異 な る カ メ ラ ア ン グ ル の Vclick_AUを 多 重 化 し て Vclickス ト リ ー ム
を 作 る 方 が 良 い 。 こ れ は 、 ク ラ イ ア ン ト 装 置 で 高 速 な 表 示 切 り 替 え が 可 能 だ か ら で あ る 。
例 え ば 、 Vclickデ ー タ が サ ー バ ー 装 置 ２ ０ １ に 置 か れ て い る と き 、 複 数 の カ メ ラ ア ン グ ル
の Vclick_AUを 含 む Vclickス ト リ ー ム を そ の ま ま ク ラ イ ア ン ト 装 置 に 送 信 す れ ば 、 ク ラ イ
ア ン ト 装 置 で は 視 聴 中 の カ メ ラ ア ン グ ル に 対 応 し た Vclick_AUが 常 に 届 い て い る た め 、 瞬
時 に カ メ ラ ア ン グ ル の 切 り 替 え が で き る 。 も ち ろ ん 、 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ ０ の 設 定 情 報
を サ ー バ ー 装 置 ２ ０ １ に 送 り 、 必 要 な Vclick_AUの み を Vclickス ト リ ー ム か ら 選 択 し て 送
信 す る こ と も 可 能 で あ る が 、 こ の 場 合 は サ ー バ ー と の 通 信 を 行 う 必 要 が あ る た め 多 少 処 理
が 遅 く な る （ た だ し 通 信 に 光 フ ァ イ バ 等 の 高 速 手 段 を 用 い れ ば こ の 処 理 遅 延 の 問 題 は 解 決
で き る ） 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 一 方 、 動 画 像 タ イ ト ル 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ の Ｐ Ｇ Ｃ 、 動 画 像 の ア ス ペ ク ト 比 、 視 聴 地 域 等 の
属 性 は 変 更 の 頻 度 が 低 い た め 、 別 々 の Vclickス ト リ ー ム と し て 作 成 し て お く 方 が ク ラ イ ア
ン ト 装 置 の 処 理 が 軽 く な り 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 付 加 も 軽 く な る 。 複 数 の Vclickス ト リ ー ム が
あ る 場 合 に ど の Vclickス ト リ ー ム を 選 択 す べ き か は 、 す で に 説 明 し た よ う に Vclick情 報 フ
ァ イ ル を 参 照 し て 決 定 で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 サ ー バ ー 装 置 ２ ０ １ に Vclickデ ー タ が あ る 場 合 、 動 画 像 が 先 頭 か ら 再 生 さ れ る 場 合 に は
サ ー バ ー 装 置 ２ ０ １ は Vclickス ト リ ー ム を 先 頭 か ら 順 に ク ラ イ ア ン ト 装 置 に 配 信 す れ ば よ
い 。 し か し 、 ラ ン ダ ム ア ク セ ス が 生 じ た 場 合 に は Vclickス ト リ ー ム の 途 中 か ら デ ー タ を 配
信 す る 必 要 が あ る 。 こ の と き に 、 Vclickス ト リ ー ム 中 の 所 望 の 位 置 に 高 速 に ア ク セ ス す る
た め に は 、 Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 図 ６ は Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル の 例 で あ る 。 こ の テ ー ブ ル は 予 め 作 成 さ れ 、 Vclickス
ト リ ー ム と 共 に 記 録 さ れ て い る 。 Vclick情 報 フ ァ イ ル と 同 じ フ ァ イ ル に し て お く こ と も 可
能 で あ る 。 ６ ０ ０ は タ イ ム ス タ ン プ の 配 列 で あ り 、 動 画 像 の タ イ ム ス タ ン プ が 列 挙 さ れ て
い る 。 ６ ０ １ は ア ク セ ス ポ イ ン ト の 配 列 で あ り 、 動 画 像 の タ イ ム ス タ ン プ に 対 応 し た Vcli
ckス ト リ ー ム の 先 頭 か ら の オ フ セ ッ ト 値 が 列 挙 さ れ て い る 。 動 画 像 の ラ ン ダ ム ア ク セ ス 先
の タ イ ム ス タ ン プ に 対 応 し た 値 が Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル に な い 場 合 は 、 近 い 値 の タ イ
ム ス タ ン プ の ア ク セ ス ポ イ ン ト を 参 照 し 、 そ の ア ク セ ス ポ イ ン ト 周 辺 で Vclickス ト リ ー ム
内 の タ イ ム ス タ ン プ を 参 照 し な が ら 送 信 開 始 場 所 を 探 索 す る 。 も し く は 、 Vclickア ク セ ス
・ テ ー ブ ル か ら 動 画 像 の ラ ン ダ ム ア ク セ ス 先 の タ イ ム ス タ ン プ よ り も 手 前 の 時 刻 の タ イ ム
ス タ ン プ を 探 索 し 、 そ の タ イ ム ス タ ン プ に 対 応 し た ア ク セ ス ポ イ ン ト か ら Vclickス ト リ ー
ム を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 上 記 Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル は 、 サ ー バ ー 装 置 が 格 納 し て お り 、 サ ー バ ー 装 置 が ク ラ
イ ア ン ト か ら の ラ ン ダ ム ア ク セ ス に 応 じ て 、 送 信 す べ き Vclickデ ー タ の 検 索 の 便 宜 に 資 す
る 為 の も の で あ る 。 し か し 、 サ ー バ ー 装 置 が 格 納 し て い る Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル を ク
ラ イ ア ン ト 装 置 に ダ ウ ン ロ ー ド し て 、 Vclickス ト リ ー ム の 検 索 を ク ラ イ ア ン ト 装 置 に 行 わ
せ る よ う に し て も 良 い 。 特 に 、 Vclickス ト リ ー ム が 、 サ ー バ ー 装 置 か ら ク ラ イ ア ン ト 装 置
に 一 括 ダ ウ ン ロ ー ド さ れ る 場 合 、 Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル も 又 、 サ ー バ ー 装 置 か ら ク ラ
イ ア ン ト 装 置 に 一 括 ダ ウ ン ロ ー ド さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
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　 一 方 、 Vclickス ト リ ー ム が Ｄ Ｖ Ｄ 等 の 動 画 像 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て 提 供 さ れ る 場 合 も あ
る が 、 こ の 場 合 も 再 生 コ ン テ ン ツ の ラ ン ダ ム ア ク セ ス に 応 じ て 、 利 用 す べ き デ ー タ を 検 索
す る た め に 、 ク ラ イ ア ン ト 装 置 が Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル を 利 用 す る 事 は 有 効 で あ る 。
こ の 場 合 Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル は 、 Vclickス ト リ ー ム 同 様 、 動 画 像 記 録 媒 体 に 記 録 さ
れ て お り 、 ク ラ イ ア ン ト 装 置 は 当 該 動 画 像 記 録 媒 体 か ら 当 該 Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル を
内 部 の 主 記 憶 等 に 読 み 出 し て 利 用 す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 動 画 像 の ラ ン ダ ム 再 生 等 に 伴 っ て 発 生 す る 、 Vclickス ト リ ー ム の ラ ン ダ ム 再 生 は 、 メ タ
デ ー タ ・ デ コ ー ダ ２ １ ７ に よ っ て 処 理 さ れ る 。 図 ６ の Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル に お い て
、 タ イ ム ス タ ン プ timeは 、 動 画 像 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ た 動 画 像 の タ イ ム ス タ ン プ の 形 式 を
有 す る 時 刻 情 報 で あ る 。 例 え ば 、 動 画 像 が MPEG-2で 圧 縮 さ れ て 記 録 さ れ て い る な ら 、 time
は MPEG-2の PTSの 形 式 を と る 。 さ ら に 、 動 画 像 が 、 例 え ば Ｄ Ｖ Ｄ の よ う に 、 タ イ ト ル や プ
ロ グ ラ ム ・ チ ェ ー ン 等 の ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 構 造 を 持 つ 場 合 、 そ れ ら を 表 現 す る パ ラ メ ー タ （
TTN、 VTS_TTN、 TT_PGCN、 PTTN等 ） が timeの 形 式 に 含 ま れ る 。 タ イ ム ス タ ン プ の 値 は 昇 順
ま た は 降 順 に 並 べ ら れ て い る 。 例 え ば 、 タ イ ム ス タ ン プ と し て PTSが 用 い ら れ て い る 場 合
に は 時 刻 の 順 に 並 べ る こ と が で き る 。 Ｄ Ｖ Ｄ の パ ラ メ ー タ を 含 む タ イ ム ス タ ン プ に つ い て
も 、 Ｄ Ｖ Ｄ の 自 然 な 再 生 順 序 に 従 っ て 順 序 関 係 を 定 義 で き る た め 、 タ イ ム ス タ ン プ を 順 番
に 並 べ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 図 ６ の Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル に お い て 、 ア ク セ ス ポ イ ン ト offsetは Vclickス ト リ ー
ム 上 の 位 置 を 指 し 示 す 。 例 え ば 、 Vclickス ト リ ー ム は フ ァ イ ル で あ り 、 offsetは 当 該 フ ァ
イ ル の フ ァ イ ル ・ ポ イ ン タ の 値 を 指 し 示 す 。 タ イ ム ス タ ン プ timeと 組 に な っ て い る ア ク セ
ス ポ イ ン ト offsetの 関 係 は 次 の よ う に な っ て い る ：
　 ｉ ） offsetの 示 す 位 置 は 、 あ る Vclick_AUの 先 頭 位 置 で あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ii） 当 該 Ａ Ｕ が も つ タ イ ム ス タ ン プ の 値 は 、 timeの 値 以 下 で あ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 iii） 当 該 Ａ Ｕ よ り 一 つ 前 に あ る Ａ Ｕ が も つ タ イ ム ス タ ン プ の 値 は 、 timeよ り 真 に 小 さ
い 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル に お け る timeの 並 び の 間 隔 は 任 意 で 良 い し 、 均 等 で あ る 必 要
も な い 。 し か し 、 検 索 等 の 便 宜 を 考 慮 し て 、 均 等 に と っ て も 良 い 。
【 ０ １ ０ ５ 】
（ ７ ） サ ー バ ー 装 置 ・ ク ラ イ ア ン ト 装 置 間 の プ ロ ト コ ル
　 次 に サ ー バ ー 装 置 ・ ク ラ イ ア ン ト 装 置 間 の プ ロ ト コ ル に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 Vclickデ ー タ を サ ー バ ー 装 置 ２ ０ １ か ら ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ ０ に 送 信 す る と き に 使 用
す る プ ロ ト コ ル と し て は 、 例 え ば Ｒ Ｔ Ｐ （ Real-time Transport Protocol） が あ る 。 Ｒ Ｔ
Ｐ は Ｕ Ｄ Ｐ ／ Ｉ Ｐ と の 相 性 が 良 く 、 リ ア ル タ イ ム 性 を 重 視 し て い る た め に パ ケ ッ ト が 欠 落
す る 可 能 性 が あ る 。 Ｒ Ｔ Ｐ を 用 い る と 、 Vclickス ト リ ー ム は 送 信 用 パ ケ ッ ト （ Ｒ Ｔ Ｐ パ ケ
ッ ト ） に 分 割 さ れ て 送 信 さ れ る 。 こ こ で は Vclickス ト リ ー ム の 送 信 用 パ ケ ッ ト へ の 格 納 方
法 例 を 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 図 ７ と 図 ８ は そ れ ぞ れ Vclick_AUの デ ー タ サ イ ズ が 小 さ い 場 合 と 大 き い 場 合 の 送 信 用 パ
ケ ッ ト 構 成 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ７ の ７ ０ ０ は Vclickス ト リ ー ム で あ る 。 送 信 用 パ
ケ ッ ト は パ ケ ッ ト ヘ ッ ダ ー ７ ０ １ と ペ イ ロ ー ド か ら な る 。 パ ケ ッ ト ヘ ッ ダ ー ７ ０ １ に は パ
ケ ッ ト の シ リ ア ル 番 号 、 送 信 時 刻 、 発 信 元 の 特 定 情 報 等 が 含 ま れ て い る 。 ペ イ ロ ー ド は 送
信 デ ー タ を 格 納 す る デ ー タ 領 域 で あ る 。 ペ イ ロ ー ド に Vclick_AU７ ０ ０ か ら 順 に 取 り 出 し
た Vclick_AU（ ７ ０ ２ ） を 納 め て い く 。 ペ イ ロ ー ド に 次 の Vclick_AUが 入 り き ら な い 場 合 に
は 残 り の 部 分 に パ デ ィ ン グ デ ー タ ７ ０ ３ を 挿 入 す る 。 パ デ ィ ン グ デ ー タ は デ ー タ の サ イ ズ
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を 合 わ せ る た め の ダ ミ ー デ ー タ で あ り 、 例 え ば ０ 値 の 連 続 で あ る 。 ペ イ ロ ー ド の サ イ ズ を
１ つ ま た は 複 数 の Vclick_AUサ イ ズ と 等 し く で き る 場 合 に は パ デ ィ ン グ デ ー タ は 不 要 で あ
る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 一 方 、 図 ８ は ペ イ ロ ー ド に １ つ の Vclick_AUが 収 ま り き ら な い 場 合 の 送 信 用 パ ケ ッ ト の
構 成 方 法 で あ る 。 Vclick_AU（ ８ ０ ０ ） は ま ず １ 番 目 の 送 信 用 パ ケ ッ ト の ペ イ ロ ー ド に 入
り き る 部 分 （ ８ ０ ２ ） の み ペ イ ロ ー ド に 格 納 さ れ る 。 残 り の デ ー タ （ ８ ０ ４ ） は 第 ２ の 送
信 用 パ ケ ッ ト の ペ イ ロ ー ド に 格 納 さ れ 、 ペ イ ロ ー ド の 格 納 サ イ ズ に 余 り が 生 じ て い れ ば パ
デ ィ ン グ デ ー タ ８ ０ ５ で 埋 め る 。 一 つ の Vclick_AUを ３ つ 以 上 の パ ケ ッ ト に 分 割 す る 場 合
の 方 法 も 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 Ｒ Ｔ Ｐ 以 外 の プ ロ ト コ ル と し て は 、 Ｈ Ｔ Ｔ Ｐ （ Hypertext Transport Protocol） ま た は
Ｈ Ｔ Ｔ Ｐ Ｓ を 用 い る こ と が で き る 。 Ｈ Ｔ Ｔ Ｐ は Ｔ Ｃ Ｐ ／ Ｉ Ｐ と の 相 性 が 良 く 、 こ の 場 合 欠
落 し た デ ー タ は 再 送 さ れ る た め 信 頼 性 の 高 い デ ー タ 通 信 が 行 え る が 、 ネ ッ ト ワ ー ク の ス ル
ー プ ッ ト が 低 い 場 合 に は デ ー タ の 遅 延 が 生 じ る お そ れ が あ る 。 Ｈ Ｔ Ｔ Ｐ で は デ ー タ の 欠 落
が な い た め 、 Vclickス ト リ ー ム を ど の よ う に パ ケ ッ ト に 分 割 し て 格 納 す る か を 特 に 考 慮 す
る 必 要 は な い 。
【 ０ １ １ ０ 】
（ ８ ） Vclickデ ー タ が サ ー バ ー 装 置 に あ る 場 合 の 再 生 手 順
　 次 に 、 Vclickス ト リ ー ム が サ ー バ ー 装 置 ２ ０ １ 上 に あ る 場 合 に お け る 再 生 処 理 の 手 順 に
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
（ ８ － １ ） 第 １ の 再 生 手 順
　 図 ３ ７ は ユ ー ザ が 再 生 開 始 を 指 示 し て か ら 再 生 が 開 始 さ れ る ま で の 再 生 開 始 処 理 手 順 を
表 す 流 れ 図 で あ る 。 ま ず ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ０ ０ で ユ ー ザ に よ り 再 生 開 始 の 指 示 が 入 力 さ れ る
。 こ の 入 力 は 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ が 受 け 取 り 、 動 画 像 再 生 コ ン ト ロ ー ラ
２ ０ ５ に 動 画 像 再 生 準 備 の 命 令 を 出 す 。 次 に 、 分 岐 処 理 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ０ １ と し て 、 す で
に サ ー バ ー 装 置 ２ ０ １ と の セ ッ シ ョ ン が 構 築 さ れ て い る か ど う か の 判 定 を 行 う 。 セ ッ シ ョ
ン が ま だ 構 築 さ れ て い な け れ ば ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ０ ２ に 、 す で に 構 築 さ れ て い れ ば ス テ ッ プ
Ｓ ３ ７ ０ ３ に 処 理 を 移 す 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ０ ２ で は サ ー バ ー と ク ラ イ ア ン ト 間 の セ ッ シ ョ
ン を 構 築 す る 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 図 ９ は サ ー バ ー ・ ク ラ イ ア ン ト 間 の 通 信 プ ロ ト コ ル と し て Ｒ Ｔ Ｐ 用 い た 場 合 の 、 セ ッ シ
ョ ン 構 築 か ら セ ッ シ ョ ン 切 断 ま で の 通 信 手 順 例 で あ る 。 セ ッ シ ョ ン の 始 め に サ ー バ ー ・ ク
ラ イ ア ン ト 間 で ネ ゴ シ エ ー シ ョ ン を 行 う 必 要 が あ る が 、 Ｒ Ｔ Ｐ の 場 合 に は Ｒ Ｔ Ｓ Ｐ （ Real
 Time Streaming Protocol） が 用 い ら れ る こ と が 多 い 。 た だ し 、 Ｒ Ｔ Ｓ Ｐ の 通 信 に は 高 信
頼 性 が 要 求 さ れ る た め 、 Ｒ Ｔ Ｓ Ｐ は Ｔ Ｃ Ｐ ／ Ｉ Ｐ で 、 Ｒ Ｔ Ｐ は Ｕ Ｄ Ｐ ／ Ｉ Ｐ で 通 信 を 行 う
の が 好 ま し い 。 ま ず 、 セ ッ シ ョ ン を 構 築 す る た め に 、 ク ラ イ ア ン ト 装 置 （ 図 ２ の 例 で は ２
０ ０ ） は ス ト リ ー ミ ン グ さ れ る Vclickデ ー タ に 関 す る 情 報 提 供 を サ ー バ ー 装 置 （ 図 ２ の 例
で は ２ ０ １ ） に 要 求 す る （ RTSPの DESCRIBEメ ソ ッ ド ） 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 こ こ で 、 再 生 さ れ る 動 画 像 に 対 応 し た デ ー タ を 配 信 す る サ ー バ ー の ア ド レ ス は 、 例 え ば
動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 に ア ド レ ス 情 報 を 記 録 し て お く 等 の 方 法 で 予 め ク ラ イ ア ン ト に 知 ら
さ れ て い る も の と す る 。 サ ー バ ー 装 置 は こ の 応 答 と し て Vclickデ ー タ の 情 報 を ク ラ イ ア ン
ト 装 置 に 送 る 。 具 体 的 に は 、 セ ッ シ ョ ン の プ ロ ト コ ル バ ー ジ ョ ン 、 セ ッ シ ョ ン 所 有 者 、 セ
ッ シ ョ ン 名 、 接 続 情 報 、 セ ッ シ ョ ン の 時 間 情 報 、 メ タ デ ー タ 名 、 メ タ デ ー タ 属 性 と い っ た
情 報 が ク ラ イ ア ン ト 装 置 に 送 ら れ る 。 こ れ ら の 情 報 記 述 方 法 と し て は 、 例 え ば Ｓ Ｄ Ｐ （ Se
ssion Description Protocol） を 使 用 す る 。 次 に ク ラ イ ア ン ト 装 置 は サ ー バ ー 装 置 に セ ッ
シ ョ ン の 構 築 を 要 求 す る （ RTSPの SETUPメ ソ ッ ド ） 。 サ ー バ ー 装 置 は ス ト リ ー ミ ン グ の 準
備 を 整 え 、 セ ッ シ ョ ン Ｉ Ｄ を ク ラ イ ア ン ト 装 置 に 返 す 。 こ こ ま で の 処 理 が Ｒ Ｔ Ｐ を 用 い る
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場 合 の ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ０ ２ の 処 理 で あ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 Ｒ Ｔ Ｐ で は な く Ｈ Ｔ Ｔ Ｐ が 使 わ れ て い る 場 合 の 通 信 手 順 は 、 例 え ば 図 １ ０ の よ う に 行 う
。 ま ず 、 Ｈ Ｔ Ｔ Ｐ よ り 下 位 の 階 層 で あ る Ｔ Ｃ Ｐ で の セ ッ シ ョ ン 構 築 （ 3 way handshake）
を 行 う 。 こ こ で 、 先 ほ ど と 同 様 に 、 再 生 さ れ る 動 画 像 に 対 応 し た デ ー タ を 配 信 す る サ ー バ
ー の ア ド レ ス は 予 め ク ラ イ ア ン ト に 知 ら さ れ て い る も の と す る 。 こ の 後 、 ク ラ イ ア ン ト 装
置 の 状 態 （ 例 え ば 、 製 造 国 、 言 語 、 各 種 パ ラ メ ー タ の 選 択 状 態 等 ） を Ｓ Ｄ Ｐ 等 を 用 い て サ
ー バ ー 装 置 に 送 る 処 理 が 行 わ れ る よ う に し て も よ い 。 こ こ ま で が Ｈ Ｔ Ｔ Ｐ の 場 合 の ス テ ッ
プ Ｓ ３ ７ ０ ２ の 処 理 と な る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ０ ３ で は 、 サ ー バ ー 装 置 と ク ラ イ ア ン ト 装 置 間 の セ ッ シ ョ ン が 構 築 さ れ
た 状 態 で 、 サ ー バ ー に Vclickデ ー タ 送 信 を 要 求 す る 処 理 を 行 う 。 こ れ は イ ン タ フ ェ ー ス ・
ハ ン ド ラ ー が ネ ッ ト ワ ー ク ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ ０ ８ に 指 示 を 出 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク ・ マ ネ ー ジ
ャ ー ２ ０ ８ が サ ー バ ー に 要 求 を 出 す こ と に よ り 行 わ れ る 。 Ｒ Ｔ Ｐ の 場 合 に は 、 ネ ッ ト ワ ー
ク ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ ０ ８ は RTSPの PLAYメ ソ ッ ド を サ ー バ ー に 送 る こ と で Vclickデ ー タ 送 信
を 要 求 す る 。 サ ー バ ー 装 置 は 、 こ れ ま で に ク ラ イ ア ン ト か ら 受 け 取 っ た 情 報 と サ ー バ ー 装
置 内 に あ る Vclickイ ン フ ォ を 参 照 し て 送 信 す べ き Vclickス ト リ ー ム を 特 定 す る 。 さ ら に 、
Vclickデ ー タ 送 信 要 求 に 含 ま れ る 再 生 開 始 位 置 の タ イ ム ス タ ン プ 情 報 と サ ー バ ー 装 置 内 に
あ る Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル を 用 い て Vclickス ト リ ー ム 中 の 送 信 開 始 位 置 を 特 定 し 、 Vc
lickス ト リ ー ム を パ ケ ッ ト 化 し て Ｒ Ｔ Ｐ に よ り ク ラ イ ア ン ト 装 置 に 送 る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 一 方 Ｈ Ｔ Ｔ Ｐ の 場 合 に は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ ０ ８ は HTTPの GETメ ソ ッ ド を
送 信 す る こ と に よ り Vclickデ ー タ 送 信 を 要 求 す る 。 こ の 要 求 に は 、 動 画 像 の 再 生 開 始 位 置
の タ イ ム ス タ ン プ の 情 報 を 含 め て も 良 い 。 サ ー バ ー 装 置 は 、 Ｒ Ｔ Ｐ の 時 と 同 様 の 方 法 に よ
り 送 信 す べ き Vclickス ト リ ー ム と 、 こ の ス ト リ ー ム 中 の 送 信 開 始 位 置 を 特 定 し 、 Vclickス
ト リ ー ム を Ｈ Ｔ Ｔ Ｐ に よ り ク ラ イ ア ン ト 装 置 に 送 る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ０ ４ で は 、 サ ー バ ー か ら 送 ら れ て く る Vclickス ト リ ー ム を バ ッ フ
ァ ２ ０ ９ に バ ッ フ ァ リ ン グ す る 処 理 を 行 う 。 こ れ は 、 Vclickス ト リ ー ム の 再 生 中 に サ ー バ
ー か ら の Vclickス ト リ ー ム 送 信 が 間 に 合 わ ず 、 バ ッ フ ァ が 空 に な っ て し ま う こ と を さ け る
た め に 行 わ れ る 。 メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０ か ら バ ッ フ ァ に 十 分 な Vclickス ト リ ー
ム が 蓄 積 さ れ た こ と が イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー に 通 知 さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ０ ５
の 処 理 に 移 る 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ０ ５ で は 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー が コ ン ト ロ ー ラ ２
０ ５ に 動 画 像 の 再 生 開 始 命 令 を 出 し 、 さ ら に メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０ に Vclickス
ト リ ー ム の メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ ２ １ ７ へ の 送 出 を 開 始 す る よ う 命 令 を 出 す 。
【 ０ １ １ ８ 】
（ ８ － ２ ） 第 ２ の 再 生 手 順
　 図 ３ ８ は 図 ３ ７ と は 別 の 再 生 開 始 処 理 の 手 順 を 説 明 す る 流 れ 図 で あ る 。 図 ３ ７ の 流 れ 図
で 説 明 さ れ る 処 理 で は 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 状 態 や サ ー バ ー 、 ク ラ イ ア ン ト 装 置 の 処 理 能 力 に
よ り 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ０ ４ で の Vclickス ト リ ー ム を 一 定 量 バ ッ フ ァ リ ン グ す る 処 理 に 時 間
が か か る 場 合 が あ る 。 す な わ ち 、 ユ ー ザ が 再 生 を 指 示 し て か ら 実 際 に 再 生 が 始 ま る ま で に
時 間 が か か っ て し ま う こ と が あ る 。 図 ３ ８ の 処 理 手 順 で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ０ ０ で ユ ー ザ
が 再 生 開 始 を 指 示 す る と 、 次 の ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ０ １ で 直 ち に 動 画 像 の 再 生 が 開 始 さ れ る 。
す な わ ち 、 ユ ー ザ か ら の 再 生 開 始 指 示 を 受 け た イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ は 、 直
ち に コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ ５ に 再 生 開 始 命 令 を 出 す 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 再 生 を 指 示 し て か
ら 動 画 像 を 視 聴 す る ま で 待 た さ れ る こ と が な く な る 。 次 の 処 理 ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ０ ２ か ら ス
テ ッ プ Ｓ ３ ８ ０ ５ ま で は 、 図 ３ ７ の ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ０ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ０ ４ と 同 一 の
処 理 で あ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ０ ６ で は 、 再 生 中 の 動 画 像 に 同 期 さ せ て Vclickス ト リ ー ム を 復 号 す る 処
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理 を 行 う 。 す な わ ち 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ は 、 メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー
２ １ ０ か ら バ ッ フ ァ に 一 定 量 の Vclickス ト リ ー ム が 蓄 積 さ れ た 通 知 を 受 け 取 る と 、 メ タ デ
ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０ に Vclickス ト リ ー ム の メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ へ の 送 出 開 始 を 命
令 す る 。 メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０ は イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー か ら 再 生 中 の 動
画 像 の タ イ ム ス タ ン プ を 受 け 取 り 、 バ ッ フ ァ に 蓄 積 さ れ た デ ー タ か ら こ の タ イ ム ス タ ン プ
に 該 当 す る Vclick_AUを 特 定 し 、 メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ へ 送 出 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 図 ３ ８ の 処 理 手 順 で は 、 ユ ー ザ は 再 生 を 指 示 し て か ら 動 画 像 を 視 聴 す る ま で 待 た さ れ る
こ と が な い が 、 再 生 開 始 直 後 は Vclickス ト リ ー ム の 復 号 が 行 わ れ な い た め 、 オ ブ ジ ェ ク ト
に 関 す る 表 示 が 行 わ れ な か っ た り 、 オ ブ ジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し て も 何 も 動 作 が 起 こ ら な か
っ た り す る 等 の 問 題 点 が あ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 動 画 像 の 再 生 中 、 ク ラ イ ア ン ト 装 置 の ネ ッ ト ワ ー ク ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ ０ ８ は サ ー バ ー 装
置 か ら 次 々 に 送 ら れ て く る Vclickス ト リ ー ム を 受 信 し 、 バ ッ フ ァ ２ ０ ９ に 蓄 積 す る 。 蓄 積
さ れ た オ ブ ジ ェ ク ト ・ メ タ デ ー タ は 適 切 な タ イ ミ ン グ で メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ ２ １ ７ に 送
ら れ る 。 す な わ ち 、 メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ ０ ８ は 、 メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １
０ か ら 送 ら れ て く る 再 生 中 の 動 画 像 の タ イ ム ス タ ン プ を 参 照 し 、 バ ッ フ ァ ２ ０ ９ に 蓄 積 さ
れ て い る デ ー タ か ら そ の タ イ ム ス タ ン プ に 対 応 し た Vclick_AUを 特 定 し 、 こ の 特 定 さ れ た
オ ブ ジ ェ ク ト ・ メ タ デ ー タ を Ａ Ｕ 単 位 で メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ ２ １ ７ に 送 る 。 メ タ デ ー タ
・ デ コ ー ダ ２ １ ７ は 受 け 取 っ た デ ー タ を 復 号 す る 。 た だ し 、 ク ラ イ ア ン ト 装 置 が 現 在 選 択
し て い る カ メ ラ ア ン グ ル と 異 な る カ メ ラ ア ン グ ル 用 の デ ー タ の 復 号 は 行 わ な い よ う に し て
も 良 い 。 ま た 、 再 生 中 の 動 画 像 の タ イ ム ス タ ン プ に 対 応 し た Vclick_AUが す で に メ タ デ ー
タ ・ デ コ ー ダ ２ １ ７ に あ る こ と が わ か っ て い る 場 合 に は 、 オ ブ ジ ェ ク ト ・ メ タ デ ー タ を メ
タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ に 送 ら な い よ う に し て も 良 い 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 再 生 中 の 動 画 像 の タ イ ム ス タ ン プ は 逐 次 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー か ら メ タ デ ー タ ・
デ コ ー ダ ２ １ ７ に 送 ら れ て い る 。 メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ で は こ の タ イ ム ス タ ン プ に 同 期 さ
せ て Vclick_AUを 復 号 し 、 必 要 な デ ー タ を Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ー ２ １ ８ に 送 る 。 例 え ば 、 Vclick_
AUに 記 述 さ れ た 属 性 情 報 に よ り オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 の 表 示 が 指 示 さ れ て い る 場 合 に は 、 オ ブ
ジ ェ ク ト 領 域 の マ ス ク 画 像 や 輪 郭 線 等 を 生 成 し 、 再 生 中 の 動 画 像 の タ イ ム ス タ ン プ に 合 わ
せ て Ａ ／ Ｖ レ ン ダ ラ ー ２ １ ８ に 送 る 。 ま た 、 メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ は 再 生 中 の 動 画 像 の タ
イ ム ス タ ン プ と Vclick_AUの 有 効 時 刻 と を 比 較 し 、 不 要 に な っ た 古 い オ ブ ジ ェ ク ト ・ メ タ
デ ー タ を 判 定 し て そ の デ ー タ を 削 除 す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
（ ８ － ３ ） 再 生 停 止 処 理 の 手 順
　 図 ３ ９ は 再 生 停 止 処 理 の 手 順 を 説 明 す る 流 れ 図 で あ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ９ ０ ０ で は 、 ユ ー ザ に よ り 動 画 像 の 再 生 中 に 再 生 停 止 が 指 示 さ れ る 。 次 に
ス テ ッ プ Ｓ ３ ９ ０ １ で 動 画 像 再 生 を 停 止 す る 処 理 が 行 わ れ る 。 こ れ は イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ
ン ド ラ ー ２ ０ ７ が コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ ５ に 停 止 命 令 を 出 す こ と に よ り 行 わ れ る 。 ま た 、 同 時
に イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー は メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０ に オ ブ ジ ェ ト ・ メ タ デ
ー タ の メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ へ の 送 出 停 止 を 命 令 す る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ９ ０ ２ は サ ー バ ー と の セ ッ シ ョ ン を 切 断 す る 処 理 で あ る 。 Ｒ Ｔ Ｐ を 用 い て
い る 場 合 に は 、 図 ９ に 示 す よ う に RTSPの TEARDOWNメ ソ ッ ド を サ ー バ ー に 送 る 。 TEARDOWNの
メ ッ セ ー ジ を 受 け 取 っ た サ ー バ ー 装 置 は デ ー タ 送 信 を 中 止 し て セ ッ シ ョ ン を 終 了 し 、 ク ラ
イ ア ン ト 装 置 に 確 認 メ ッ セ ー ジ を 送 る 。 こ の 処 理 に よ り 、 セ ッ シ ョ ン に 使 用 し て い た セ ッ
シ ョ ン Ｉ Ｄ が 無 効 と な る 。 一 方 、 HTTPを 用 い て い る 場 合 に は 、 図 １ ０ に 示 さ れ て い る よ う
に HTTPの Closeメ ソ ッ ド を サ ー バ ー に 送 り 、 セ ッ シ ョ ン を 終 了 さ せ る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
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（ ９ ） Vclickデ ー タ が サ ー バ ー 装 置 に あ る 場 合 の ラ ン ダ ム ア ク セ ス 手 順
　 次 に 、 Vclickス ト リ ー ム が サ ー バ ー 装 置 ２ ０ １ 上 に あ る 場 合 に お け る ラ ン ダ ム ア ク セ ス
再 生 の 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
（ ９ － １ ） 第 １ の 手 順
　 図 ４ ０ は ユ ー ザ が ラ ン ダ ム ア ク セ ス 再 生 の 開 始 を 指 示 し て か ら 再 生 が 開 始 さ れ る ま で の
第 １ の 処 理 手 順 を 表 す 流 れ 図 で あ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 ま ず ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ０ ０ で ユ ー ザ に よ り ラ ン ダ ム ア ク セ ス 再 生 の 開 始 指 示 が 入 力 さ れ る
。 入 力 の 方 法 と し て は 、 チ ャ プ タ ー 等 の ア ク セ ス 可 能 位 置 の リ ス ト か ら ユ ー ザ が 選 択 す る
方 法 、 動 画 像 の タ イ ム ス タ ン プ に 対 応 づ け ら れ た ス ラ イ ド バ ー 上 か ら ユ ー ザ が 一 点 を 指 定
す る 方 法 、 直 接 動 画 像 の タ イ ム ス タ ン プ を 入 力 す る 方 法 等 が あ る 。 入 力 さ れ た タ イ ム ス タ
ン プ は 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ が 受 け 取 り 、 動 画 再 生 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ ５ に
動 画 像 再 生 準 備 の 命 令 を 出 す 。 も し も す で に 動 画 像 を 再 生 中 で あ る 場 合 に は 、 再 生 中 の 動
画 像 の 再 生 停 止 を 指 示 し て か ら 動 画 像 再 生 準 備 の 命 令 を 出 す 。 次 に 、 分 岐 処 理 ス テ ッ プ Ｓ
４ ０ ０ １ と し て 、 す で に サ ー バ ー 装 置 ２ ０ １ と の セ ッ シ ョ ン が 構 築 さ れ て い る か ど う か の
判 定 を 行 う 。 動 画 像 を 再 生 中 で あ る 場 合 等 、 す で に セ ッ シ ョ ン が 構 築 さ れ て い る 場 合 に は
ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ０ ２ の セ ッ シ ョ ン 切 断 処 理 を 行 う 。 セ ッ シ ョ ン が ま だ 構 築 さ れ て い れ ば ス
テ ッ プ Ｓ ４ ０ ０ ２ の 処 理 を 行 わ ず に ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ０ ３ に 処 理 を 移 す 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ０
３ で は サ ー バ ー と ク ラ イ ア ン ト 間 の セ ッ シ ョ ン を 構 築 す る 処 理 を 行 う 。 こ の 処 理 は 図 ３ ７
の ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ０ ２ と 同 一 の 処 理 で あ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 次 に ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ０ ４ で は 、 サ ー バ ー 装 置 と ク ラ イ ア ン ト 装 置 間 の セ ッ シ ョ ン が 構 築
さ れ た 状 態 で 、 サ ー バ ー に 再 生 開 始 位 置 の タ イ ム ス タ ン プ を 指 定 し て Vclickデ ー タ 送 信 を
要 求 す る 処 理 を 行 う 。 こ れ は イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー が ネ ッ ト ワ ー ク ・ マ ネ ー ジ ャ ー
２ ０ ８ に 指 示 を 出 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ ０ ８ が サ ー バ ー に 要 求 を 出 す こ と に
よ り 行 わ れ る 。 Ｒ Ｔ Ｐ の 場 合 に は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ ０ ８ は RTSPの PLAYメ ソ
ッ ド を サ ー バ ー に 送 る こ と で Vclickデ ー タ 送 信 を 要 求 す る 。 こ の と き 、 Range記 述 を 用 い
る 等 の 方 法 で 再 生 開 始 位 置 を 特 定 す る タ イ ム ス タ ン プ も サ ー バ ー に 送 る 。 サ ー バ ー 装 置 は
、 こ れ ま で に ク ラ イ ア ン ト か ら 受 け 取 っ た 情 報 と サ ー バ ー 装 置 内 に あ る Vclickイ ン フ ォ を
参 照 し て 送 信 す べ き オ ブ ジ ェ ク ト ・ メ タ デ ー タ ・ ス ト リ ー ム を 特 定 す る 。 さ ら に 、 Vclick
デ ー タ 送 信 要 求 に 含 ま れ る 再 生 開 始 位 置 の タ イ ム ス タ ン プ 情 報 と サ ー バ ー 装 置 内 に あ る Vc
lickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル を 用 い て Vclickス ト リ ー ム 中 の 送 信 開 始 位 置 を 特 定 し 、 Vclickス
ト リ ー ム を パ ケ ッ ト 化 し て Ｒ Ｔ Ｐ に よ り ク ラ イ ア ン ト 装 置 に 送 る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 一 方 Ｈ Ｔ Ｔ Ｐ の 場 合 に は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ ０ ８ は HTTPの GETメ ソ ッ ド を
送 信 す る こ と に よ り Vclickデ ー タ 送 信 を 要 求 す る 。 こ の 要 求 に は 、 動 画 像 の 再 生 開 始 位 置
の タ イ ム ス タ ン プ の 情 報 が 含 ま れ て い る 。 サ ー バ ー 装 置 は Ｒ Ｔ Ｐ の 時 と 同 様 に 、 Vclick情
報 フ ァ イ ル を 参 照 し て 送 信 す べ き Vclickス ト リ ー ム を 特 定 し 、 さ ら に タ イ ム ス タ ン プ 情 報
と サ ー バ ー 装 置 内 に あ る Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル を 用 い て Vclickス ト リ ー ム 中 の 送 信 開
始 位 置 を 特 定 し 、 Vclickス ト リ ー ム を Ｈ Ｔ Ｔ Ｐ に よ り ク ラ イ ア ン ト 装 置 に 送 る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ０ ５ で は 、 サ ー バ ー か ら 送 ら れ て く る Vclickス ト リ ー ム を バ ッ フ
ァ ２ ０ ９ に バ ッ フ ァ リ ン グ す る 処 理 を 行 う 。 こ れ は 、 Vclickス ト リ ー ム の 再 生 中 に サ ー バ
ー か ら の Vclickス ト リ ー ム 送 信 が 間 に 合 わ ず 、 バ ッ フ ァ が 空 に な っ て し ま う こ と を さ け る
た め に 行 わ れ る 。 メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０ か ら バ ッ フ ァ に 十 分 な Vclickス ト リ ー
ム が 蓄 積 さ れ た こ と が イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー に 通 知 さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ０ ６
の 処 理 に 移 る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ０ ６ で は 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー が コ ン ト ロ ー ラ ２
０ ５ に 動 画 像 の 再 生 開 始 命 令 を 出 し 、 さ ら に メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０ に Vclickス
ト リ ー ム の メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ へ の 送 出 を 開 始 す る よ う 命 令 を 出 す 。
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【 ０ １ ３ ２ 】
（ ９ － ２ ） 第 ２ の 手 順
　 図 ４ １ は 図 ４ ０ と は 第 ２ の ラ ン ダ ム ア ク セ ス 再 生 開 始 処 理 の 手 順 を 説 明 す る 流 れ 図 で あ
る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 図 ４ ０ の 流 れ 図 で 説 明 さ れ る 処 理 で は 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 状 態 や サ ー バ ー 、 ク ラ イ ア ン ト
装 置 の 処 理 能 力 に よ り 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ０ ５ で の Vclickス ト リ ー ム を 一 定 量 バ ッ フ ァ リ ン
グ す る 処 理 に 時 間 が か か る 場 合 が あ る 。 す な わ ち 、 ユ ー ザ が 再 生 を 指 示 し て か ら 実 際 に 再
生 が 始 ま る ま で に 時 間 が か か っ て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 こ れ に 対 し 、 図 ４ １ の 処 理 手 順 で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ ０ ０ で ユ ー ザ が 再 生 開 始 を 指 示 す
る と 、 次 の ス テ ッ プ Ｓ ４ １ ０ １ で 直 ち に 動 画 像 の 再 生 が 開 始 さ れ る 。 す な わ ち 、 ユ ー ザ か
ら の 再 生 開 始 指 示 を 受 け た イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ は 、 直 ち に コ ン ト ロ ー ラ ２
０ ５ に ラ ン ダ ム ア ク セ ス 再 生 開 始 命 令 を 出 す 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 再 生 を 指 示 し て か ら
動 画 像 を 視 聴 す る ま で 待 た さ れ る こ と が な く な る 。 次 か ら の 処 理 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ ０ ２ か ら
ス テ ッ プ Ｓ ４ １ ０ ６ ま で は 、 図 ４ ０ の ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ０ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ０ ５ と 同 一
の 処 理 で あ る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ ０ ７ で は 、 再 生 中 の 動 画 像 に 同 期 さ せ て Vclickス ト リ ー ム を 復 号 す る 処
理 を 行 う 。 す な わ ち 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ は 、 メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー
２ １ ０ か ら バ ッ フ ァ に 一 定 量 の Vclickス ト リ ー ム が 蓄 積 さ れ た 通 知 を 受 け 取 る と 、 メ タ デ
ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０ に Vclickス ト リ ー ム の メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ へ の 送 出 開 始 を 命
令 す る 。 メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０ は イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー か ら 再 生 中 の 動
画 像 の タ イ ム ス タ ン プ を 受 け 取 り 、 バ ッ フ ァ に 蓄 積 さ れ た デ ー タ か ら こ の タ イ ム ス タ ン プ
に 該 当 す る Vclick_AUを 特 定 し 、 メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ へ 送 出 す る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 図 ４ １ の 処 理 手 順 で は 、 ユ ー ザ は 再 生 を 指 示 し て か ら 動 画 像 を 視 聴 す る ま で 待 た さ れ る
こ と が な い が 、 再 生 開 始 直 後 は Vclickス ト リ ー ム の 復 号 が 行 わ れ な い た め 、 オ ブ ジ ェ ク ト
に 関 す る 表 示 が 行 わ れ な か っ た り 、 オ ブ ジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し て も 何 も 動 作 が 起 こ ら な い
等 の 問 題 点 が あ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 な お 、 動 画 像 の 再 生 中 の 処 理 と 動 画 像 停 止 処 理 は 通 常 の 再 生 処 理 の 場 合 と 同 一 で あ る た
め 、 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
（ １ ０ ） Vclickデ ー タ が ク ラ イ ア ン ト 装 置 に あ る 場 合 の 再 生 手 順
　 次 に 、 Vclickス ト リ ー ム が 動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ 上 に あ る 場 合 に お け る 再 生 処 理
の 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 図 ４ ２ は ユ ー ザ が 再 生 開 始 を 指 示 し て か ら 再 生 が 開 始 さ れ る ま で の 再 生 開 始 処 理 手 順 を
表 す 流 れ 図 で あ る 。 ま ず ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ ０ ０ で ユ ー ザ に よ り 再 生 開 始 の 指 示 が 入 力 さ れ る
。 こ の 入 力 は 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ が 受 け 取 り 、 動 画 再 生 コ ン ト ロ ー ラ ２
０ ５ に 動 画 像 再 生 準 備 の 命 令 を 出 す 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ ０ １ で は 、 使 用 す る Vclickス
ト リ ー ム を 特 定 す る 処 理 が 行 わ れ る 。 こ の 処 理 で は 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー は 動 画
像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ 上 に あ る Vclick情 報 フ ァ イ ル を 参 照 し 、 ユ ー ザ が 再 生 を 指 定 し た
動 画 像 に 対 応 す る Vclickス ト リ ー ム を 特 定 す る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ ０ ２ で は 、 バ ッ フ ァ に Vclickス ト リ ー ム を 格 納 す る 処 理 が 行 わ れ る 。 こ
の 処 理 を 行 う た め 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ は ま ず メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー
２ １ ０ に バ ッ フ ァ を 確 保 す る 命 令 を 出 す 。 確 保 す べ き バ ッ フ ァ の サ イ ズ は 、 特 定 さ れ た Vc
lickス ト リ ー ム を 格 納 す る の に 十 分 な サ イ ズ と し て 決 め ら れ る が 、 通 常 は こ の サ イ ズ を 記
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述 し た バ ッ フ ァ 初 期 化 用 文 書 が 動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ に 記 録 さ れ て い る 。 初 期 化 用
文 書 が な い 場 合 に は 、 予 め 決 め ら れ て い る サ イ ズ を 適 用 す る 。 バ ッ フ ァ の 確 保 が 完 了 す る
と 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ は コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ ５ に 特 定 さ れ た Vclickス ト リ
ー ム を 読 み 出 し て バ ッ フ ァ に 格 納 す る 命 令 を 出 す 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 Vclickス ト リ ー ム が バ ッ フ ァ に 格 納 さ れ る と 、 次 に ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ ０ ３ の 再 生 開 始 処 理
が 行 わ れ る 。 こ の 処 理 で は 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ が 動 画 再 生 コ ン ト ロ ー ラ
２ ０ ５ に 動 画 像 の 再 生 命 令 を 出 し 、 同 時 に メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０ に Vclickス ト
リ ー ム の メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ へ の 送 出 を 開 始 す る よ う 命 令 を 出 す 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 動 画 像 の 再 生 中 、 動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ か ら 読 み 出 さ れ た Vclick_AUは バ ッ フ ァ
２ ０ ９ に 蓄 積 さ れ る 。 蓄 積 さ れ た Vclickス ト リ ー ム は 適 切 な タ イ ミ ン グ で メ タ デ ー タ ・ デ
コ ー ダ ２ １ ７ に 送 ら れ る 。 す な わ ち 、 メ タ デ ー タ ・ マ ネ ー ジ ャ ー ２ ０ ８ は 、 メ タ デ ー タ ・
マ ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０ か ら 送 ら れ て く る 再 生 中 の 動 画 像 の タ イ ム ス タ ン プ を 参 照 し 、 バ ッ フ
ァ ２ ０ ９ に 蓄 積 さ れ て い る デ ー タ か ら そ の タ イ ム ス タ ン プ に 対 応 し た Vclick_AUを 特 定 し
、 こ の 特 定 さ れ た Vclick_AUを メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ ２ １ ７ に 送 る 。 メ タ デ ー タ ・ デ コ ー
ダ ２ １ ７ は 受 け 取 っ た デ ー タ を 復 号 す る 。 た だ し 、 ク ラ イ ア ン ト 装 置 が 現 在 選 択 し て い る
カ メ ラ ア ン グ ル と 異 な る カ メ ラ ア ン グ ル 用 の デ ー タ の 復 号 は 行 わ な い よ う に し て も 良 い 。
ま た 、 再 生 中 の 動 画 像 の タ イ ム ス タ ン プ に 対 応 し た Vclick_AUが す で に メ タ デ ー タ ・ デ コ
ー ダ ２ １ ７ に あ る こ と が わ か っ て い る 場 合 に は 、 Vclickス ト リ ー ム を メ タ デ ー タ ・ デ コ ー
ダ に 送 ら な い よ う に し て も 良 い 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 再 生 中 の 動 画 像 の タ イ ム ス タ ン プ は 逐 次 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー か ら メ タ デ ー タ ・
デ コ ー ダ ２ １ ７ に 送 ら れ て い る 。 メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ で は こ の タ イ ム ス タ ン プ に 同 期 さ
せ て Vclick_AUを 復 号 し 、 必 要 な デ ー タ を Ａ Ｖ レ ン ダ ラ ー ２ １ ８ に 送 る 。 例 え ば 、 オ ブ ジ
ェ ク ト ・ メ タ デ ー タ の Ａ Ｕ に 記 述 さ れ た 属 性 情 報 に よ り オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 の 表 示 が 指 示 さ
れ て い る 場 合 に は 、 オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 の マ ス ク 画 像 や 輪 郭 線 等 を 生 成 し 、 再 生 中 の 動 画 像
の タ イ ム ス タ ン プ に 合 わ せ て Ａ ／ Ｖ レ ン ダ ラ ー ２ １ ８ に 送 る 。 ま た 、 メ タ デ ー タ ・ デ コ ー
ダ は 再 生 中 の 動 画 像 の タ イ ム ス タ ン プ と Vclick_AUの 有 効 時 刻 と を 比 較 し 、 不 要 に な っ た
古 い Vclick_AUを 判 定 し て そ の デ ー タ を 削 除 す る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 ユ ー ザ に よ り 動 画 像 の 再 生 中 に 再 生 停 止 が 指 示 さ れ る と 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー
２ ０ ７ は コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ ５ に 動 画 像 再 生 の 停 止 命 令 と 、 Vclickス ト リ ー ム の 読 み 出 し の
停 止 命 令 を 出 す 。 こ の 指 示 に よ り 、 動 画 像 の 再 生 が 終 了 す る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
（ １ １ ） Vclickデ ー タ が ク ラ イ ア ン ト 装 置 に あ る 場 合 の ラ ン ダ ム ア ク セ ス 手 順
　 次 に 、 Vclickス ト リ ー ム が 動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ 上 に あ る 場 合 に お け る ラ ン ダ ム
ア ク セ ス 再 生 の 処 理 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 図 ４ ３ は ユ ー ザ が ラ ン ダ ム ア ク セ ス 再 生 の 開 始 を 指 示 し て か ら 再 生 が 開 始 さ れ る ま で の
処 理 手 順 を 表 す 流 れ 図 で あ る 。 ま ず ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ ０ ０ で ユ ー ザ に よ り ラ ン ダ ム ア ク セ ス
再 生 開 始 の 指 示 が 入 力 さ れ る 。 入 力 の 方 法 と し て は 、 チ ャ プ タ ー 等 の ア ク セ ス 可 能 位 置 の
リ ス ト か ら ユ ー ザ が 選 択 す る 方 法 、 動 画 像 の タ イ ム ス タ ン プ に 対 応 づ け ら れ た ス ラ イ ド バ
ー 上 か ら ユ ー ザ が 一 点 を 指 定 す る 方 法 、 直 接 動 画 像 の タ イ ム ス タ ン プ を 入 力 す る 方 法 等 が
あ る 。 入 力 さ れ た タ イ ム ス タ ン プ は 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ が 受 け 取 り 、 動
画 再 生 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ ５ に 動 画 像 の ラ ン ダ ム ア ク セ ス 再 生 準 備 の 命 令 を 出 す 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ ０ １ で は 、 使 用 す る Vclickス ト リ ー ム を 特 定 す る 処 理 が 行 わ れ る
。 こ の 処 理 で は 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー は 動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ 上 に あ る Vc
lick情 報 フ ァ イ ル を 参 照 し 、 ユ ー ザ が 再 生 を 指 定 し た 動 画 像 に 対 応 す る Vclickス ト リ ー ム

10

20

30

40

50

(27) JP 2006-50105 A 2006.2.16



を 特 定 す る 。 さ ら に 、 動 画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ３ １ 上 に あ る Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル 、
も し く は メ モ リ 上 に 読 み 込 ん で あ る Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル を 参 照 し 、 動 画 像 の ラ ン ダ
ム ア ク セ ス 先 に 対 応 す る Vclickス ト リ ー ム 中 の ア ク セ ス ポ イ ン ト を 特 定 す る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ ０ ２ は 分 岐 処 理 で あ り 、 特 定 さ れ た Vclickス ト リ ー ム が 現 在 バ ッ フ ァ ２
０ ９ に 読 み 込 ま れ て い る か ど う か を 判 定 す る 。 バ ッ フ ァ に 読 み 込 ま れ て い な い 場 合 に は ス
テ ッ プ Ｓ ４ ３ ０ ３ の 処 理 を 行 っ て か ら ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ ０ ４ の 処 理 に 移 る 。 現 在 バ ッ フ ァ に
読 み 込 ま れ て い る 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ ０ ３ の 処 理 は 行 わ ず に ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ ０ ４ の
処 理 に 移 る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ ０ ４ は 動 画 像 の ラ ン ダ ム ア ク セ ス 再 生 開 始 、 及 び Vclickス ト
リ ー ム の 復 号 開 始 で あ る 。 こ の 処 理 で は 、 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ が 動 画 再 生
コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ ５ に 動 画 像 の ラ ン ダ ム ア ク セ ス 再 生 命 令 を 出 し 、 同 時 に メ タ デ ー タ ・ マ
ネ ー ジ ャ ー ２ １ ０ に Vclickス ト リ ー ム の メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ へ の 送 出 を 開 始 す る よ う 命
令 を 出 す 。 そ の 後 は 動 画 像 の 再 生 に 同 期 さ せ て Vclickス ト リ ー ム の 復 号 処 理 が 行 わ れ る 。
動 画 像 再 生 中 、 及 び 動 画 像 再 生 停 止 処 理 に つ い て は 通 常 の 再 生 処 理 と 同 一 で あ る た め 、 説
明 は 省 略 す る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
（ １ ２ ） ク リ ッ ク か ら 関 連 情 報 表 示 ま で の 手 順
　 次 に 、 ユ ー ザ が マ ウ ス 等 の ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス を 使 っ て オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 内 を ク リ
ッ ク し た 場 合 の ク ラ イ ア ン ト 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ユ ー ザ が ク リ ッ ク を 行 う と 、
ま ず 動 画 像 上 の ク リ ッ ク さ れ た 座 標 位 置 が イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー ２ ０ ７ に 入 力 さ れ
る 。 イ ン タ フ ェ ー ス ・ ハ ン ド ラ ー は メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ ２ １ ７ に ク リ ッ ク 時 の 動 画 像 の
タ イ ム ス タ ン プ と 座 標 を 送 る 。 メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ は タ イ ム ス タ ン プ と 座 標 か ら 、 ユ ー
ザ に よ っ て 指 示 さ れ た オ ブ ジ ェ ク ト が ど れ で あ る か を 特 定 す る 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ で は 、 動 画 像 の 再 生 に 同 期 さ せ て Vclickス ト リ ー ム を デ コ ー ド し
て お り 、 従 っ て ク リ ッ ク さ れ た 時 の タ イ ム ス タ ン プ に お け る オ ブ ジ ェ ク ト の 領 域 が 生 成 さ
れ て い る た め 、 こ の 処 理 は 容 易 に 実 行 で き る 。 ク リ ッ ク さ れ た 座 標 に 複 数 の オ ブ ジ ェ ク ト
領 域 が 存 在 す る 場 合 に は 、 Vclick_AU内 に 含 ま れ る 階 層 情 報 を 参 照 し て 最 も 前 面 に あ る オ
ブ ジ ェ ク ト を 特 定 す る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 ユ ー ザ に よ っ て 指 定 さ れ た オ ブ ジ ェ ク ト が 特 定 さ れ る と 、 メ タ デ ー タ ・ デ コ ー ダ ２ １ ７
は そ の オ ブ ジ ェ ク ト 属 性 情 報 ４ ０ ３ に 記 述 さ れ た ア ク シ ョ ン 記 述 （ 動 作 を 指 示 す る ス ク リ
プ ト ） を ス ク リ プ ト ・ イ ン タ プ リ タ ２ １ ２ に 送 る 。 ア ク シ ョ ン 記 述 を 受 け 取 っ た ス ク リ プ
ト ・ イ ン タ プ リ タ は そ の 動 作 内 容 を 解 釈 し 、 実 行 す る 。 例 え ば 、 指 定 さ れ た Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ フ ァ
イ ル の 表 示 を 行 っ た り 、 指 定 さ れ た 動 画 像 の 再 生 を 開 始 し た り す る 。 こ れ ら Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ フ ァ
イ ル や 動 画 像 デ ー タ は 、 ク ラ イ ア ン ト 装 置 ２ ０ ０ に 記 録 さ れ て い る 場 合 、 サ ー バ ー 装 置 ２
０ １ か ら ネ ッ ト ワ ー ク 経 由 で 送 ら れ て く る 場 合 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 の 別 の サ ー バ ー 上 に 存 在
し て い る 場 合 の い ず れ で も 良 い 。
【 ０ １ ５ ２ 】
（ １ ３ ） デ ー タ 構 造 の 詳 細
　 次 に 、 よ り 具 体 的 な デ ー タ 構 造 の 構 成 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ で 説 明 し た と お り 、 Vc
lickス ト リ ー ム ５ ０ ６ は Vclickス ト リ ー ム の ヘ ッ ダ と 複 数 の Vclick AUか ら 成 る 。 図 １ １
は Vclickス ト リ ー ム の ヘ ッ ダ の デ ー タ 構 造 の 例 で あ る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意 味 は 以 下 の 通 り
で あ る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 vclick_versionは 、 Vclickス ト リ ー ム の ヘ ッ ダ の 始 ま り を 示 す と と も に 、 フ ォ ー マ ッ ト
の バ ー ジ ョ ン を 指 定 す る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 vclick_lengthは 、 こ の Vclickス ト リ ー ム に お け る vclick_lengthよ り 後 の 部 分 の デ ー タ
長 を バ イ ト で 指 定 す る 。
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【 ０ １ ５ ５ 】
　 次 に 、 Vclick AUの 詳 細 な デ ー タ 構 造 を 説 明 す る 。 Vclick AUの 大 ま か な デ ー タ 構 造 は 図
４ で 説 明 し た と お り で あ る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 図 １ ２ は Vclick AUの ヘ ッ ダ ４ ０ １ の デ ー タ 構 造 の 例 で あ る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意 味 は 以
下 の 通 り で あ る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 vu_start_codeは 、 各 Vclick_AUの 始 ま り を 示 す 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 vau_lengthは 、 こ の Vclick_AUの ヘ ッ ダ に お け る vau_lengthよ り 後 の 部 分 の デ ー タ 長 を
バ イ ト で 指 定 す る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 vau_idは Vclick_AUの 識 別 Ｉ Ｄ で あ る 。 ク ラ イ ア ン ト 装 置 の 状 態 を 表 す パ ラ メ ー タ と こ
の Ｉ Ｄ に よ り 、 復 号 す べ き Vclick_AUか ど う か を 判 定 す る た め の デ ー タ で あ る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 object_idは Vclickデ ー タ で 記 述 さ れ る オ ブ ジ ェ ク ト の 識 別 番 号 で あ る 。 object_idの 同
じ 値 が 2つ の Vclick_AUの 中 で 使 用 さ れ る 場 合 、 両 者 は 意 味 的 に 同 一 の オ ブ ジ ェ ク ト 用 の デ
ー タ で あ る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 object_subidは オ ブ ジ ェ ク ト の 意 味 的 な 連 続 性 を 表 す 。 ２ つ の Vclick_AUに お い て objec
t_id及 び object_subidの 両 方 が 同 じ で あ る 場 合 、 両 者 は 連 続 的 な （ 同 一 シ ー ン に 登 場 す る
同 一 の ） オ ブ ジ ェ ク ト を 意 味 す る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 continue_flagは フ ラ グ で あ る 。 最 初 の １ ビ ッ ト が "1"で あ る 場 合 、 こ の Vclick_AUに 記
述 さ れ た オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 と 、 同 一 の object_idを 有 す る 前 の Vclick_AUに 記 述 さ れ た オ ブ
ジ ェ ク ト 領 域 と は 連 続 し て い る こ と を 示 す 。 そ う で な い 場 合 に は こ の フ ラ グ は "0"と な る
。 ２ 番 目 の ビ ッ ト は 同 様 に 、 こ の Vclick_AUに 記 述 さ れ た オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 と 、 同 一 の obj
ect_idを 有 す る 次 の Vclick_AUに 記 述 さ れ た オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 と の 連 続 性 を 示 す 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 layerは 、 オ ブ ジ ェ ク ト の 階 層 値 を 表 す 。 階 層 値 が 大 き い （ ま た は 小 さ い ） ほ ど オ ブ ジ
ェ ク ト が 画 面 上 で 手 前 に あ る こ と を 意 味 す る 。 ク リ ッ ク さ れ た 場 所 に 複 数 の オ ブ ジ ェ ク ト
が 存 在 す る 場 合 に は 、 最 も 会 装 置 が 大 き い （ ま た は 小 さ い ） オ ブ ジ ェ ク ト が ク リ ッ ク さ れ
た も の と 判 定 す る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 図 １ ３ は Vclick_AUの タ イ ム ス タ ン プ ４ ０ ２ の デ ー タ 構 造 の 例 で あ る 。 こ の 例 で は 、 動
画 像 デ ー タ 記 録 媒 体 ２ ０ ４ と し て Ｄ Ｖ Ｄ を 用 い る 場 合 を 仮 定 し て い る 。 以 下 の タ イ ム ス タ
ン プ を 用 い る こ と に よ り 、 Ｄ Ｖ Ｄ 上 の 動 画 像 の 任 意 の 時 刻 を 指 定 す る こ と が 可 能 と な り 、
動 画 像 と Vclickデ ー タ の 同 期 が 実 現 で き る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意 味 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 time_typeは 、 Ｄ Ｖ Ｄ 用 タ イ ム ス タ ン プ の 始 ま り を 示 す 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 VTSNは 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ の VTS（ ビ デ オ ・ タ イ ト ル セ ッ ト ） 番 号 を 示 す 。
【 ０ １ ６ ７ 】
TTNは 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ の タ イ ト ル ・ ド メ イ ン に お け る タ イ ト ル 番 号 を 示 す 。 Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー
ヤ の シ ス テ ム パ ラ メ ー タ SPRM(4)に ス ト ア さ れ る 値 に 相 当 す る 。
【 ０ １ ６ ８ 】

　 VTS_TTNは 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ の タ イ ト ル ・ ド メ イ ン に お け る VTSタ イ ト ル 番 号 を 示 す 。 Ｄ Ｖ
Ｄ プ レ ー ヤ の シ ス テ ム パ ラ メ ー タ SPRM(5)に ス ト ア さ れ る 値 に 相 当 す る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
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　 TT_PGCNは 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ の タ イ ト ル ・ ド メ イ ン に お け る タ イ ト ル PGC（ プ ロ グ ラ ム ・ チ
ェ ー ン ） 番 号 を 示 す 。 Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ の シ ス テ ム パ ラ メ ー タ SPRM(6)に ス ト ア さ れ る 値 に
相 当 す る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 PTTNは 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ の 部 分 タ イ ト （ Part_of_Title） 番 号 を 示 す 。 Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ の
シ ス テ ム パ ラ メ ー タ SPRM(7)に ス ト ア さ れ る 値 に 相 当 す る 。
【 ０ １ ７ １ 】
CNは 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ の セ ル 番 号 を 示 す 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 AGLNは 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ の ア ン グ ル 番 号 を 示 す 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 PTS[s .. e]は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ の 表 示 タ イ ム ス タ ン プ の う ち 、 sビ ッ ト 目 か ら eビ ッ ト 目
ま で の デ ー タ を 示 す 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 図 １ ４ は Vclick_AUの タ イ ム ス タ ン プ ・ ス キ ッ プ の デ ー タ 構 造 の 例 で あ る 。 タ イ ム ス タ
ン プ ・ ス キ ッ プ が タ イ ム ス タ ン プ の 代 わ り に Vclick_AUに 記 述 さ れ て い る 場 合 、 こ の Vclic
k_AUの タ イ ム ス タ ン プ が 直 前 の Vclick_AUの タ イ ム ス タ ン プ と 同 一 で あ る 事 を 意 味 し て い
る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意 味 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 time_typeは 、 タ イ ム ス タ ン プ ・ ス キ ッ プ の 始 ま り を 示 す 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 図 １ ５ は Vclick_AUの オ ブ ジ ェ ク ト 属 性 情 報 ４ ０ ３ の デ ー タ 構 造 の 例 で あ る 。 各 デ ー タ
要 素 の 意 味 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 attribute_lengthは 、 こ の オ ブ ジ ェ ク ト 属 性 情 報 の う ち attribute_lengthよ り 後 の 部 分
の デ ー タ 長 を バ イ ト で 指 定 す る 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 data_bytesは オ ブ ジ ェ ク ト 属 性 情 報 の デ ー タ 部 で あ る 。 こ の 部 分 に は 図 １ ６ に 示 し た 属
性 デ ー タ の １ つ ま た は 複 数 が 記 述 さ れ る 。 図 １ ８ の 最 大 値 の 欄 に は 、 そ れ ぞ れ の 属 性 に つ
い て 、 一 つ の Vclick AU内 に 記 述 可 能 な 最 大 の デ ー タ 数 の 例 を 示 し た 。 attribute_idは 各
属 性 デ ー タ 中 に 含 ま れ る Ｉ Ｄ で 、 属 性 の 種 類 を 見 分 け る た め の デ ー タ で あ る 。 名 前 属 性 は
、 オ ブ ジ ェ ク ト の 名 前 を 特 定 す る た め の 情 報 で あ る 。 ア ク シ ョ ン 属 性 は 、 動 画 像 中 の オ ブ
ジ ェ ク ト 領 域 が ク リ ッ ク さ れ た と き に 、 ど の よ う な ア ク シ ョ ン を 行 う べ き か が 記 述 さ れ る
。 輪 郭 線 属 性 は 、 オ ブ ジ ェ ク ト の 輪 郭 線 を ど の よ う に 表 示 さ せ る か の 属 性 を 表 す 。 点 滅 領
域 属 性 は 、 オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 を 点 滅 し て 表 示 す る 際 の 点 滅 色 を 特 定 す る 。 モ ザ イ ク 領 域 属
性 は 、 オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 を モ ザ イ ク 化 し て 表 示 す る 際 の モ ザ イ ク 化 の 仕 方 が 記 述 さ れ て い
る 。 塗 り つ ぶ し 領 域 属 性 は 、 オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 に 色 を 付 け て 表 示 さ せ る 際 の 色 を 特 定 す る
。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 テ キ ス ト カ テ ゴ リ ー に 属 す る 属 性 は 、 動 画 像 に 文 字 を 表 示 さ せ た い と き に 、 表 示 さ せ る
文 字 に 関 す る 属 性 を 定 義 す る 。 テ キ ス ト 情 報 に は 、 表 示 さ せ る テ キ ス ト を 記 述 す る 。 テ キ
ス ト 属 性 は 、 表 示 さ せ る テ キ ス ト の 色 や フ ォ ン ト 等 の 属 性 を 特 定 す る 。 ハ イ ラ イ ト 効 果 属
性 は 、 テ キ ス ト の 一 部 ま た は 全 て を ハ イ ラ イ ト 表 示 さ せ る 際 に 、 ど の 文 字 を ど の よ う に ハ
イ ラ イ ト 表 示 さ せ る か を 特 定 す る 。 点 滅 効 果 属 性 は 、 テ キ ス ト の 一 部 ま た は 全 て を 点 滅 表
示 さ せ る 際 に 、 ど の 文 字 を ど の よ う に 点 滅 表 示 さ せ る か を 特 定 す る 。 ス ク ロ ー ル 効 果 属 性
に は 、 表 示 さ せ る テ キ ス ト を ス ク ロ ー ル さ せ る 際 に 、 ど の 方 向 に ど の よ う な 速 さ で ス ク ロ
ー ル さ せ る か が 記 述 さ れ て い る 。 カ ラ オ ケ 効 果 属 性 は 、 テ キ ス ト の 色 を 順 次 変 更 し て い く
際 に 、 ど の よ う な タ イ ミ ン グ で ど こ の 文 字 の 色 を 変 更 さ せ る か を 特 定 す る 。 最 後 に 、 階 層
拡 張 属 性 は 、 オ ブ ジ ェ ク ト の 階 層 値 が Vclick_AU内 で 変 化 す る 場 合 に 、 階 層 値 の 変 化 の タ
イ ミ ン グ と そ の 値 を 定 義 す る た め に 用 い ら れ る 。 以 上 の 属 性 の デ ー タ 構 造 に つ い て 、 以 下
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で 個 々 に 説 明 す る 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 図 １ ７ は オ ブ ジ ェ ク ト の 名 前 属 性 の デ ー タ 構 造 の 例 で あ る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意 味 は 以 下
の 通 り で あ る ：
　 attribute_idは 、 属 性 デ ー タ の タ イ プ を 指 定 す る 。 名 前 属 性 に つ い て は 、 こ の 値 は 00h
と す る 。
【 ０ １ ８ １ 】
　 data_lengthは 、 名 前 属 性 デ ー タ の data_lengthよ り 後 の デ ー タ 長 を バ イ ト で 表 す 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 languageは 、 以 下 の 要 素 （ nameと annotation） の 記 述 に 用 い た 言 語 を 特 定 す る 。 言 語 の
指 定 に は ISO-639「 code for the representation of names of languages」 を 用 い る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 name_lengthは 、 バ イ ト で name要 素 の デ ー タ 長 さ を 指 定 す る 。
【 ０ １ ８ ４ 】
　 nameは 文 字 列 で あ り 、 こ の Vclick_AUで 記 述 さ れ て い る オ ブ ジ ェ ク ト の 名 前 を 表 す 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 annotation_lengthは 、 バ イ ト で annotation要 素 の デ ー タ 長 を 表 す 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 annotationは 文 字 列 で あ り 、 こ の Vclick_AUで 記 述 さ れ て い る オ ブ ジ ェ ク ト に 関 す る 注
釈 を 表 す 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 図 １ ８ は オ ブ ジ ェ ク ト の ア ク シ ョ ン 属 性 の デ ー タ 構 造 の 例 で あ る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意 味
は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 attribute_idは 、 属 性 デ ー タ の タ イ プ を 指 定 す る 。 ア ク シ ョ ン 属 性 に つ い て は 、 こ の 値
は 01hと す る 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 data_lengthは 、 ア ク シ ョ ン 属 性 デ ー タ の う ち data_lengthよ り 後 の 部 分 の デ ー タ 長 を バ
イ ト で 表 す 。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 script_languageは 、 script要 素 に 記 述 さ れ て い る ス ク リ プ ト 言 語 の 種 類 を 特 定 す る 。
【 ０ １ ９ １ 】
　 script_lengthは 、 バ イ ト 単 位 で script要 素 の デ ー タ 長 を 表 す 。
【 ０ １ ９ ２ 】
　 scriptは 文 字 列 で あ り 、 こ の Vclick_AUで 記 述 さ れ て い る オ ブ ジ ェ ク ト が ユ ー ザ に よ り
指 定 さ れ た 場 合 に 実 行 す べ き ア ク シ ョ ン を script_languageで 指 定 さ れ た ス ク リ プ ト 言 語
で 記 述 さ れ て い る 。
【 ０ １ ９ ３ 】
　 図 １ ９ は オ ブ ジ ェ ク ト の 輪 郭 線 属 性 の デ ー タ 構 造 の 例 で あ る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意 味 は 以
下 の 通 り で あ る 。
【 ０ １ ９ ４ 】
　 attribute_idは 、 属 性 の タ イ プ を 指 定 す る 。 輪 郭 線 属 性 に つ い て は 、 こ の 値 は 02hと す
る 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 data_lengthは 、 輪 郭 線 属 性 デ ー タ う ち data_lengthよ り 後 の 部 分 の デ ー タ 長 を 指 定 す る
。
【 ０ １ ９ ６ 】
　 color_r、 color_g、 color_b、 color_aは 、 こ の オ ブ ジ ェ ク ト ・ メ タ デ ー タ Ａ Ｕ で 記 述 さ
れ て い る オ ブ ジ ェ ク ト の 輪 郭 の 表 示 色 を 指 定 す る 。
【 ０ １ ９ ７ 】
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　 color_r、 color_g及 び color_bは そ れ ぞ れ 色 の RGB表 現 に お け る 赤 、 緑 及 び 青 の 値 を 指 定
す る 。 一 方 、 color_aは 透 明 度 を 示 す 。
【 ０ １ ９ ８ 】
　 line_typeは 、 こ の Vclick_AUで 記 述 さ れ て い る オ ブ ジ ェ ク ト の 輪 郭 線 の 種 類 （ 実 線 、 破
線 等 ） 指 定 す る 。
【 ０ １ ９ ９ 】
　 thicknessは 、 こ の Vclick_AUで 記 述 さ れ て い る オ ブ ジ ェ ク ト の 輪 郭 線 の 太 さ を ポ イ ン ト
で 指 定 す る 。
【 ０ ２ ０ ０ 】
　 図 ２ ０ は オ ブ ジ ェ ク ト の 点 滅 領 域 属 性 の デ ー タ 構 造 の 例 で あ る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意 味 は
以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ０ １ 】
　 attribute_idは 、 属 性 デ ー タ の タ イ プ を 指 定 す る 。 点 滅 領 域 属 性 デ ー タ に つ い て は 、 こ
の 値 は 03hと す る 。
【 ０ ２ ０ ２ 】
　 data_lengthは 、 点 滅 領 域 属 性 デ ー タ の う ち data_lengthよ り 後 の 部 分 の デ ー タ 長 を バ イ
ト で 指 定 す る 。
【 ０ ２ ０ ３ 】
　 color_r、 color_g、 color_b、 color_aは 、 こ の Vclick_AUで 記 述 さ れ て い る オ ブ ジ ェ ク
ト の 領 域 の 表 示 色 を 指 定 す る 。 color_r、 color_g及 び color_bは そ れ ぞ れ 色 の RGB表 現 に お
け る 赤 、 緑 及 び 青 の 値 を 指 定 す る 。 一 方 、 color_aは 透 明 度 を 示 す 。 オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 の
点 滅 は 、 塗 り つ ぶ し 領 域 属 性 の 中 で 指 定 さ れ た 色 と こ の 属 性 で 指 定 さ れ た 色 と を 交 互 に 表
示 さ せ る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。
【 ０ ２ ０ ４ 】
　 intervalは 、 点 滅 の 時 間 間 隔 を 指 定 す る 。
【 ０ ２ ０ ５ 】
　 図 ２ １ は オ ブ ジ ェ ク ト の モ ザ イ ク 領 域 属 性 の デ ー タ 構 造 の 例 で あ る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意
味 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ０ ６ 】
　 attribute_idは 、 属 性 デ ー タ の タ イ プ を 指 定 す る 。 モ ザ イ ク 領 域 属 性 デ ー タ に つ い て は
、 こ の 値 は 04hと す る 。
【 ０ ２ ０ ７ 】
　 data_lengthは 、 モ ザ イ ク 領 域 属 性 デ ー タ の う ち data_lengthよ り 後 の 部 分 の デ ー タ 長 を
バ イ ト で 指 定 す る 。
【 ０ ２ ０ ８ 】
　 mosaic_sizeは 、 モ ザ イ ク ・ ブ ロ ッ ク の サ イ ズ を ピ ク セ ル 単 位 で 指 定 す る 。
【 ０ ２ ０ ９ 】
　 randomnessは モ ザ イ ク 化 し た ブ ロ ッ ク の 位 置 を 入 れ 替 え る 場 合 に 、 ど の 程 度 ラ ン ダ ム に
入 れ 替 え る か を 表 す 。
【 ０ ２ １ ０ 】
　 図 ２ ２ は オ ブ ジ ェ ク ト の モ ザ イ ク 領 域 属 性 の デ ー タ 構 造 の 例 で あ る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意
味 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ １ １ 】
　 attribute_idは 、 属 性 デ ー タ の タ イ プ を 指 定 す る 。 塗 り つ ぶ し 領 域 属 性 デ ー タ に つ い て
は 、 こ の 値 は 05hと す る 。
【 ０ ２ １ ２ 】
　 data_lengthは 、 塗 り つ ぶ し 属 性 デ ー タ の う ち data_lengthよ り 後 の 部 分 の デ ー タ 長 を バ
イ ト で 指 定 す る 。
【 ０ ２ １ ３ 】
　 color_r、 color_g、 color_b、 color_aは 、 こ の Vclick_AUで 記 述 さ れ て い る オ ブ ジ ェ ク
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ト 領 域 の 表 示 色 を 指 定 す る 。 color_r、 color_g及 び color_bは そ れ ぞ れ 色 の RGB表 現 に お け
る 赤 、 緑 及 び 青 の 値 を 指 定 す る 。 一 方 、 color_aは 透 明 度 を 示 す 。
【 ０ ２ １ ４ 】
　 図 ２ ３ は オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト 情 報 の デ ー タ 構 造 の 例 で あ る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意 味 は
以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ １ ５ 】
　 attribute_idは 、 属 性 デ ー タ の タ イ プ を 指 定 す る 。 オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト 情 報 に つ い
て は 、 こ の 値 は 06hと す る 。
【 ０ ２ １ ６ 】
　 data_lengthは 、 オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト 情 報 の う ち data_lengthよ り 後 の 部 分 の デ ー タ
長 を バ イ ト で 指 定 す る 。
【 ０ ２ １ ７ 】
　 languageは 、 記 述 さ れ た テ キ ス ト の 言 語 を 示 す 。 言 語 の 指 定 方 法 は 、 例 え ば ISO-639「 c
ode for the representation of names of languages」 を 使 う こ と が で き る 。
【 ０ ２ １ ８ 】
　 char_codeは 、 テ キ ス ト の コ ー ド 種 類 を 特 定 す る 。 例 え ば 、 UTF-8、 UTF-16、 ASCII、 Shi
ft JIS等 を 指 定 す る 。
【 ０ ２ １ ９ 】
　 directionは 、 文 字 を 並 べ る 際 の 方 向 と し て 、 左 方 向 、 右 方 向 、 下 方 向 、 上 方 向 を 特 定
す る 。 例 え ば 、 英 語 や フ ラ ン ス 語 な ら ば 通 常 文 字 は 左 方 向 に 並 べ る 。 一 方 、 ア ラ ビ ア 語 な
ら ば 右 方 向 に 、 日 本 語 な ら ば 左 方 向 か 下 方 向 の ど ち ら か に 並 べ る 。 た だ し 、 言 語 ご と に 決
ま っ て い る 並 び 方 向 以 外 を 指 定 し て も 良 い 。 ま た 、 斜 め 方 向 を 指 定 で き る よ う に し て も 良
い 。
【 ０ ２ ２ ０ 】
　 text_lengthは 、 バ イ ト で timed textの 長 さ を 指 定 す る 。
【 ０ ２ ２ １ 】
　 textは 文 字 列 で あ り 、 char_codeで 指 定 さ れ た 文 字 コ ー ド を 用 い て 記 述 さ れ た テ キ ス ト
で あ る 。
【 ０ ２ ２ ２ 】
　 図 ２ ４ は オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト 属 性 の デ ー タ 構 造 の 例 で あ る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意 味 は
以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ２ ３ 】
　 attribute_idは 、 属 性 デ ー タ の タ イ プ を 指 定 す る 。 オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト 属 性 に つ い
て は 、 こ の 値 は 07hと す る 。
【 ０ ２ ２ ４ 】
　 data_lengthは 、 オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト 属 性 の う ち data_lengthよ り 後 の 部 分 の デ ー タ
長 を バ イ ト で 指 定 す る 。
【 ０ ２ ２ ５ 】
　 font_lengthは 、 フ ォ ン ト の 記 述 長 を バ イ ト 単 位 で 指 定 す る 。
【 ０ ２ ２ ６ 】
　 fontは 文 字 列 で あ り 、 テ キ ス ト を 表 示 す る 際 に 用 い る フ ォ ン ト を 指 定 す る 。
【 ０ ２ ２ ７ 】
　 color_r、 color_g、 color_b、 color_aは 、 テ キ ス ト を 表 示 す る 際 の 表 示 色 を 指 定 す る 。
色 は RGBに よ り 表 現 さ れ る 。 ま た 、 color_r、 color_g及 び color_bは 、 赤 、 緑 及 び 青 の 値 を
そ れ ぞ れ 指 定 す る 。 ま た 、 color_aは 透 過 度 を 示 す 。
【 ０ ２ ２ ８ 】
　 図 ２ ５ は オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト ・ ハ イ ラ イ ト 効 果 属 性 の デ ー タ 構 造 の 例 で あ る 。 各 デ
ー タ 要 素 の 意 味 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ２ ９ 】
　 attribute_idは 、 属 性 デ ー タ の タ イ プ を 指 定 す る 。 オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト ・ ハ イ ラ イ
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ト 効 果 属 性 デ ー タ に つ い て は 、 こ の 値 は 08hと す る 。
【 ０ ２ ３ ０ 】
　 data_lengthは 、 オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト ・ ハ イ ラ イ ト 効 果 属 性 デ ー タ の う ち data_leng
thよ り 後 の 部 分 の デ ー タ 長 を バ イ ト で 指 定 す る 。
【 ０ ２ ３ １ 】
　 entryは 、 こ の テ キ ス ト ・ ハ イ ラ イ ト 効 果 属 性 デ ー タ 中 の highlight_effect_entryの 数
を 示 す 。
【 ０ ２ ３ ２ 】
　 highlight_entriesに entry個 の highlight_effect_entryが 含 ま れ る 。
【 ０ ２ ３ ３ 】
　 highlight_effect_entryの 仕 様 は 以 下 に 示 す 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ３ ４ 】
　 図 ２ ６ は オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト ・ ハ イ ラ イ ト 効 果 属 性 の エ ン ト リ ー の デ ー タ 構 造 の 例
で あ る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意 味 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ３ ５ 】
　 start_positionは 、 強 調 さ れ る 文 字 の 開 始 位 置 を 先 頭 か ら 当 該 文 字 ま で の 文 字 数 に よ り
指 定 す る 。
【 ０ ２ ３ ６ 】
　 end_positionは 、 強 調 さ れ る 文 字 の 終 了 位 置 を 先 頭 か ら 当 該 文 字 ま で の 文 字 数 に よ り 指
定 す る 。
【 ０ ２ ３ ７ 】
　 color_r、 color_g、 color_b、 color_aは 、 強 調 後 の 文 字 の 表 示 色 を 指 定 す る 。 色 は RGB
に よ り 表 現 さ れ る 。 ま た 、 color_r、 color_g及 び color_bは 、 赤 、 緑 及 び 青 の 値 を そ れ ぞ
れ 指 定 す る 。 ま た 、 color_aは 透 過 度 を 示 す 。
【 ０ ２ ３ ８ 】
　 図 ２ ７ は オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト 点 滅 効 果 属 性 の デ ー タ 構 造 の 例 で あ る 。 各 デ ー タ 要 素
の 意 味 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ３ ９ 】
　 attribute_idは 、 属 性 デ ー タ の タ イ プ を 指 定 す る 。 オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト 点 滅 効 果 属
性 デ ー タ に つ い て は 、 こ の 値 は 09hと す る 。
【 ０ ２ ４ ０ 】
　 data_lengthは 、 テ キ ス ト 点 滅 効 果 属 性 デ ー タ の う ち data_lengthよ り 後 の 部 分 の デ ー タ
長 を バ イ ト で 指 定 す る 。
【 ０ ２ ４ １ 】
　 entryは 、 こ の テ キ ス ト 点 滅 効 果 属 性 デ ー タ 中 の blink_effect_entryの 数 を 示 す 。
【 ０ ２ ４ ２ 】
　 data_bytesに entry個 の blink_effect_entryを 含 む 。
【 ０ ２ ４ ３ 】
　 blink_effect_entryの 仕 様 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ４ ４ 】
　 図 ２ ８ は オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト 点 滅 効 果 属 性 の エ ン ト リ ー の デ ー タ 構 造 の 例 で あ る 。
各 デ ー タ 要 素 の 意 味 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ４ ５ 】
　 start_positionは 、 点 滅 さ せ る 文 字 の 開 始 位 置 を 先 頭 か ら 当 該 文 字 ま で の 文 字 数 に よ り
指 定 す る 。
【 ０ ２ ４ ６ 】
　 end_positionは 、 点 滅 さ せ る 文 字 の 終 了 位 置 を 先 頭 か ら 当 該 文 字 ま で の 文 字 数 に よ り 指
定 す る 。
【 ０ ２ ４ ７ 】
　 color_r、 color_g、 color_b、 color_aは 、 点 滅 文 字 の 表 示 色 を 指 定 す る 。 色 は RGBに よ
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り 表 現 さ れ る 。 ま た 、 color_r、 color_g及 び color_bは 、 赤 、 緑 及 び 青 の 値 を そ れ ぞ れ 指
定 す る 。 ま た 、 color_aは 透 過 度 を 示 す 。 こ こ で 指 定 さ れ た 色 と 、 テ キ ス ト 属 性 で 指 定 さ
れ た 色 と を 交 互 に 表 示 さ せ る こ と で 文 字 を 点 滅 さ せ る 。
【 ０ ２ ４ ８ 】
　 intervalは 、 点 滅 の 時 間 間 隔 を 指 定 す る 。
【 ０ ２ ４ ９ 】
　 図 ２ ９ は オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト ・ ス ク ロ ー ル 効 果 属 性 の エ ン ト リ ー の デ ー タ 構 造 の 例
で あ る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意 味 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ５ ０ 】
　 attribute_idは 、 属 性 デ ー タ の タ イ プ を 指 定 す る 。 オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト ・ ス ク ロ ー
ル 効 果 属 性 デ ー タ に つ い て は 、 こ の 値 は 0ahと す る 。
【 ０ ２ ５ １ 】
　 data_lengthは 、 テ キ ス ト ・ ス ク ロ ー ル 効 果 属 性 デ ー タ の う ち deta_lengthよ り 後 の 部 分
の デ ー タ 長 を バ イ ト 単 位 で 指 定 す る 。
【 ０ ２ ５ ２ 】
　 directionは 文 字 を ス ク ロ ー ル す る 方 向 を 指 定 す る 。 例 え ば 、 0は 右 か ら 左 を 、 1は 左 か
ら 右 を 、 2は 上 か ら 下 を 、 3は 下 か ら 上 を 示 す 。
【 ０ ２ ５ ３ 】
　 delayは 、 ス ク ロ ー ル の 速 度 を 、 表 示 さ せ る 先 頭 の 文 字 が 表 示 さ れ て か ら 最 後 の 文 字 が
表 示 さ れ る ま で の 時 間 差 に よ り 指 定 す る 。
【 ０ ２ ５ ４ 】
　 図 ３ ０ は オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト ・ カ ラ オ ケ 効 果 属 性 の エ ン ト リ ー の デ ー タ 構 造 の 例 で
あ る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意 味 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ５ ５ 】
　 attribute_idは 、 属 性 デ ー タ の タ イ プ を 指 定 す る 。 オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト ・ カ ラ オ ケ
効 果 属 性 デ ー タ に つ い て は 、 こ の 値 は 0bhと す る 。
【 ０ ２ ５ ６ 】
　 data_lengthは 、 テ キ ス ト ・ カ ラ オ ケ 効 果 属 性 デ ー タ の う ち deta_lengthよ り 後 の 部 分 の
デ ー タ 長 を バ イ ト 単 位 で 指 定 す る 。
【 ０ ２ ５ ７ 】
　 start_timeは こ の 属 性 デ ー タ の data_bytesに 含 ま れ る 先 頭 の karaoke_effect_entryで 指
定 さ れ る 文 字 列 の 文 字 色 の 変 更 開 始 時 刻 を 指 定 す る 。
【 ０ ２ ５ ８ 】
　 entryは 、 こ の テ キ ス ト ・ カ ラ オ ケ 効 果 属 性 デ ー タ 中 の karaoke_effect_entryの 数 を 示
す ；
　 karaoke_entriesに entry個 の karaoke_effect_entryを 含 む 。
【 ０ ２ ５ ９ 】
　 karaoke_effect_entryの 仕 様 は 次 に 示 す 。
【 ０ ２ ６ ０ 】
　 図 ３ １ は オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト ・ カ ラ オ ケ 効 果 属 性 の エ ン ト リ ー （ karaoke_effect_e
ntry） の デ ー タ 構 造 の 例 で あ る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意 味 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ６ １ 】
　 end_timeは こ の エ ン ト リ ー で 指 定 さ れ る 文 字 列 の 文 字 色 の 変 更 終 了 時 刻 を 表 す 。 ま た 、
こ の エ ン ト リ ー に 続 く エ ン ト リ ー が あ る 場 合 に は 、 次 の エ ン ト リ ー で 指 定 さ れ る 文 字 列 の
文 字 色 の 変 更 開 始 時 刻 も 表 す 。
【 ０ ２ ６ ２ 】
　 start_positionは 文 字 色 を 変 更 す べ き 文 字 列 の 先 頭 文 字 の 位 置 を 、 先 頭 か ら 当 該 文 字 ま
で の 文 字 数 に よ り 指 定 す る 。
【 ０ ２ ６ ３ 】
　 end_positionは 文 字 色 を 変 更 す べ き 文 字 列 の 最 後 の 文 字 の 位 置 を 、 先 頭 か ら 当 該 文 字 ま
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で の 文 字 数 に よ り 指 定 す る 。
【 ０ ２ ６ ４ 】
　 図 ３ ２ は オ ブ ジ ェ ク ト の 階 層 属 性 拡 張 の デ ー タ 構 造 の 例 で あ る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意 味 は
以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ６ ５ 】
　 attribute_idは 、 属 性 デ ー タ の タ イ プ を 指 定 す る 。 オ ブ ジ ェ ク ト の 階 層 属 性 拡 張 デ ー タ
に つ い て は 、 こ の 値 は 0chと す る 。
【 ０ ２ ６ ６ 】
　 data_lengthは 、 階 層 属 性 拡 張 デ ー タ の う ち deta_lengthよ り 後 の 部 分 の デ ー タ 長 を バ イ
ト 単 位 で 指 定 す る 。
【 ０ ２ ６ ７ 】
　 start_timeは こ の 属 性 デ ー タ の data_bytesに 含 ま れ る 先 頭 の layer_extension_entryで
指 定 さ れ る 階 層 値 が 有 効 と な る 開 始 時 刻 を 指 定 す る 。
【 ０ ２ ６ ８ 】
　 entryは 、 こ の 階 層 属 性 拡 張 デ ー タ に 含 ま れ る layer_extension_entryの 数 を 指 定 す る 。
【 ０ ２ ６ ９ 】
　 layer_entriesに entry個 の layer_extension_entryが 含 ま れ る 。
【 ０ ２ ７ ０ 】
　 layer_extension_entryの 仕 様 を 次 に 説 明 す る 。
【 ０ ２ ７ １ 】
　 図 ３ ３ は オ ブ ジ ェ ク ト の 階 層 属 性 拡 張 の エ ン ト リ ー (layer_extension_entry)の デ ー タ
構 造 の 例 で あ る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意 味 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ７ ２ 】
　 end_timeは 、 こ の layer_extension_entryで 指 定 さ れ る 階 層 値 が 無 効 に な る 時 刻 を 指 定
す る 。 ま た 、 こ の エ ン ト リ ー の 次 に も エ ン ト リ ー が あ る 場 合 に は 、 次 の エ ン ト リ ー で 指 定
ｓ れ る 階 層 値 が 有 効 に な る 開 始 時 刻 も 同 時 に 指 定 す る 。
【 ０ ２ ７ ３ 】
　 layerは 、 オ ブ ジ ェ ク ト の 階 層 値 を 指 定 す る 。
【 ０ ２ ７ ４ 】
　 図 ３ ４ は オ ブ ジ ェ ク ト ・ メ タ デ ー タ の Ａ Ｕ の オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ ４ ０ ０ の デ ー タ 構
造 の 例 で あ る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意 味 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ７ ５ 】
　 vcr_start_codeは 、 オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ の 開 始 を 意 味 す る 。
【 ０ ２ ７ ６ 】
　 data_lengthは 、 オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ の う ち data_lengthよ り 後 の 部 分 の デ ー タ 長 を
バ イ ト で 指 定 す る 。
【 ０ ２ ７ ７ 】
　 data_bytesは オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 が 記 述 さ れ て い る デ ー タ 部 で あ る 。 オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 の
記 述 に は 、 例 え ば MPEG-7の SpatioTemporalLocatorの バ イ ナ リ フ ォ ー マ ッ ト を 用 い る こ と
が で き る 。
【 ０ ２ ７ ８ 】
（ １ ４ ） Vclick AUの 有 効 期 限
　 次 に 、 Vclick AUに 有 効 期 限 を 設 定 す る デ ー タ 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ２ ７ ９ 】
　 こ こ で 言 う 「 有 効 期 限 」 と は 西 暦 の 年 月 日 や 時 刻 で 示 さ れ る 絶 対 時 刻 の 軸 に 対 し て 定 義
さ れ る 期 限 で あ り 、 動 画 像 の 時 間 軸 に 対 し て 定 義 さ れ る 有 効 期 間 と は 異 な る 。 例 え ば 、 ネ
ッ ト ワ ー ク 上 に あ る 関 連 コ ン テ ン ツ を 、 ア ク セ ス エ ラ ー を 発 生 す る こ と な く 削 除 す る 場 合
に 有 効 期 限 （ 例 え ば 、 ２ ０ ０ ４ 年 ８ 月 ３ １ 日 午 前 ０ 時 ０ ０ 分 ） は 必 要 に な る 。
【 ０ ２ ８ ０ 】
（ １ ４ － １ ） 動 作 の 概 要
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　 図 ４ ５ は Vclick AUに 有 効 期 限 を 設 定 し た 場 合 の 動 作 の 概 要 を 説 明 す る た め の 図 で あ る
。
【 ０ ２ ８ １ 】
　 ４ ５ ０ ０ 、 ４ ５ ０ １ 及 び ４ ５ ０ ２ は Vclick AUで 記 述 さ れ た オ ブ ジ ェ ク ト で あ り 、 図 ５
と 同 様 に 四 角 の 幅 は 動 画 像 の 時 間 軸 に 沿 っ て 有 効 期 間 を 表 し て い る 。 オ ブ ジ ェ ク ト ４ ５ ０
０ が 指 定 さ れ る と 動 画 像 が 格 納 さ れ た Ｄ Ｖ Ｄ ４ ５ ０ ３ 内 の HTML文 書 を 提 示 し 、 オ ブ ジ ェ ク
ト ４ ５ ０ １ と オ ブ ジ ェ ク ト ４ ５ ０ ２ は ネ ッ ト ワ ー ク ４ ５ ０ ４ 上 の HTML文 書 を 提 示 す る も の
と す る 。 こ こ で は 、 オ ブ ジ ェ ク ト ４ ５ ０ ０ に は 有 効 期 限 が 設 定 さ れ て い な い も の と す る 。
オ ブ ジ ェ ク ト ４ ５ ０ １ に は ２ ０ ０ ４ 年 ７ 月 １ 日 か ら の 有 効 期 限 が 設 定 さ れ て い る も の と す
る 。 オ ブ ジ ェ ク ト ４ ５ ０ ２ に は ２ ０ ０ ４ 年 ７ 月 ３ １ 日 ま で の 有 効 期 限 と ２ ０ ０ ５ 年 １ 月 １
日 か ら ２ ０ ０ ５ 年 １ 月 ３ １ 日 ま で の ２ つ の 有 効 期 限 が 設 定 さ れ て い る も の と す る 。
【 ０ ２ ８ ２ 】
（ １ ４ － ２ ） 有 効 期 限 の 説 明
　 図 ４ ６ は オ ブ ジ ェ ク ト ４ ５ ０ ０ ～ ４ ５ ０ ２ の 有 効 期 限 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 ０ ２ ８ ３ 】
　 横 軸 は 時 間 軸 を 表 し 、 ４ ６ ０ ０ ～ ４ ６ ０ ２ は そ れ ぞ れ オ ブ ジ ェ ク ト ４ ５ ０ ０ ～ ４ ５ ０ ２
に 対 応 す る 有 効 期 限 を 表 し て い る 。 有 効 期 限 の 端 が ぎ ざ ぎ ざ に な っ て い る の は 有 効 期 限 が
設 定 さ れ て い な い こ と を 表 す 。 例 え ば 、 ２ ０ ０ ４ 年 ６ 月 ３ ０ 日 以 前 、 ２ ０ ０ ４ 年 ８ 月 １ 日
か ら ２ ０ ０ ４ 年 １ ２ 月 ３ １ 日 ま で 、 及 び ２ ０ ０ ５ 年 ２ 月 １ 日 以 後 は 、 オ ブ ジ ェ ク ト ４ ５ ０
０ と オ ブ ジ ェ ク ト ４ ５ ０ ２ の み が 再 生 さ れ る 。 ２ ０ ０ ４ 年 ７ 月 １ 日 か ら ２ ０ ０ ４ 年 ７ 月 ３
１ 日 及 び ２ ０ ０ ５ 年 １ 月 １ 日 か ら ２ ０ ０ ５ 年 １ 月 ３ １ 日 ま で は す べ て の オ ブ ジ ェ ク ト が 再
生 さ れ る 。
【 ０ ２ ８ ４ 】
（ １ ４ － ３ ） デ ー タ 構 造
　 図 ４ ７ は 有 効 期 限 の つ い た Vclick AUを 実 現 す る デ ー タ 構 造 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ２ ８ ５ 】
　 ４ ０ ０ ～ ４ ０ ３ ま で は 図 ４ と 同 様 で あ り 、 こ れ に 有 効 期 限 を 表 す ４ ７ ０ ０ を 追 加 し て あ
る 。 ４ ７ ０ ０ は 複 数 の 期 限 を 格 納 で き る 。
【 ０ ２ ８ ６ 】
　 図 ４ ８ は Vclick AUの 有 効 期 限 ４ ７ ０ ０ の デ ー タ 構 造 の 一 例 で あ る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意
味 は 以 下 の と お り で あ る 。
【 ０ ２ ８ ７ 】
　 period_lengthは 格 納 す る 有 効 期 限 の 数 を 表 す 。
【 ０ ２ ８ ８ 】
　 data_bytesは オ ブ ジ ェ ク ト 有 効 期 限 の デ ー タ 部 で あ る 。
【 ０ ２ ８ ９ 】
　 data_bytesに 格 納 さ れ る 有 効 期 限 は 、 有 効 期 限 の 開 始 と 終 了 の 組 で 表 さ れ 、 period_len
gthは そ の 組 の 数 を 表 す 。 例 え ば 、 図 ４ ６ の オ ブ ジ ェ ク ト ４ ５ ０ ２ を 例 に と る と 、 ２ ０ ０
４ 年 ７ 月 ３ １ 日 以 前 の 有 効 期 限 と 、 ２ ０ ０ ５ 年 １ 月 １ 日 か ら ２ ０ ０ ５ 年 １ 月 ３ １ 日 ま で の
有 効 期 限 の 、 ２ つ の 有 効 期 限 が あ る か ら period_lengthは 2と な る 。 オ ブ ジ ェ ク ト ４ ５ ０ １
は 有 効 期 限 が 一 つ 設 定 さ れ て い る か ら period_lengthは 1と な り 、 オ ブ ジ ェ ク ト ４ ５ ０ ０ は
有 効 期 限 が 設 定 さ れ て い な い か ら period_lengthは 0と な る 。
【 ０ ２ ９ ０ 】
　 data_bytesは オ ブ ジ ェ ク ト 有 効 期 限 の デ ー タ 部 で あ る 。 有 効 期 限 が 設 定 さ れ る 場 合 に は
、 図 ４ ９ に 後 述 す る 期 限 属 性 デ ー タ が こ の 部 分 に 格 納 さ れ る 。 有 効 期 限 が 設 定 さ れ な い 場
合 に は 、 data_bytesの 大 き さ は 0と な る 。
【 ０ ２ ９ １ 】
（ １ ４ － ４ ） オ ブ ジ ェ ク ト 有 効 期 限 の 期 限 属 性 の デ ー タ 構 造
　 図 ４ ９ は オ ブ ジ ェ ク ト 有 効 期 限 の 期 限 属 性 の デ ー タ 構 造 の 一 例 で あ る 。 こ の デ ー タ 構 造
で 繰 り 返 し の 有 効 期 限 も 表 現 で き る 。 さ ら に 、 ２ ０ ０ ５ 年 １ 月 １ 日 か ら ２ ０ ０ ５ 年 １ ２ 月
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３ １ 日 ま で の 毎 月 ５ 日 と い っ た 、 有 効 期 限 の 組 み 合 わ せ も 表 現 で き る 。 各 デ ー タ 要 素 の 意
味 は 以 下 の と お り で あ る 。
【 ０ ２ ９ ２ 】
　 period_typeは 有 効 期 限 の 組 み 合 わ せ か ど う か を 表 す フ ラ グ で あ り 、 他 の 有 効 期 限 に 依
存 し な い 場 合 は 00h、 他 の 有 効 期 限 と 組 み 合 わ せ る 場 合 は 01hを 入 力 す る 。
【 ０ ２ ９ ３ 】
　 begin_dateは 有 効 期 限 の 開 始 年 月 日 を ８ 文 字 の 数 字 で 表 す 。 例 え ば ２ ０ ０ ４ 年 ６ 月 ２ ５
日 は "20040625"の よ う に 、 年 、 月 、 日 の 順 に 数 文 字 を 羅 列 す る 。
【 ０ ２ ９ ４ 】
　 begin_timeは 有 効 期 限 の 開 始 時 刻 を ６ 文 字 の 数 字 で 表 す 。 例 え ば 、 ２ ０ 時 ５ ９ 分 ４ ５ 秒
は "205945"の よ う に 、 時 、 分 、 秒 の 順 に 数 文 字 を 羅 列 す る 。
【 ０ ２ ９ ５ 】
　 同 様 に end_dateは 有 効 期 限 の 終 了 年 月 日 を 表 し 、 end_timeは 有 効 期 限 の 終 了 時 刻 を 表 す
。 有 効 期 限 の 開 始 の み を 表 す 場 合 に は 、 end_dateと end_timeに null文 字 を 格 納 す る 。 同 様
に 有 効 期 限 の 終 了 の み を 表 す 場 合 に は 、 begin_dateと begin_timeに null文 字 を 格 納 す る 。
【 ０ ２ ９ ６ 】
　 毎 月 ５ 日 の よ う な 繰 り 返 し を 表 す に は 、 period_typeは 00h、 begin_dateに "****05"、 be
gin_timeに "000000"、 end_dateに "****05"、 end_timeに "235959"の よ う に 、 限 定 し な い 部
分 に ワ イ ル ド カ ー ド を 入 力 す る 。
【 ０ ２ ９ ７ 】
　 有 効 期 限 の 組 み 合 わ せ を 表 す 場 合 に は 、 複 数 の 期 限 属 性 を 用 い 、 period_lengthの 値 は
組 み 合 わ せ の 期 限 属 性 も 一 つ と 数 え る 。 す な わ ち 、 こ の 場 合 に は period_lengthは 2と な る
。 例 え ば 、 ２ ０ ０ ５ 年 １ 月 １ 日 か ら ２ ０ ０ ５ 年 １ ２ 月 ３ １ 日 ま で の 毎 月 ５ 日 を 表 す 場 合 に
は 、 ２ 個 の 期 限 属 性 を 用 い て 、 一 つ 目 の 期 限 属 性 に ２ ０ ０ ５ 年 １ 月 １ 日 か ら ２ ０ ０ ５ 年 １
２ 月 ３ １ 日 ま で の 有 効 期 限 を 設 定 し 、 ふ た つ 目 の 期 限 属 性 に ワ イ ル ド カ ー ド を 用 い て 毎 月
５ 日 の 有 効 期 限 を 設 定 す る 。 一 つ 目 の 期 限 属 性 に は そ の 後 に 組 み 合 わ せ の 期 限 属 性 が 続 く
こ と を 表 す た め に period_typeを 01hに 設 定 し 、 ふ た つ 目 の 期 限 属 性 に は そ の 後 に 期 限 属 性
が 続 か な い こ と を 表 す た め に 00hを 設 定 す る 。
【 ０ ２ ９ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 一 つ 目 の 期 限 属 性 は 以 下 の よ う に な る 。 period_type=01h、 begin_date="2
0050101"、 begin_time="000000"、 end_date="20051231"、 end_time="235959"。
【 ０ ２ ９ ９ 】
　 ふ た つ 目 の 期 限 属 性 は 以 下 の よ う に な る 。 period_type=00h、 begin_date="******05" 
、 begin_time="000000" 、 end_date="******05" 、 end_time="235959"。
【 ０ ３ ０ ０ 】
　 こ こ で 説 明 し た 有 効 期 限 の 組 み 合 わ せ で は 、 例 え ば ２ ０ ０ ５ 年 １ 月 １ 日 か ら ２ ０ ０ ５ 年
１ ２ 月 ３ １ 日 ま で の 毎 月 ５ 日 と １ ５ 日 、 の よ う な 複 数 の 期 限 属 性 が 一 つ の 期 限 属 性 に か か
る こ と は で き な い が 、 個 別 に 記 述 す れ ば 問 題 な い 。
【 ０ ３ ０ １ 】
（ １ ４ － ５ ） 期 限 属 性 の 意 味 構 造 と data_bytes中 で の 配 置 の 対 応
　 図 ５ ３ は 期 限 属 性 の 意 味 構 造 と 図 ４ ８ に 示 し た data_bytes中 で の 配 置 の 対 応 の 一 例 で あ
る 。
【 ０ ３ ０ ２ 】
　 円 は 一 つ の 期 限 属 性 を 表 し 、 円 の 中 の 数 字 は period_typeの 値 を 示 し 、 円 を つ な ぐ 実 線
の 矢 印 は 期 限 属 性 の 意 味 関 係 を 表 し 、 下 部 の 四 角 は data_bytes中 で の 配 置 を 表 し て い る 。
こ の 例 で は ５ ３ ０ ０ か ら ５ ３ ０ ７ の ８ 個 の 期 限 属 性 が あ り 期 限 属 性 ５ ３ ０ １ か ら 期 限 属 性
５ ３ ０ ３ 、 及 び 期 限 属 性 ５ ３ ０ ５ か ら 期 限 属 性 ５ ３ ０ ６ は 組 み 合 わ せ の 期 限 属 性 で あ る 。
例 え ば 、 期 限 属 性 ５ ３ ０ ５ が ２ ０ ０ ５ 年 １ 月 １ 日 か ら ２ ０ ０ ５ 年 １ ２ 月 ３ １ 日 ま で 、 期 限
属 性 ５ ３ ０ ６ が 毎 月 ５ 日 、 と い う 関 係 を 表 す 。 こ の よ う に 、 後 ろ に 期 限 属 性 が 続 く 場 合 は
period_typeを 01hに 設 定 し 、 そ う で な い 場 合 は 00hに 設 定 す る 。 こ れ ら の 期 限 属 性 は 図 に
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示 す よ う に 、 組 み 合 わ せ の 期 限 属 性 が あ る 場 合 に は そ れ ら を 優 先 し て data_bytesに 格 納 す
る 。
【 ０ ３ ０ ３ 】
（ １ ４ － ６ ） 有 効 期 限 の 内 外 を 判 定 す る た め の 手 順
　 図 ５ ０ は ユ ー ザ が 関 連 コ ン テ ン ツ の 提 示 を 指 定 し た 際 に 、 有 効 期 限 の 内 外 を 判 定 す る た
め の 手 順 を フ ロ ー チ ャ ー ト で 表 し た も の で あ る 。
【 ０ ３ ０ ４ 】
　 ま ず 、 period_lengthを 読 み 取 っ て 変 数 $countに 格 納 し 、 一 つ 前 の 期 限 属 性 の period_ty
peを 保 存 す る 変 数 $prev_typeに 01hを 格 納 し て 初 期 化 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ０ ０ ） 。
【 ０ ３ ０ ５ 】
　 $countが 正 な ら ば ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ０ ２ に 進 ん で 処 理 を 続 け 、 そ う で な い 場 合 は 終 了 す る
（ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ０ １ ） 。
【 ０ ３ ０ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ０ ２ で は 期 限 内 か ど う か を 現 す 論 理 値 の フ ラ グ 変 数 $resultに TRUEを 格
納 し て 初 期 化 す る （ ス テ ッ プ ５ ０ ０ ２ ） 。 こ れ は 、 組 み 合 わ せ の 期 限 属 性 が 始 め た 出 現 し
た と き に 後 の ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ０ ６ の 演 算 を 使 用 さ れ る 。
【 ０ ３ ０ ７ 】
　 続 い て 、 次 の 有 効 期 限 属 性 を 読 み 込 み （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ０ ３ ） 、 $countを デ ィ ク リ メ ン
ト す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ０ ４ ） 。
【 ０ ３ ０ ８ 】
　 変 数 $prev_typeが 01hか ど う か を 調 べ て （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ０ ５ ） 、 01ｈ の 場 合 す な わ ち
組 み 合 わ せ の 期 限 属 性 が 続 い た 場 合 に は 前 の 判 定 結 果 と 今 回 の 判 定 結 果 の 論 理 積 を $resul
tに 格 納 し ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ０ ８ に 進 み （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ０ ６ ） 、 そ う で な い 場 合 は 今 回 の
判 定 結 果 を $resultに 上 書 き し て 格 納 し て ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ０ ８ に 進 む （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ０
７ ） 。
【 ０ ３ ０ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ０ ８ で は 読 み 込 ん だ period_typeを $pref_typeに 保 存 す る （ ス テ ッ プ ５
０ ０ ８ ） 。 期 限 属 性 が こ の 後 に 連 続 し て か つ 現 在 時 刻 が 有 効 期 限 内 の 場 合 、 す な わ ち peri
od_typeが 01hで か つ $resultが TRUEの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ０ ３ に 戻 っ て 組 み 合 わ せ の 期
限 属 性 の 演 算 を 繰 り 返 し 、 そ う で な い 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ １ ０ に 進 む （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０
０ ９ ） 。
【 ０ ３ １ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ １ ０ で は 現 在 時 刻 が 有 効 期 限 内 か ど う か を 判 定 す る た め に $resultが TRU
Eの 場 合 は 終 了 し 、 そ う で な い 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ０ ２ に 戻 っ て 期 限 属 性 を 読 み 進 め る
（ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ １ ０ ） 。
【 ０ ３ １ １ 】
　 現 在 時 刻 が 有 効 期 限 内 か ど う か の 最 終 的 な 判 定 は 、 こ れ ら の ス テ ッ プ が 終 了 し た と き の
$resultの 値 が TRUEな ら ば 有 効 期 限 内 で 、 そ う で な い 場 合 は 有 効 期 限 外 と 判 定 で き る 。
【 ０ ３ １ ２ 】
（ １ ５ ） Vclick AU有 効 期 限 の 変 形 例
　 本 実 施 形 態 で は メ タ デ ー タ は 動 画 像 が 格 納 さ れ た Ｄ Ｖ Ｄ に 格 納 さ れ 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 の
関 連 コ ン テ ン ツ を 提 示 す る も の と し た が 、 こ れ に 限 ら ず Ｄ Ｖ Ｄ に 格 納 さ れ た 関 連 コ ン テ ン
ツ に 対 し て も 有 効 期 限 を 設 定 し て も よ い 。
【 ０ ３ １ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は Vclick AUの 有 効 期 限 を 設 定 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 特 定 の オ ブ ジ ェ ク
ト 属 性 情 報 に 対 し て 有 効 期 限 を 設 定 し て も よ い 。 例 え ば 、 輪 郭 線 属 性 と ア ク シ ョ ン 属 性 が
設 定 さ れ て い る 場 合 、 ア ク シ ョ ン 属 性 に の み 有 効 期 限 を 設 定 し て 有 効 期 限 外 で も 輪 郭 線 は
表 示 さ れ る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 オ ブ ジ ェ ク ト 有 効 期 限 の 期 限 属 性 に さ ら に
オ ブ ジ ェ ク ト 属 性 を 特 定 す る 要 素 を 追 加 す れ ば よ い 。
【 ０ ３ １ ４ 】

10

20

30

40

50

(39) JP 2006-50105 A 2006.2.16



　 本 実 施 形 態 で は 、 オ ブ ジ ェ ク ト が 有 効 期 限 外 の 場 合 に は そ の オ ブ ジ ェ ク ト を 無 効 と し た
が 、 こ れ に 限 ら ず 予 め 無 効 な オ ブ ジ ェ ク ト を 検 出 し て 、 最 新 の メ タ デ ー タ を ダ ウ ン ロ ー ド
し て も よ い 。
【 ０ ３ １ ５ 】
（ １ ６ ） Vclickス ト リ ー ム の 有 効 期 限
　 次 に 、 Vclickス ト リ ー ム に 有 効 期 限 を 設 定 す る デ ー タ 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で 言
う 有 効 期 限 と は Vclick AUの 有 効 期 限 と 同 様 に 、 西 暦 の 年 月 日 や 時 刻 の 絶 対 時 刻 の 軸 に 対
し て 定 義 さ れ る 期 限 で あ り 、 動 画 像 の 時 間 軸 に 対 し て 定 義 さ れ る 有 効 期 間 と は 異 な る 。 例
え ば 、 Vclickス ト リ ー ム に 含 ま れ る ハ イ パ ー メ デ ィ ア 全 体 に 一 括 し て 有 効 期 限 を 設 定 す る
場 合 に 必 要 に な る 。
【 ０ ３ １ ６ 】
　 動 画 像 は Ｄ Ｖ Ｄ に 格 納 さ れ 、 Vclickス ト リ ー ム は 予 め ネ ッ ト ワ ー ク 上 か ら ダ ウ ン ロ ー ド
さ れ て 再 生 装 置 内 に 記 憶 さ れ て い る 場 合 に 、 Vclickス ト リ ー ム の 有 効 期 限 を 判 定 す る 一 例
を 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ３ １ ７ 】
　 図 ５ １ は 有 効 期 限 の つ い た Vclickス ト リ ー ム を 実 現 す る デ ー タ 構 造 の 一 例 で あ り 、 図 ５
の ５ ０ ７ に 示 し た Vclickス ト リ ー ム の 別 の 実 施 形 態 で あ る 。 デ ー タ 構 造 は 図 １ １ の Vclick
ス ト リ ー ム の ヘ ッ ダ に 、 ４ ８ と 同 様 の Vclick AUの 有 効 期 限 を 追 加 し た も の で あ る 。 各 デ
ー タ 要 素 の 意 味 は 、 period_lengthは 格 納 す る 有 効 期 限 の 数 を 表 し 、 data_bytesは Vclick
ス ト リ ー ム 有 効 期 限 の デ ー タ 部 で あ る 。
【 ０ ３ １ ８ 】
　 図 ５ ２ は ユ ー ザ が 再 生 開 始 を 指 示 し た 際 に 、 保 持 し て い る Vclickス ト リ ー ム に つ い て 有
効 期 限 の 内 外 を 判 定 す る た め の 手 順 を フ ロ ー チ ャ ー ト で 表 し た も の で あ る 。 ま ず 、 ユ ー ザ
か ら の 再 生 開 始 の 指 示 が 入 力 さ れ る と （ ス テ ッ プ Ｓ ５ １ ０ ０ ） 、 Vclickス ト リ ー ム が 有 効
期 限 内 か ど う か を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ５ １ ０ １ ） 、 有 効 期 限 内 の 場 合 は 現 在 保 持 し て い る
Vclickス ト リ ー ム を そ の ま ま 使 い 、 そ う で な い 場 合 は ネ ッ ト ワ ー ク か ら Vclickス ト リ ー ム
を ダ ウ ン ロ ー ド す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ １ ０ ２ ） 。 さ ら に 、 ダ ウ ン ロ ー ド し た Vclickス ト リ ー
ム が 有 効 期 限 内 か ど う か を 判 定 す る た め に Vclickス ト リ ー ム が 有 効 期 限 内 か ど う か を 判 定
し （ ス テ ッ プ Ｓ ５ １ ０ ３ ） 、 有 効 期 限 内 の 場 合 は Vclickス ト リ ー ム を 新 し く ダ ウ ン ロ ー ド
し た も の に 置 き 換 え （ ス テ ッ プ Ｓ ５ １ ０ ４ ） 、 そ う で な い 場 合 は Vclickス ト リ ー ム を 削 除
す る 。
【 ０ ３ １ ９ 】
　 以 上 の 実 施 形 態 に よ る と 、 Vclickス ト リ ー ム に 使 用 期 限 を 設 定 し た り 、 Vclickス ト リ ー
ム の 有 効 期 限 を １ 年 間 に 設 定 し て お い て 、 定 期 的 に 新 し い Vclickス ト リ ー ム を ダ ウ ン ロ ー
ド さ せ た り で き る 。
【 ０ ３ ２ ０ 】
（ １ ７ ） Vclickス ト リ ー ム の 有 効 期 限 の 変 形 例
　 こ の 実 施 形 態 で は Vclickス ト リ ー ム が 有 効 期 限 外 の 場 合 に 新 し い Vclickス ト リ ー ム を ダ
ウ ン ロ ー ド し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 有 効 期 限 外 の 場 合 に は Vclickス ト リ ー ム を す ぐ に 削 除
し て も よ い 。
【 ０ ３ ２ １ 】
　 Vclickス ト リ ー ム が 動 画 像 を 格 納 し た Ｄ Ｖ Ｄ 等 と 同 一 記 憶 媒 体 中 に あ る 場 合 に も 同 様 に
処 理 で き る が 、 記 憶 媒 体 中 に あ る Vclickス ト リ ー ム は 削 除 で き な い の で ス テ ッ プ Ｓ ５ １ ０
５ で 削 除 す る 代 わ り に 無 効 に し て も よ い 。
【 ０ ３ ２ ２ 】
　 Vclickス ト リ ー ム の ダ ウ ン ロ ー ド に 失 敗 し た 場 合 も Vclickス ト リ ー ム が 有 効 期 限 外 で あ
る と 判 定 し て も よ い 。
【 ０ ３ ２ ３ 】
（ １ ８ ） Vclickス ト リ ー ム の 有 効 期 限 の 第 ２ の 実 施 形 態
　 次 に 、 Vclickス ト リ ー ム の 有 効 期 限 を Vcilck情 報 フ ァ イ ル に 記 述 し て お く 方 法 に つ い て
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説 明 す る 。 図 ５ ４ は 、 Vclickス ト リ ー ム の 有 効 期 限 を 記 述 し た Vcilck情 報 フ ァ イ ル の 例 で
あ る 。
【 ０ ３ ２ ４ 】
　 図 ５ ４ に お い て は 、 一 つ の Ｐ Ｇ Ｃ （ Ｐ Ｇ Ｃ ＃ ５ ） に 対 し 、 二 つ の Vclickス ト リ ー ム （ Vc
lickス ト リ ー ム ＃ １ 、 Vclickス ト リ ー ム ＃ ２ ） が 付 加 さ れ て い る 。 図 ５ ４ の 例 で は ２ つ と
も ロ ー カ ル デ ィ ス ク に 記 録 さ れ て い る が 、 サ ー バ ー 上 に 記 録 さ れ て い る も の で も 良 い 。 こ
こ で 、 <object>タ グ 内 の "begin_date"属 性 は 、 有 効 期 限 の 開 始 年 月 日 を 表 し て お り 、 図 ４
９ を 用 い て 説 明 し た begin_dateと 同 じ 意 味 を 持 つ 。 同 様 に 、 図 ５ ４ の begin_time、 end_da
te、 end_timeも 図 ４ ９ の オ ー デ ィ オ ・ ス ト リ ー ム 番 号 に 対 応 し て お り 、 こ の 例 に お い て は
、 Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ の begin_time、 end_date、 end_timeと そ れ ぞ れ 同 じ 意 味 を 持 つ
。 図 ５ ４ の 記 述 で は 、 Vclickス ト リ ー ム ＃ １ （ Vclick1.vck） の 有 効 期 限 は 2004年 7月 31日
ま で と 、 2005年 1月 1日 か ら 2005年 1月 31日 ま で で あ る 。 一 方 、 2004年 8月 1日 か ら 2004年 12
月 31日 ま で は Vclickス ト リ ー ム ＃ ２ （ Vclick2.vck） が 有 効 で あ る 。 2005年 2月 1日 以 降 は
有 効 な Vclickス ト リ ー ム は な い 。
【 ０ ３ ２ ５ 】
　 図 ５ １ の よ う に Vclickス ト リ ー ム の ヘ ッ ダ に 有 効 期 限 デ ー タ を 埋 め 込 ん だ 場 合 に は 、 再
生 の 候 補 と な る Vclickス ト リ ー ム を 全 て の 有 効 期 限 デ ー タ を 解 析 し て 適 切 な Vclickス ト リ
ー ム を 選 択 す る 必 要 が あ る 。 し か し 、 Vcilck情 報 フ ァ イ ル に 有 効 期 限 を 記 述 す る 方 法 で は
、 Vclickス ト リ ー ム の ヘ ッ ダ を 解 析 す る こ と な く 適 切 な Vclickス ト リ ー ム を 選 択 す る こ と
が 可 能 と な る 。
【 ０ ３ ２ ６ 】
（ １ ９ ） 変 形 例
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 し た 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ
の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 種 々 変 形 し て 具 体 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ３ ２ ７ 】
　 例 え ば 、 本 発 明 は 現 在 世 界 的 に 普 及 し て い る Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ビ デ オ の み な ら ず 、 近 年 急
速 に 需 要 が 伸 び て い る 録 画 再 生 可 能 な Ｄ Ｖ Ｄ － Ｖ Ｒ （ ビ デ オ レ コ ー ダ ） に も 適 用 で き る 。
さ ら に は 、 近 々 普 及 が 始 ま る で あ ろ う 次 世 代 Ｈ Ｄ － Ｄ Ｖ Ｄ の 再 生 系 ま た は 録 再 系 に も 適 用
可 能 で あ る 。
【 ０ ３ ２ ８ 】
　 ま た 、 上 記 し た 実 施 形 態 に 開 示 さ れ て い る 複 数 の 構 成 要 素 を 適 宜 に 組 み 合 わ せ る こ と に
よ り 、 種 々 の 発 明 を 形 成 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 実 施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら
幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も 良 い も の で あ る 。 さ ら に 、 異 な る 実 施 形 態 に 係 る 構 成 要 素
を 適 宜 組 み 合 わ せ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ３ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ハ イ パ ー メ デ ィ ア の 表 示 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 と オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ の 関 係 を
説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト ・ メ タ デ ー タ の ア ク セ ス ユ ニ ッ ト の デ ー
タ 構 造 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclickス ト リ ー ム の 構 成 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclickア ク セ ス ・ テ ー ブ ル の 構 成 例 を 説 明 す る 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 送 信 用 パ ケ ッ ト の 構 成 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 送 信 用 パ ケ ッ ト の 別 の 構 成 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る サ ー バ ー ・ ク ラ イ ア ン ト 間 の 通 信 例 を 説 明 す る 図 で あ
る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る サ ー バ ー ・ ク ラ イ ア ン ト 間 の 別 の 通 信 例 を 説 明 す る

10

20

30

40

50

(41) JP 2006-50105 A 2006.2.16



図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclickス ト リ ー ム の ヘ ッ ダ の デ ー タ 要 素 の 例 を 説 明
す る 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclickア ク セ ス ユ ニ ッ ト （ Ａ Ｕ ） の ヘ ッ ダ の デ ー タ
要 素 の 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclickア ク セ ス ユ ニ ッ ト （ Ａ Ｕ ） の タ イ ム ス タ ン プ
の デ ー タ 要 素 の 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclickア ク セ ス ユ ニ ッ ト （ Ａ Ｕ ） の タ イ ム ス タ ン プ
・ ス キ ッ プ の デ ー タ 要 素 の 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト 属 性 情 報 の デ ー タ 要 素 の 例 を 説 明 す る
図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト 属 性 情 報 の 種 類 の 例 を 説 明 す る 図 で あ
る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト の 名 前 属 性 の デ ー タ 要 素 の 例 を 説 明 す
る 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト の ア ク シ ョ ン 属 性 の デ ー タ 要 素 の 例 を
説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト の 輪 郭 線 属 性 の デ ー タ 要 素 の 例 を 説 明
す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト の 点 滅 領 域 属 性 の デ ー タ 要 素 の 例 を 説
明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト の モ ザ イ ク 領 域 属 性 の デ ー タ 要 素 の 例
を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト の 塗 り つ ぶ し 領 域 属 性 の デ ー タ 要 素 の
例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト 情 報 デ ー タ の デ ー タ 要 素 の
例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト 属 性 の デ ー タ 要 素 の 例 を 説
明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト ・ ハ イ ラ イ ト 効 果 属 性 の デ
ー タ 要 素 の 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト ・ ハ イ ラ イ ト 効 果 属 性 の エ
ン ト リ ー の デ ー タ 要 素 の 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト 点 滅 効 果 属 性 の デ ー タ 要 素
の 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト 点 滅 効 果 属 性 の エ ン ト リ ー
の デ ー タ 要 素 の 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト ス ク ロ ー ル 効 果 属 性 の デ ー
タ 要 素 の 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト ・ カ ラ オ ケ 効 果 属 性 の デ ー
タ 要 素 の 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト の テ キ ス ト ・ カ ラ オ ケ 効 果 属 性 の エ ン
ト リ ー の デ ー タ 要 素 の 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト の 階 層 属 性 拡 張 の デ ー タ 要 素 の 例 を 説
明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト の 階 層 属 性 拡 張 の エ ン ト リ ー の デ ー タ
要 素 の 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclickア ク セ ス ユ ニ ッ ト （ Ａ Ｕ ） の オ ブ ジ ェ ク ト 領
域 デ ー タ の デ ー タ 要 素 の 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る エ ン ハ ン ス ド Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ィ ス ク の 構 造 の 例 を 説
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明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る エ ン ハ ン ス ド Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ デ ィ ス ク 内 の デ ィ レ ク ト
リ 構 成 の 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 通 常 再 生 の 開 始 処 理 手 順 を 表 す 流 れ 図 で あ る （ Vcli
ckデ ー タ が サ ー バ ー 装 置 に あ る 場 合 ） 。
【 図 ３ ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 別 の 通 常 再 生 の 開 始 処 理 手 順 を 表 す 流 れ 図 で あ る （
Vclickデ ー タ が サ ー バ ー 装 置 に あ る 場 合 ） 。
【 図 ３ ９ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 通 常 再 生 の 終 了 処 理 手 順 を 表 す 流 れ 図 で あ る （ Vcli
ckデ ー タ が サ ー バ ー 装 置 に あ る 場 合 ） 。
【 図 ４ ０ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ラ ン ダ ム ア ク セ ス 再 生 の 開 始 処 理 手 順 を 表 す 流 れ 図
で あ る （ Vclickデ ー タ が サ ー バ ー 装 置 に あ る 場 合 ） 。
【 図 ４ １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 別 の ラ ン ダ ム ア ク セ ス 再 生 の 開 始 処 理 手 順 を 表 す 流
れ 図 で あ る （ Vclickデ ー タ が サ ー バ ー 装 置 に あ る 場 合 ） 。
【 図 ４ ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 通 常 再 生 の 開 始 処 理 手 順 を 表 す 流 れ 図 で あ る （ Vcli
ckデ ー タ が ク ラ イ ア ン ト 装 置 に あ る 場 合 ） 。
【 図 ４ ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ラ ン ダ ム ア ク セ ス 再 生 の 開 始 処 理 手 順 を 表 す 流 れ 図
（ Vclickデ ー タ が ク ラ イ ア ン ト 装 置 に あ る 場 合 ） 。
【 図 ４ ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ハ イ パ ー メ デ ィ ア の 表 示 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclick ア ク セ ス ユ ニ ッ ト （ AU） に 有 効 期 限 を 設 定
す る 一 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclick AUの 有 効 期 限 の 一 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 有 効 期 限 を 設 定 で き る Vclickス ト リ ー ム の デ ー タ 構
造 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト 有 効 期 限 の デ ー タ 構 造 の 一 例 を 説 明 す
る 図 で あ る 。
【 図 ４ ９ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ ブ ジ ェ ク ト 有 効 期 限 の 期 限 属 性 の デ ー タ 構 造 の 一
例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ ０ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclick AUの 有 効 期 限 を 判 定 す る 手 順 を 説 明 す る フ
ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ５ １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclickス ト リ ー ム の 有 効 期 限 の デ ー タ 構 造 の 一 例 を
説 明 す る 図
【 図 ５ ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclickス ト リ ー ム の 有 効 期 限 を 判 定 す る 手 順 の 一 例
を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclick AUの 有 効 期 限 の 期 限 属 性 の 意 味 構 造 を 説 明
す る 図 で あ る 。
【 図 ５ ４ 】 本 発 明 の Vclickス ト リ ー ム の 有 効 期 限 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る Vclick 情 報 フ
ァ イ ル の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclick 情 報 フ ァ イ ル の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclick 情 報 フ ァ イ ル の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclick 情 報 フ ァ イ ル の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclick ス ト リ ー ム と Ｄ Ｖ Ｄ ビ デ オ コ ン テ ン ツ の 関
係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ ９ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclick 情 報 フ ァ イ ル の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ ０ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る Vclick 情 報 フ ァ イ ル の さ ら に 他 の 例 を 示 す 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ３ ３ ０ 】
２ ０ ０ … ク ラ イ ア ン ト 装 置
２ ０ １ … サ ー バ ー 装 置
２ ０ ２ … Vclickエ ン ジ ン
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２ ０ ３ … 動 画 再 生 エ ン ジ ン
２ ２ １ … サ ー バ ー 装 置 と ク ラ イ ア ン ト 装 置 を 結 ぶ ネ ッ ト ワ ー ク
３ ０ １ ～ ３ ０ ５ … Vclickア ク セ ス ユ ニ ッ ト
２ ０ １ ４ ０ ０ … Vclickア ク セ ス ユ ニ ッ ト の オ ブ ジ ェ ク ト 領 域 デ ー タ
４ ０ １ … Vclickア ク セ ス ユ ニ ッ ト の ヘ ッ ダ
４ ０ ２ … Vclickア ク セ ス ユ ニ ッ ト の タ イ ム ス タ ン プ
４ ０ ３ … Vclickア ク セ ス ユ ニ ッ ト の オ ブ ジ ェ ク ト 属 性 情 報

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】
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【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】

【 図 ３ ７ 】

【 図 ３ ８ 】 【 図 ３ ９ 】
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【 図 ４ ０ 】 【 図 ４ １ 】

【 図 ４ ２ 】 【 図 ４ ３ 】
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【 図 ４ ４ 】

【 図 ４ ５ 】

【 図 ４ ６ 】

【 図 ４ ７ 】

【 図 ４ ８ 】

【 図 ４ ９ 】 【 図 ５ ０ 】
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【 図 ５ １ 】

【 図 ５ ２ 】

【 図 ５ ３ 】

【 図 ５ ４ 】

【 図 ５ ５ 】

【 図 ５ ６ 】

【 図 ５ ７ 】

【 図 ５ ８ 】
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【 図 ５ ９ 】

【 図 ６ ０ 】
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